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島根原子力発電所発電用原子炉設置変更許可申請書 

（２号発電用原子炉施設の変更） 

本文及び添付書類の一部補正について 

 

平成25年12月25日付け，電安炉技第14号をもって申請（令和３年５月10日

付け電安炉技第１号，令和３年６月14日付け電安炉技第７号及び令和３年６

月17日付け電安炉技第８号で一部補正）しました当社，島根原子力発電所発

電用原子炉設置変更許可申請書（２号発電用原子炉施設の変更）の本文及び

添付書類を下記のとおり一部補正いたします。 

 

記 

 

島根原子力発電所発電用原子炉設置変更許可申請書（２号発電用原子炉施

設の変更）の本文及び添付書類を別添のとおり補正する。 

  



 

 

 

 

 

 

 

別添 

 

 

別紙２（本文）の一部補正 

添付書類五の一部補正 

添付書類八の一部補正 

添付書類十の一部補正 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別紙２（本文）の一部補正 

  



－1－ 

別紙２（本文）を以下のとおり補正する。 

頁 行 補正前 補正後 

*－13－ 下12 …耐震 重要度分類に応

じて… 

…耐震設計上の重要度分

類に応じて… 

 下５～下４ …に応じて，耐震重要度分

類を以下のとおり，Ｓクラ

ス，Ｂクラス又はＣクラス

に分類 し… 

…に応じて， 以下のとお

り，Ｓクラス，Ｂクラス又

はＣクラスに分類（以下

「耐震重要度分類」とい

う。）し… 

*－14－ 上６～上７ …必要な機能を持つ施設

及びこれらの重要な安全

機能を支援するために必

要となる施設，並びに地震

に… 

…必要な機能を持つ施設，

これらの重要な安全機能

を支援するために必要と

なる施設及び地震に… 

 下13～下12 …津波防護機能を有する

設備（以下「津波防護施設」

という。）… 

…津波防護機能を有する

施設（以下「津波防護施設」

という。）… 

 下11～下10 …津波監視機能を有する

施設（以下「津波監視設備」

という。）… 

…津波監視機能を有する

設備（以下「津波監視設備」

という。）… 

*－15－ 上８～上９ …鉛直震度より算定する。 …鉛直震度から算定する。 

 下３ …許容応力度を許容限界

と する。 

…許容応力度を許容限界

とし，当該許容限界を超え

ないように設計する。 

*－17－ 下10～下９ …保守的に 設定した水

位… 

 

 

…保守的に高く設定した

水位… 



－2－ 

頁 行 補正前 補正後 

*－20－ 上９ …おおむね弾性状態に留

まる範囲… 

…おおむね弾性状態にと

どまる範囲… 

 上12 …許容応力度を許容限界

と する。 

…許容応力度を許容限界

とし，当該許容限界を超え

ないように設計する。 

*－21－ 下７ …保守的に 設定した水

位… 

…保守的に高く設定した

水位… 

*－22－ 下10～下９ …地形及びその標高，河川

等… 

…地形，標高及び河川等… 

 下６ …襲来する津波… …来襲する津波… 

*－22－ 

～ 

*－23－ 

下３ 

～ 

上１ 

(c) 取水路，放水路等の

経路から， 津波が流入す

る可能性について検討し

た上で，流入の可能性のあ

る経路（扉，開口部，貫通

口等）を特定し，必要に応

じ津波防護施設及び浸水

防止設備の浸水対策を… 

(c) 取水路，放水路等の経

路から，重要な安全機能を有

する施設の設置された敷地

並びに重要な安全機能を有

する設備を内包する建物及

び区画に津波の流入する可

能性について検討した上で，

流入する可能性のある経路

（扉，開口部，貫通口等）を

特定し，必要に応じ流入防止

の対策を… 

 

 

 

 

 

 

 

 



－3－ 

頁 行 補正前 補正後 

*－23－ 上７～上10 …浸水範囲を想定 （以下

「浸水想定範囲」という。）

するとともに，同範囲の境

界において浸水の可能性

のある経路及び浸水口

（扉，開口部，貫通口等）

を特定し，浸水防止設備を

設置することにより… 

…浸水範囲を想定するとと

もに，当該想定される浸水範

囲（以下「浸水想定範囲」と

いう。） の境界において浸

水想定範囲外に流出する可

能性のある経路 （扉，開口

部，貫通口等）を特定し，そ

れらに対して浸水対策を施

すことにより… 

 下８～下５ …津波による溢水 を考

慮した浸水範囲及び浸水

量を保守的に想定した上

で，浸水防護重点化範囲へ

の浸水の可能性のある経

路及び浸水口（扉，開口部，

貫通口等）を特定し，それ

らに対して必要に応じ浸

水対策を施す設計とする。 

…地震による溢水に加えて

津波の流入を考慮した浸水

範囲及び浸水量を安全側に

想定した上で，浸水防護重点

化範囲に流入する可能性の

ある経路 （扉，開口部，貫

通口等）を特定し，それらに

対して必要に応じ流入防止

の対策を施す設計とする。 

*－23－ 

～ 

*－24－ 

下１ 

～ 

上１ 

…水位の低下に対して，非

常用海水ポンプが機能保

持でき，かつ，冷却に必要

な海水が確保できる… 

…水位の低下に対して冷却

に必要な海水を確保するこ

とにより，非常用海水ポンプ

が機能を保持できる… 

*－24－ 上４～上５ …機能保持できる… …機能を保持できる… 

 下14 …繰り返しの襲来… 

 

 

 

 

 

…繰り返しの来襲… 



－4－ 

頁 行 補正前 補正後 

*－25－ 下６～下４ …の経路から， 津波が流

入する可能性について検

討した上で，津波が流入す

る可能性のある経路（扉，

開口部，貫通口等）を特定

し，必要に応じて実施する

浸水対策… 

…の経路から，重大事故等対

処施設の津波防護対象設備

（非常用取水設備を除く。）

を内包する建物及び区画の

設置された敷地並びに重大

事故等対処施設の津波防護

対象設備（非常用取水設備を

除く。）を内包する建物及び

区画に津波の流入する可能

性について検討した上で， 

流入する可能性のある経路

（扉，開口部，貫通口等）

を特定し，必要に応じて実

施する流入防止の対策… 

*－26－ 上８ …浸水対策… …流入防止の対策… 

*－31－ 下９ …計装用無停電 電源設

備… 

…計装用無停電交流電源

装置… 

*－253－ 下９～下８ …判断基準値以下とする

ための手順と体制を整備

… 

…判断基準値以下とする

ための手順 を整備… 

*－254－ 上１～上３ …要員に対して配備した

防護具を着用することに

より，事故対策に必要な各

種の指示・操作を行うこと

ができるよう手順と体制

を整備する。 

 

 

 

 

…要員が防護具を着用する

ことにより，事故対策に必要

な各種の指示・操作を行うこ

とができるよう手順 を整

備する。 



－5－ 

頁 行 補正前 補正後 

*－263－ 上１と上２

の間 

（記載追加） (c-12) 有毒ガス発生時に，

事故対策に必要な各種の指

示，操作を行うことができる

ように，重大事故等に対処す

る要員の吸気中の有毒ガス

濃度を有毒ガス防護のため

の判断基準値以下とするた

めの体制を整備する。固定源

に対しては，重大事故等に対

処する要員の吸気中の有毒

ガス濃度を有毒ガス防護の

ための判断基準値を下回る

ようにする。可動源に対して

は，換気空調設備の隔離等に

より，運転員及び緊急時対策

要員のうち重大事故等に対

処するために必要な指示を

行う要員が事故対策に必要

な各種の指示・操作を行うこ

とができるようにする。 

予期せぬ有毒ガスの発生に

おいても，運転員及び緊急時

対策要員のうち初動対応に

おいて重大事故等に対処す

るために必要な指示を行う

要員に対して防護具を配備

することにより，事故対策に

必要な各種の指示・操作を行

うことができるよう体制を

整備する。 

 

 

 



－6－ 

頁 行 補正前 補正後 

*－340－ 

～ 

*－343－ 

 第10－1表 重大事故等対

策における手順書の概要

（２／19） 

別紙1に変更する。 

**－7－ 

～ 

**－9－ 

 第10－1表 重大事故等対

策における手順書の概要

（６／19） 

別紙2に変更する。 

*－356－ 

～ 

*－357－ 

 第10－1表 重大事故等対

策における手順書の概要

（７／19） 

別紙3に変更する。 

**－13－ 

～ 

**－14－ 

 第10－1表 重大事故等対

策における手順書の概要

（14／19） 

別紙4に変更する。 

*－372－ 

～ 

*－375－ 

 第10－1表 重大事故等対

策における手順書の概要

（15／19） 

別紙5に変更する。 

なお，*を示した頁は，令和３年５月 10 日付け，電安炉技第１号で一部補正した

頁を，**を付した頁は，令和３年６月 14 日付け，電安炉技第７号で一部補正した

頁を示す。 



第 10－1表 重大事故等対策における手順書の概要（２／19） 

1.2 原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発電用原子炉を冷却するための手順等 

方
針
目
的

原子炉冷却材圧力バウンダリが高圧の状態において，設計基準事故対処設備が有する発電用原子炉の冷却機

能が喪失した場合においても炉心の著しい損傷を防止するため，高圧原子炉代替注水系による原子炉圧力容器

への注水，原子炉隔離時冷却系の現場操作による発電用原子炉の注水により発電用原子炉を冷却する手順等を

整備する。 

また，発電用原子炉を冷却するため，原子炉水位を監視及び制御する手順等を整備する。 

さらに，重大事故等の進展を抑制するため，ほう酸水注入系により注水する手順等を整備する。 

対
応
手
段
等

重
大
事
故
等
対
処
設
備

（
設
計
基
準
拡
張
）

設計基準事故対処設備である原子炉隔離時冷却系又は高圧炉心スプレイ系が健全であれ

ば，これらを重大事故等対処設備（設計基準拡張）として位置付け重大事故等の対処に用い

る。 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障
時

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
に
よ
る

発
電
用
原
子
炉
の
冷
却

設計基準事故対処設備である原子炉隔離時冷却系及び高圧炉心スプレイ系の故障により発

電用原子炉の冷却ができない場合は，以下の手段により原子炉圧力容器へ注水し，発電用原

子炉を冷却する。 

・中央制御室からの手動操作により高圧原子炉代替注水系を起動し，原子炉圧力容器へ注

水する。

・中央制御室からの手動操作により高圧原子炉代替注水系を起動できない場合は，現場で

の弁の手動操作により高圧原子炉代替注水系を起動し，原子炉圧力容器へ注水する。

サ
ポ
ー
ト
系
故
障
時

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
の
現
場
操
作

に
よ
る
発
電
用
原
子
炉
の
冷
却

全交流動力電源喪失及び常設直流電源系統喪失により設計基準事故対処設備である原子炉

隔離時冷却系及び高圧炉心スプレイ系による発電用原子炉の冷却ができない場合は，高圧原

子炉代替注水系による発電用原子炉の冷却のほか，現場での弁の手動操作により原子炉隔離

時冷却系を起動することで原子炉圧力容器へ注水し，発電用原子炉を冷却する。 

代
替
電
源
設
備
に
よ
る

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
の
復
旧

全交流動力電源が喪失し，原子炉隔離時冷却系の起動又は運転継続に必要な直流電源を所

内常設蓄電式直流電源設備により給電している場合は，所内常設蓄電式直流電源設備の蓄電

池が枯渇する前に以下の手段等により直流電源を確保し，原子炉隔離時冷却系の運転を継続

する。 

・代替交流電源設備により充電器を受電し，直流電源を供給する。

・可搬型直流電源設備により直流電源を供給する。

別紙 1

－7－



対
応
手
段
等

監
視
及
び
制
御

「高圧原子炉代替注水系による発電用原子炉の冷却」及び「原子炉隔離時冷却系の現場操

作による発電用原子炉の冷却」により発電用原子炉へ注水する際には，発電用原子炉を冷却

するために原子炉圧力容器内の水位を原子炉水位（広帯域），原子炉水位（燃料域），原子炉

水位（ＳＡ）等により監視する。 

また，これらの計測機器が故障又は計測範囲（把握能力）を超えた場合は，当該パラメー

タの値を推定する。

中央制御室からの操作により高圧原子炉代替注水系を起動する場合は，高圧原子炉代替注

水系の作動状況を原子炉水位（広帯域），原子炉水位（燃料域），原子炉水位（ＳＡ），原子炉

圧力，原子炉圧力（ＳＡ），高圧原子炉代替注水流量，サプレッション・プール水位（ＳＡ）

等により監視する。 

現場での弁の手動操作により高圧原子炉代替注水系又は原子炉隔離時冷却系を起動する場

合は，高圧原子炉代替注水系又は原子炉隔離時冷却系の作動状況を原子炉水位（広帯域），原

子炉水位（燃料域），原子炉水位（ＳＡ）等により監視する。 

原子炉圧力容器内の水位の調整が必要な場合は，中央制御室からの操作，又は現場での弁

の操作により原子炉圧力容器内の水位を制御する。 

重
大
事
故
等
の
進
展
抑
制

ほ
う
酸
水
注
入
系
に
よ
る

進
展
抑
制

原子炉隔離時冷却系及び高圧原子炉代替注水系による発電用原子炉への高圧注水により原

子炉圧力容器内の水位が維持できない場合は，重大事故等の進展を抑制するため，ほう酸水

貯蔵タンク等を水源として，ほう酸水注入系により原子炉圧力容器へ注水する。 

配
慮
す
べ
き
事
項

重
大
事
故
等
時
の
対
応
手
段
の
選
択

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障
時

設計基準事故対処設備である高圧炉心スプレイ系及び原子炉隔離時冷却系が機能喪失した

場合は，中央制御室からの操作により高圧原子炉代替注水系を起動し，発電用原子炉を冷却

する。中央制御室からの操作により高圧原子炉代替注水系を起動できない場合は，現場での

弁の手動操作により高圧原子炉代替注水系を起動し，発電用原子炉を冷却する。 

これらの対応手段により，原子炉冷却材圧力バウンダリの減圧対策及び原子炉冷却材圧力

バウンダリ低圧時の冷却対策の準備が整うまでの期間，高圧原子炉代替注水系の運転を継続

する。 

－8－



配
慮
す
べ
き
事
項

重
大
事
故
等
時
の
対
応
手
段
の
選
択

サ
ポ
ー
ト
系
故
障
時

全交流動力電源及び常設直流電源系統の喪失により設計基準事故対処設備である原子炉隔

離時冷却系及び高圧炉心スプレイ系による発電用原子炉の冷却ができない場合は，中央制御

室からの操作により高圧原子炉代替注水系を起動し，発電用原子炉を冷却する。 

中央制御室からの操作により高圧原子炉代替注水系を起動できない場合は，現場での弁の

手動操作により高圧原子炉代替注水系を起動し，発電用原子炉を冷却する。 

いずれの操作によっても高圧原子炉代替注水系を起動できない場合，又は高圧原子炉代替

注水系により原子炉圧力容器内の水位を維持できない場合は，現場で弁の手動操作により原

子炉隔離時冷却系を起動し，発電用原子炉を冷却する。 

これらの対応手段により，原子炉冷却材圧力バウンダリの減圧対策及び原子炉冷却材圧力

バウンダリ低圧時の冷却対策の準備が整うまでの期間，高圧原子炉代替注水系又は原子炉隔

離時冷却系の運転を継続する。 

全交流動力電源が喪失し，原子炉隔離時冷却系の起動又は運転継続に必要な直流電源を所

内常設蓄電式直流電源設備により給電している場合は，所内常設蓄電式直流電源設備の蓄電

池が枯渇する前に代替交流電源設備より充電器を受電することにより直流電源を確保し，原

子炉隔離時冷却系の運転を継続することにより発電用原子炉を冷却する。 

代替交流電源設備を用いて給電できない場合は，可搬型直流電源設備により直流電源を確

保し，原子炉隔離時冷却系の運転を継続することにより発電用原子炉を冷却する。 

代替交流電源設備，可搬型直流電源設備へ燃料を給油することにより，原子炉冷却材圧力

バウンダリの減圧対策及び原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時の冷却対策の準備が整うまで

の期間，原子炉隔離時冷却系の運転を継続させる。 

現
場
で
の
弁
の
手
動
操
作
に
よ
る

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
の
起
動
時
の

留
意
事
項

現場での弁の手動操作により原子炉隔離時冷却系を起動する場合は， 原子炉隔離時冷却ポ

ンプ室に滞留する排水を処理しない場合においても，原子炉冷却材圧力バウンダリの減圧対

策及び原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時の冷却対策の準備が整うまでの間，原子炉隔離時

冷却系を水没させずに運転を継続することが可能である。 

現
場
で
の
弁
の
手
動
操
作
に
よ
る

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
の
起
動
時
の

環
境
条
件

蒸気漏えいに伴う環境温度の上昇による運転員への影響を考慮し，原子炉隔離時冷却ポン

プ室に現場運転員が入室するのは原子炉隔離時冷却系の起動時のみとし，その後速やかに退

室する。保護具を確実に装着することにより本操作が可能である。 

－9－



配
慮
す
べ
き
事
項

作
業
性

高圧原子炉代替注水系又は原子炉隔離時冷却系の現場操作による起動操作は，通常の弁操

作である。 

電
源
確
保

全交流動力電源喪失時は，常設代替交流電源設備等を用いてほう酸水注入系へ給電する。 

燃
料
補
給

配慮すべき事項は，「1.14 電源の確保に関する手順等」の燃料補給と同様である。 
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第 10－1 表 重大事故等対策における手順書の概要（６／19） 

1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等 

方
針
目
的

設計基準事故対処設備が有する原子炉格納容器内の冷却機能が喪失した場合において，炉心の著しい損傷を

防止するため，格納容器代替スプレイ系により原子炉格納容器内の圧力及び温度を低下させる手順等を整備す

る。 

また，炉心の著しい損傷が発生した場合において，原子炉格納容器の破損を防止するため，格納容器代替ス

プレイ系により原子炉格納容器内の圧力及び温度並びに放射性物質の濃度を低下させる手順等を整備する。 

対
応
手
段
等

重
大
事
故
等
対
処
設
備

（
設
計
基
準
拡
張
）

設計基準事故対処設備である残留熱除去系（格納容器冷却モード，サプレッショ

ン・プール水冷却モード）が健全であれば，これらを重大事故等対処設備（設計基

準拡張）として位置付け重大事故等の対処に用いる。 

炉
心
損
傷
前

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障
時

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
に
よ
る

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
冷
却

設計基準事故対処設備である残留熱除去系（格納容器冷却モード）の故障等によ

り原子炉格納容器内の冷却ができない場合は，以下の手段により，原子炉格納容器

内へスプレイし，原子炉格納容器内の圧力及び温度を低下させる。 

・低圧原子炉代替注水槽を水源として，格納容器代替スプレイ系（常設）により

スプレイする。

・格納容器代替スプレイ系（常設）により原子炉格納容器内へスプレイできない

場合は，代替淡水源を水源として，格納容器代替スプレイ系（可搬型）等によ

りスプレイする。

なお，格納容器代替スプレイ系（可搬型）による原子炉格納容器内の冷却は，海

を水源として利用できる。 

サ
ポ
ー
ト
系
故
障
時

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
残
留
熱
除
去
系

（
格
納
容
器
冷
却
モ
ー
ド
及
び
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
冷
却
モ
ー
ド
）
の

復
旧

設計基準事故対処設備である残留熱除去系（格納容器冷却モード）が全交流動力

電源喪失等により使用できない場合は，格納容器代替スプレイ系による原子炉格納

容器内の冷却に加え，常設代替交流電源設備等を用いて非常用所内電気設備へ給電

することにより残留熱除去系（格納容器冷却モード）を復旧し，サプレッション・

チェンバを水源として格納容器内へスプレイする。

また，設計基準事故対処設備である残留熱除去系（サプレッション・プール水冷

却モード）が全交流動力電源喪失等により使用できない場合は，格納容器代替スプ

レイ系による原子炉格納容器内の冷却に加え，常設代替交流電源設備等を用いて非

常用所内電気設備へ給電することにより残留熱除去系（サプレッション・プール水

冷却モード）を復旧し，サプレッション・プール水を除熱する。 

残留熱除去系（格納容器冷却モード及びサプレッション・プール水冷却モード）

の復旧に時間を要する場合は，格納容器代替スプレイ系等により原子炉格納容器内

へのスプレイを並行して実施する。 

別紙 2
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対
応
手
段
等

炉
心
損
傷
後

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障
時

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
に
よ
る

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
冷
却

設計基準事故対処設備である残留熱除去系（格納容器冷却モード）の故障等によ

り原子炉格納容器内の冷却ができない場合は，以下の手段により原子炉格納容器内

へスプレイし，原子炉格納容器内の圧力及び温度並びに放射性物質の濃度を低下さ

せる。 

・低圧原子炉代替注水槽を水源として，格納容器代替スプレイ系（常設）により

スプレイする。

・格納容器代替スプレイ系（常設）により原子炉格納容器内へスプレイできない

場合は，代替淡水源を水源として，格納容器代替スプレイ系（可搬型）等によ

りスプレイする。

なお，格納容器代替スプレイ系（可搬型）による原子炉格納容器内の冷却は，海

を水源として利用できる。 

サ
ポ
ー
ト
系
故
障
時

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
残
留
熱
除
去
系

（
格
納
容
器
冷
却
モ
ー
ド
及
び
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
冷
却
モ
ー
ド
）
の 

復
旧

設計基準事故対処設備である残留熱除去系（格納容器冷却モード）が全交流動力

電源喪失等により使用できない場合は，格納容器代替スプレイ系による原子炉格納

容器内の冷却に加え，常設代替交流電源設備等を用いて非常用所内電気設備へ給電

することにより残留熱除去系（格納容器冷却モード）を復旧し，サプレッション・

チェンバを水源として原子炉格納容器内へスプレイする。

また，設計基準事故対処設備である残留熱除去系（サプレッション・プール水冷

却モード）が全交流動力電源喪失等により使用できない場合は，格納容器代替スプ

レイ系による原子炉格納容器内の冷却に加え，常設代替交流電源設備等を用いて非

常用所内電気設備へ給電することにより残留熱除去系（サプレッション・プール水

冷却モード）を復旧し，サプレッション・プール水を除熱する。 

残留熱除去系（格納容器冷却モード及びサプレッション・プール水冷却モード）

の復旧に時間を要する場合は，格納容器代替スプレイ系等により原子炉格納容器内

へのスプレイを並行して実施する。 

配
慮
す
べ
き
事
項

重
大
事
故
等
時
の
対
応
手
段
の
選
択

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障
時

設計基準事故対処設備である残留熱除去系（格納容器冷却モード）の故障等によ

り原子炉格納容器内の冷却ができない場合において，格納容器代替スプレイ系（常

設）に異常がなく，交流電源及び水源（低圧原子炉代替注水槽）が確保されている

場合は，格納容器代替スプレイ系（常設）により原子炉格納容器内を冷却する。 

格納容器代替スプレイ系（常設）により原子炉格納容器内の冷却ができない場合

において，格納容器代替スプレイ系（可搬型）に異常がなく，燃料及び水源（代替

淡水源）が確保されている場合は，格納容器代替スプレイ系（可搬型）により原子

炉格納容器内を冷却する。 
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配
慮
す
べ
き
事
項

作
業
性

格納容器代替スプレイ系（可搬型）で使用する大量送水車からのホース接続は，

汎用の結合金具を使用し，容易に操作できるよう十分な作業スペースを確保する。 

電
源
確
保

全交流動力電源喪失時は，代替交流電源設備等を用いて格納容器代替スプレイ系

等による原子炉格納容器内の冷却に必要な設備へ給電する。 

燃
料
補
給

配慮すべき事項は，「1.14 電源の確保に関する手順等」の燃料補給と同様である。 
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第 10－1 表 重大事故等対策における手順書の概要（７／19） 

1.7 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための手順等 

方
針
目
的

炉心の著しい損傷が発生した場合において，原子炉格納容器の破損を防止するため，格納容器フィルタベン

ト系及び残留熱代替除去系により，原子炉格納容器内の圧力及び温度を低下させる手順等を整備する。

対
応
手
段
等

格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
に
よ
る

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
減
圧
及
び
除
熱

残留熱除去系の復旧又は残留熱代替除去系の運転によって原子炉格納容器内の圧力を

853kPa[gage]以下に抑制する見込みがない場合，又は原子炉建物水素濃度が 2.5vol%に到達

した場合は，原子炉格納容器の破損を防止するため，格納容器フィルタベント系により原子

炉格納容器内の圧力及び温度を低下させる。 

格納容器フィルタベント系の隔離弁（電動弁）の駆動源や制御電源が喪失した場合，隔離

弁を遠隔で手動操作することで原子炉格納容器内の圧力及び温度を低下させる。 

残
留
熱
代
替
除
去
系
に
よ
る

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
減
圧
及
び
除
熱

原子炉格納容器の破損を防止するため，残留熱代替除去系により原子炉格納容器内の圧力

及び温度を低下させる。 

配
慮
す
べ
き
事
項

重
大
事
故
等
時
の
対
応
手
段
の
選
択

原子炉補機代替冷却系の設置が完了し，残留熱代替除去系が起動できる場合は，残留熱代

替除去系により原子炉圧力容器への注水及び原子炉格納容器内へのスプレイを実施する。 

 原子炉圧力容器の破損を判断した後は，残留熱代替除去系により原子炉格納容器内へのス

プレイによる原子炉格納容器下部への注水を実施する。  

残留熱代替除去系が起動できない場合は，サプレッション・プール水位指示値が通常水位

＋約 1.3m に到達した場合に，格納容器フィルタベント系により原子炉格納容器内の減圧及

び除熱を行う。 

格納容器フィルタベント系による格納容器ベントの実施にあたり，弁の駆動源や制御電源

がない場合，現場での手動操作を行う。 

なお，格納容器フィルタベント系により格納容器ベントを実施する場合は，スクラビング

効果が期待できるウェットウェルを経由する経路を第一優先とする。 

ウェットウェルベントラインが水没等の理由で使用できない場合は，ドライウェルを経由

する経路を第二優先とする。

別紙 3

－14－



配
慮
す
べ
き
事
項

格
納
容
器
ベ
ン
ト
時
の
留
意
事
項

格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
の

系
統
内
の
不
活
性
ガ
ス
に
よ
る
置
換

格納容器フィルタベント系により格納容器ベントを実施中に，排気中に含まれる可燃性ガ

スによる爆発を防ぐため，格納容器フィルタベント系の系統内を不活性ガス（窒素ガス）で

あらかじめ置換しておく。 

原
子
炉
格
納
容
器
の

負
圧
破
損
の
防
止

格納容器フィルタベント系の使用後に格納容器スプレイを実施する場合は，原子炉格納容

器の負圧破損を防止するため，原子炉格納容器内の圧力を監視し，規定の圧力に到達した時

点で格納容器スプレイを停止する。 

放
射
線
防
護

格納容器フィルタベント系を使用する場合は，プルームの影響による被ばくを低減するた

め，中央制御室待避室へ待避しプラントパラメータを継続して監視する。 

現場運転員の放射線防護を考慮して，遠隔弁を遠隔で手動操作するエリアを二次格納施設

外の原子炉建物付属棟に設置する。 

また，格納容器ベント操作後の汚染の可能性を考慮して，防護具を装備し作業を行う。 

電
源
確
保

全交流動力電源が喪失した場合は，代替交流電源設備を用いて格納容器ベントに必要な電

動弁へ給電する。電源が確保できない場合は，現場において手動で系統構成を行う。 

代
替
循
環
冷
却
時
の
留
意
事
項

放
射
線
防
護

系統構成，残留熱代替除去系の起動及びその後の流量調整等の操作は，中央制御室で実施

する。 

なお，残留熱代替除去系の運転後，長期における系統廻りの線量低減対策として，大量送

水車により系統水を入れ替えることでフラッシングを実施する。 

電
源
確
保

全交流動力電源が喪失した場合は，代替交流電源設備を用いて残留熱代替除去系へ給電す

る。 

作
業
性

格納容器フィルタベント系の隔離弁を遠隔で手動操作する場合は，操作に必要な工具はな

く通常の弁操作と同様であり，容易に実施可能である。また，作業エリアには電源内蔵型照

明を配備する。 

燃
料
補
給

配慮すべき事項は，「1.14 電源の確保に関する手順等」の燃料補給と同様である。 
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第 10－1 表 重大事故等対策における手順書の概要（14／19） 

1.14 電源の確保に関する手順等 

方
針
目
的

電源が喪失したことにより重大事故等が発生した場合において，炉心の著しい損傷，原子炉格納容器の破損，

燃料プール内燃料体等の著しい損傷及び運転停止中における発電用原子炉内の燃料体の著しい損傷を防止する

ため，必要な電力を確保するために重大事故等対処設備として，常設代替交流電源設備，可搬型代替交流電源

設備，所内常設蓄電式直流電源設備，常設代替直流電源設備，可搬型直流電源設備及び代替所内電気設備を確

保する手順等を整備する。 

また，重大事故等の対処に必要な設備を継続運転させるため，燃料補給設備により給油する手順等を整備す

る。 

対
応
手
段
等

重
大
事
故
等
対
処
設
備

（
設
計
基
準
拡
張
）

設計基準事故対処設備である非常用交流電源設備及び非常用直流電源設備が健全であれ

ば，重大事故等対処設備（設計基準拡張）として位置付け，重大事故等の対処に用いる。 

交
流
電
源
喪
失
時

代
替
交
流
電
源
設
備

に
よ
る
給
電

全交流動力電源が喪失した場合は，以下の手段により非常用所内電気設備又は代替所内電

気設備へ給電する。 

・常設代替交流電源設備を用いて給電する。

・常設代替交流電源設備を用いて給電できない場合は，可搬型代替交流電源設備を用いて

給電する。

直
流
電
源
喪
失
時

代
替
直
流
電
源
設
備

に
よ
る
給
電

全交流動力電源が喪失した場合において，充電器を経由して直流電源設備へ給電できない

場合は，以下の手段により直流電源設備へ給電する。 

・代替交流電源設備等を用いて給電を開始するまでの間，所内常設蓄電式直流電源設備及

び常設代替直流電源設備を用いて給電する。

・所内常設蓄電式直流電源設備及び常設代替直流電源設備を用いて給電できない場合は，

可搬型直流電源設備を用いて給電する。

非
常
用
所
内
電
気
設
備
機
能
喪
失
時

代
替
所
内
電
気
設
備

に
よ
る
給
電

設計基準事故対処設備である非常用所内電気設備の機能が喪失し，必要な設備へ給電でき

ない場合又は代替所内電気設備に接続する重大事故等対処設備が必要な場合は，代替所内電

気設備にて電路を確保し，代替交流電源設備等から必要な設備へ給電する。 
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配
慮
す
べ
き
事
項

負
荷
容
量

重大事故等対策の有効性を確認する事故シーケンス等のうち必要な負荷が最大となる「全

交流動力電源喪失（長期ＴＢ）」を想定するシナリオにおいても，常設代替電源設備により必

要最大負荷以上の電力を確保し，発電用原子炉を安定状態に収束するための設備へ給電する。 

重大事故等対処設備による代替手段を用いる場合，常設代替交流電源設備等の負荷容量を

確認し，代替手段が使用可能であることを確認する。 

悪
影
響
防
止

代替交流電源設備等を用いて給電する場合は，受電前準備として非常用高圧母線，非常用

低圧母線のロードセンタ及びコントロールセンタの負荷の遮断器を「切」とし，動的機器の

自動起動防止のため，操作スイッチを「停止引ロック」又は「停止」とする。 

成
立
性

所内常設蓄電式直流電源設備及び常設代替直流電源設備から給電されている 24 時間以内

に，代替交流電源設備を用いて非常用所内電気設備又は代替所内電気設備へ十分な余裕をも

って直流電源設備へ給電する。 

作
業
性

電源内蔵型照明を作業エリアに設置し，建物内照明の消灯時における作業性を確保する。

また，ヘッドライト及び懐中電灯を携行している。 

燃
料
補
給

重大事故等の対処で使用する設備を必要な期間継続して運転させるため，タンクローリ等

の燃料補給設備を用いて各設備の燃料が枯渇するまでに給油する。 

タンクローリの補給は，ガスタービン発電機用軽油タンク又は非常用ディーゼル発電機燃

料貯蔵タンク及び高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機燃料貯蔵タンクの軽油を使用する。 

多くの給油対象設備が必要となる事象を想定し，重大事故等発生後７日間，それらの設備

の運転継続に必要な燃料（軽油）を確保するため，ガスタービン発電機用軽油タンクは約 560m3

を 1基，非常用ディーゼル発電機燃料貯蔵タンクは１基あたり約 170m3を２基及び１基あたり

約 100m3を３基，高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機燃料貯蔵タンクは約 170m3を１基とし，

管理する。 
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第 10－1 表 重大事故等対策における手順書の概要（15／19） 

1.15 事故時の計装に関する手順等 

方
針
目
的

重大事故等が発生し，計測機器の故障等により，当該重大事故等に対処するために監視することが必要なパ

ラメータを計測することが困難となった場合において，当該パラメータを推定するために有効な情報を把握す

るため，計器故障時の対応，計器の計測範囲を超えた場合への対応，計器電源喪失時の対応，計測結果を記録

する手順等を整備する。 

パ
ラ
メ
ー
タ
の
選
定
及
び
分
類

重大事故等に対処するために監視することが必要となるパラメータを技術的能力に係る審査基準1.1～1.15

の手順着手の判断基準及び操作手順に用いるパラメータ並びに有効性評価の判断及び確認に用いるパラメータ

から抽出し，これを抽出パラメータとする。 

抽出パラメータのうち，炉心損傷防止対策，格納容器破損防止対策等を成功させるために把握することが必

要な発電用原子炉施設の状態を直接監視するパラメータを主要パラメータとする。 

また，計器の故障，計器の計測範囲（把握能力）の超過及び計器電源の喪失により，主要パラメータを計測

することが困難となった場合において，主要パラメータの推定に必要なパラメータを代替パラメータとする。 

一方，抽出パラメータのうち，発電用原子炉施設の状態を直接監視することはできないが，電源設備の受電

状態，重大事故等対処設備の運転状態及びその他の設備の運転状態により発電用原子炉施設の状態を補助的に

監視するパラメータを補助パラメータとする。 

主要パラメータは以下のとおり分類する。 

・重要監視パラメータ

 主要パラメータのうち，耐震性，耐環境性を有し，重大事故等対処設備としての要求事項を満たした計

器を少なくとも１つ以上有するパラメータをいう。 

・有効監視パラメータ

主要パラメータのうち，自主対策設備の計器のみで計測されるが，計測することが困難となった場合に

その代替パラメータが重大事故等対処設備としての要求事項を満たした計器で計測されるパラメータを

いう。 

代替パラメータは以下のとおり分類する。 

・重要代替監視パラメータ

 主要パラメータの代替パラメータを計測する計器が重大事故等対処設備としての要求事項を満たした

計器を少なくとも１つ以上有するパラメータをいう。 

・有効監視パラメータ

主要パラメータの代替パラメータが自主対策設備の計器のみで計測されるパラメータをいう。 

別紙 5
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対
応
手
段
等

監
視
機
能
喪
失
時

計
器
故
障
時

他
チ
ャ
ン
ネ
ル

に
よ
る
計
測

主要パラメータを計測する多重化された重要計器が，計器の故障により計測することが

困難となった場合において，他チャンネルの重要計器により計測できる場合は，当該計器

を用いて計測を行う。 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
に
よ
る
推
定

主要パラメータを計測する計器の故障により主要パラメータの監視機能が喪失した場合

は，代替パラメータにより主要パラメータを推定する。 

推定にあたり，使用する計器が複数ある場合は，代替パラメータと主要パラメータの関

連性，検出器の種類，使用環境条件，計測される値の不確かさ等を考慮し，使用するパラ

メータの優先順位をあらかじめ定める。

代替パラメータによる主要パラメータの推定は，以下の方法で行う。

・同一物理量（温度，圧力，水位，放射線量率，水素濃度，中性子束，酸素濃度）によ

り推定

・水位を注水源若しくは注水先の水位変化又は注水量及びポンプ出口圧力により推定

・流量を注水源又は注水先の水位変化を監視することにより推定

・除熱状態を温度，圧力，流量等の傾向監視により推定

・圧力又は温度を水の飽和状態の関係により推定

・注水量を注水先の圧力から注水特性の関係により推定

・未臨界状態の維持を制御棒の挿入状態により推定

・酸素濃度をあらかじめ評価したパラメータの相関関係により推定

・水素濃度を装置の作動状況により推定

・エリア放射線モニタの傾向監視により格納容器バイパス事象が発生したことを推定

・原子炉格納容器への空気（酸素）の流入の有無を原子炉格納容器内圧力により推定

・燃料プールの状態を同一物理量（水位），あらかじめ評価した水位と放射線量の相関関

係及びカメラによる監視により，燃料プールの水位又は必要な水遮蔽が確保されてい

ることを推定

・原子炉圧力容器内の圧力とサプレッション・チェンバの圧力の差圧により原子炉圧力

容器の満水状態を推定
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対
応
手
段
等

監
視
機
能
喪
失
時

計
器
の
計
測
範
囲
（
把
握
能
力
）
を
超
過
し
た
場
合

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
に
よ
る
推
定

原子炉圧力容器内の温度，圧力及び水位，並びに原子炉圧力容器及び原子炉格納容器へ

の注水量を監視するパラメータのうち，パラメータの値が計器の計測範囲を超えるものは，

原子炉圧力容器内の温度及び水位である。 

原子炉圧力容器内の温度及び水位の値が計器の計測範囲（把握能力）を超過した場合，

発電用原子炉施設の状態を推定するための手順を以下に示す。 

・原子炉圧力容器内の温度のパラメータである原子炉圧力容器温度が計測範囲を超える

（500℃以上）場合は，可搬型計測器により原子炉圧力容器温度を計測する。

・原子炉圧力容器内の水位のパラメータである原子炉水位が計測範囲を超えた場合は，

原子炉隔離時冷却ポンプ出口流量，代替注水流量（常設），低圧原子炉代替注水流量，

高圧炉心スプレイポンプ出口流量，残留熱除去ポンプ出口流量，低圧炉心スプレイポ

ンプ出口流量，高圧原子炉代替注水流量，残留熱代替除去系原子炉注水流量のうち，

機器動作状態にある流量計より崩壊熱除去に必要な水量の差を算出し，直前まで判明

していた水位に変換率を考慮することにより原子炉圧力容器内の水位を推定する。 

  なお，原子炉圧力容器内が満水状態であることは，原子炉圧力（ＳＡ）とサプレッシ

ョン・チェンバ圧力（ＳＡ）の差圧により，原子炉圧力容器内の水位が燃料棒有効長

頂部以上であることは，原子炉圧力容器温度（ＳＡ）により推定可能である。 

可
搬
型
計
測
器
に
よ
る
計
測

原子炉圧力容器内の温度，圧力及び水位，並びに原子炉圧力容器及び原子炉格納容器へ

の注水量を計測するパラメータ以外で計器の計測範囲を超えた場合は，可搬型計測器によ

り計測することも可能である。 

計
器
電
源
喪
失
時

全交流動力電源喪失が発生した場合は，以下の手段により計器へ給電し，重要監視パラメータ及び重

要代替監視パラメータを計測又は監視する。 

・所内常設蓄電式直流電源設備又は常設代替直流電源設備から給電する。

・常設代替交流電源設備又は可搬型代替交流電源設備から給電する。

・直流電源が枯渇するおそれがある場合は，可搬型直流電源設備等から給電する。

代替電源(交流，直流)からの給電が困難となり，中央制御室でのパラメータ監視が不能となった場合

は，重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータのうち手順着手の判断基準及び操作に必要なパラ

メータを可搬型計測器により計測又は監視する。

パ
ラ
メ
ー
タ
記
録

重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータは，安全パラメータ表示システム（ＳＰＤＳ）によ

り計測結果を記録する。 

ただし，複数の計測結果を使用し計算により推定する主要パラメータ（使用した計測結果を含む。）の

値，現場操作時のみ監視する現場の指示値及び可搬型計測器で計測されるパラメータの値は記録用紙に

記録する。 
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配
慮
す
べ
き
事
項

発
電
用
原
子
炉
施
設

の
状
態
把
握

重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータの計測範囲，個数，耐震性及び非常用電源から

の給電の有無を示し，設計基準を超える状態における発電用原子炉施設の状態を把握する能力を明

確化する。 

確
か
ら
し
さ
の
考
慮

圧力のパラメータと温度のパラメータを水の飽和状態の関係から推定する場合は，水が飽和状態

にないと不確かさが生じるため，計器が故障するまでの発電用原子炉施設の状況及び事象進展状況

を踏まえ，複数の関連パラメータを確認し，有効な情報を得た上で推定する。 

推定にあたっては，代替パラメータの誤差による影響を考慮する。 

可
搬
型
計
測
器
に
よ
る
計
測

又
は
監
視
の
留
意
事
項

可搬型計測器による計測対象の選定を行う際，同一パラメータにチャンネルが複数ある場合は，

いずれか１つの適切なチャンネルを選定し計測又は監視する。同一の物理量について複数のパラメ

ータがある場合は，いずれか１つの適切なパラメータを選定し計測又は監視する。 
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添付書類五の一部補正 

 

 

 

  



 

－5-1－ 

添付書類五を以下のとおり補正する。 

頁 行 補正前 補正後 

5-15  第１図 原子力関係組織

図（令和２年９月 25 日現

在） 

別紙 5-1 に変更する。 

5-18  第３図 品質保証活動に

係る文書体系（令和２年９

月 25 日現在） 

第３図 品質保証活動に

係る文書体系（令和３年７

月１日現在） 

なお，頁は，令和３年５月 10 日付け，電安炉技第１号で一部補正したものを示す。 



 －5-2－  

別紙5-1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１図 原子力関係組織図（令和３年７月１日現在） 
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添付書類八を以下のとおり補正する。 

頁 行 補正前 補正後 

*8-1-33 下 11～下 10 …に応じて，耐震重要度

分類をＳクラス，Ｂクラ

ス又はＣクラスに分類  

し… 

…に応じて， Ｓクラス，

Ｂクラス又はＣクラスに

分類（以下「耐震重要度

分類」という。）し… 

*8-1-34 上１～上２ …津波防護機能を有する

設備（以下「津波防護施

設」という。）… 

…津波防護機能を有する

施設（以下「津波防護施

設」という。）… 

 上３～上４ …津波監視機能を有する

施設（以下「津波監視設

備」という。）… 

…津波監視機能を有する

設備（以下「津波監視設

備」という。）… 

*8-1-36 上１ …保守的に 設定した水

位… 

…保守的に高く設定した

水位… 

 下８～下７ …必要な機能を持つ施設

及びこれらの重要な安全

機能を支援するために必

要となる施設，並びに地

震に伴って発生… 

…必要な機能を持つ施

設，これらの重要な安全

機能を支援するために必

要となる施設及び地震に

伴って発生… 

 下２～下１ …付加するための施設，

及び原子炉の… 

…付加するための施設  

及び原子炉の… 

*8-1-38 下１ …及びＣクラスともに

1.0 とし… 

…及びＣクラスのいずれ

においても 1.0 とし… 

*8-1-39 上５ …鉛直震度より算定する

… 

…鉛直震度から算定する

… 

 上 11～12 …震度より求める… …震度から求める… 

*8-1-46 下 13 …いったん事故が… …一旦事故が… 

*8-1-47 下 13 …いったん事故が… …一旦事故が… 

*8-1-48 上５ (d)上位の耐震重要度分

類の 施設を… 

(d) 耐震重要度分類の

上位のクラスに属する施

設を… 
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頁 行 補正前 補正後 

*8-1-57 下３～下２ …保守的に 設定した水

位… 

…保守的に高く設定した

水位… 

*8-1-64 上１ …いったん事故が… …一旦事故が… 

 上５ …いったん事故が… …一旦事故が… 

*8-1-65 下９ …いったん事故が… …一旦事故が… 

 下４～下３ …いったん事故が… …一旦事故が… 

*8-1-66 上１ …いったん事故が… …一旦事故が… 

*8-1-77 上７ …並びに河川 … …並びに河川等… 

*8-1-82 上 10 …侵入角度… …浸入角度… 

*8-1-83 下 14 …保守的に想定… …安全側に想定… 

*8-1-84 下 11 …保守的な評価と… …安全側の評価と… 

*8-1-87 上 10 …浸水防止… …流入防止… 

*8-1-89 下９ …浸水経路… …流入経路… 

 下６ …浸水経路… …流入経路… 

*8-1-91 上４～上６ 津波による溢水を考慮した

浸水範囲，浸水量について

は，地震による溢水の影響

も含めて確認を行い，浸水

防護重点化範囲への浸水の

可能性のある経路及び浸水

口を特定し，浸水対策を実

施する。 

津波の流入を考慮した浸水

範囲，浸水量については，

地震による溢水の影響も含

めて確認を行い，浸水防護

重点化範囲に流入する可能

性のある経路（扉，開口部，

貫通口等）を特定し，流入

防止の対策を実施する。 

**8-12 下 12 …津波の襲来前… …津波の来襲前… 

**8-13 下 10 …津波が襲来する… …津波が来襲する… 

 下６ …津波が襲来する… …津波が来襲する… 

*8-1-95 上９～上 10 …津波が襲来する… …津波が来襲する… 



－8-3－ 

頁 行 補正前 補正後 

*8-1-96 

～ 

*8-1-97 

下１ 

～ 

上１ 

…水位の低下に対して，

非常用海水ポンプが機能

保持でき，かつ，冷却に

必要な海水が確保できる

… 

…水位の低下に対して冷却

に必要な海水を確保するこ

とにより，非常用海水ポン

プが機能を保持できる… 

*8-1-97 下９ …機能保持できる… …機能を保持できる… 

*8-1-98 下８ …地震で倒壊する可能性の

あるものは倒壊させ… 

…地震で損壊する可能性の

あるものは損壊させ… 

*8-1-101 下 10 …繰り返しの襲来… …繰り返しの来襲… 

*8-1-103 上９ …並びに河川 … …並びに河川等… 

*8-1-105 下９ …浸水防止… …流入防止… 

*8-1-106 下６ …浸水対策… …流入防止の対策… 

*8-1-107 下 11～下９ 津波による溢水 を考慮し

た浸水範囲，浸水量につい

ては，以下のとおり地震に

よる溢水の影響も含めて確

認を行い，浸水防護重点化

範囲への浸水の可能性のあ

る経路及び浸水口を特定

し，浸水対策を実施する。 

地震による溢水に加えて津

波の流入を考慮した浸水範

囲，浸水量を安全側に想定

した上で，浸水防護重点化

範囲に流入する可能性のあ

る経路（扉，開口部，貫通

口等）を特定し，流入防止

の対策を実施する。 

 下２ …津波による溢水 の… …地震による溢水に加えて

津波の流入の… 

*8-1-108 上１ 浸水対策… 流入防止の対策… 

*8-1-109 上１ …系配等… …系配管等… 

*8-1-112 下６ 津波の襲来を… 津波の来襲を… 

*8-1-203 上 13 …漏えい検知 による… …漏えい検知等による… 

 下 11 …漏えい検知 による… …漏えい検知等による… 

*8-1-222 下 12 …原子炉建物付属棟 換気

系… 

…原子炉建物付属棟空調換

気系… 
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頁 行 補正前 補正後 

 下５ …原子炉建物付属棟 換気

系 

…原子炉建物付属棟空調換

気系 

*8-1-232 上 11 …原子炉建物付属棟 換気

系） 

…原子炉建物付属棟空調換

気系） 

*8-1-233 上 14 …原子炉建物付属棟 換気

系… 

…原子炉建物付属棟空調換

気系… 

 下 10 …原子炉建物付属棟 換気

系… 

…原子炉建物付属棟空調換

気系… 

 下４ …原子炉建物付属棟 換気

系… 

…原子炉建物付属棟空調換

気系… 

*8-1-234 上１～上２ …原子炉建物付属棟 換気

系… 

…原子炉建物付属棟空調換

気系… 

*8-1-242 上９ …原子炉建物付属棟 換気

系 

…原子炉建物付属棟空調換

気系 

 下 11 …計装用無停電 電源設

備） 

…計装用無停電交流電源装

置） 

*8-1-250 下 13～下 12 …計装用無停電 電源設備

… 

…計装用無停電交流電源装

置… 

 下 11 …原子炉建物付属棟 換気

系… 

…原子炉建物付属棟空調換

気系… 

*8-1-251 上１ …計装用無停電 電源設備

… 

…計装用無停電交流電源装

置… 

*8-1-288 下９ …耐震重要度分類をＳク

ラス，Ｂクラス… 

… Ｓクラス，Ｂクラス

… 

*8-1-289 上２ …保守的に 設定した水

位… 

…保守的に高く設定した

水位… 

 下 14 …耐震重要度分類をＳク

ラス，Ｂクラス… 

… Ｓクラス，Ｂクラス

… 
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頁 行 補正前 補正後 

 下５～下３ …必要な機能を持つ施設

及びこれらの重要な安全

機能を支援するために必

要となる施設，並びに地

震に… 

…必要な機能を持つ施

設，これらの重要な安全

機能を支援するために必

要となる施設及び地震に

… 

*8-1-291 上２ …鉛直震度より算定する

… 

…鉛直震度から算定する

… 

 上８ …震度より求める… …震度から求める… 

*8-1-294 下６～下３ …津波による溢水 を考慮

した浸水範囲及び浸水量を

保守的に想定した上で，浸

水防護重点化範囲への浸水

の可能性のある経路及び浸

水口（扉，開口部，貫通口

等）を特定し，それらに対

して浸水対策を施す設計と

する。 

…地震による溢水に加えて

津波の流入を考慮した浸水

範囲及び浸水量を安全側に

想定した上で，浸水防護重

点化範囲に流入する可能性

のある経路 （扉，開口部，

貫通口等）を特定し，それ

らに対して流入防止の対策

を施す設計とする。 

**8-1-15 上２～上５ …水位の低下に対して，原

子炉補機海水ポンプ及び高

圧炉心スプレイ補機海水ポ

ンプ（以下(4)において「非

常用海水ポンプ」という。）

が機能保持でき，かつ冷却

に必要な海水が確保できる

… 

…水位の低下に対して冷却

に必要な海水を確保するこ

とにより，原子炉補機海水

ポンプ及び高圧炉心スプレ

イ補機海水ポンプ（以下(4)

において「非常用海水ポン

プ」という。）が機能を保持

できる… 

 上８ …機能保持できる… …機能を保持できる… 

 下 12 …繰り返しの襲来… …繰り返しの来襲… 

*8-1-303 下４ …計装用無停電 電源設備

… 

…計装用無停電交流電源装

置… 

*8-1-412 下 14 …保守的に 設定した水

位… 

…保守的に高く設定した

水位… 

*8-1-413 下７ …浸水対策… 

 

…流入防止の対策… 
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頁 行 補正前 補正後 

*8-1-574  第 1.3－2表 本発電用原子

炉施設の安全上の機能別重

要度分類（1/9） 

別紙 8-1に変更する。 

*8-1-579  第 1.3－2表 本発電用原子

炉施設の安全上の機能別重

要度分類（6/9） 

別紙 8-2に変更する。 

*8-1-583 

～ 

*8-1-597 

 第 1.4.1－1表 クラス別施

設 

別紙 8-3に変更する。 

**8-22  第 1.5-2表 津波防護対策の

設備分類と設置目的 

別紙 8-4に変更する。 

**8-23  第 1.5-3表 流入経路特定結

果 

別紙 8-5に変更する。 

*8-1-614  第 1.5-4(1)表 各経路から

の流入評価結果 

別紙 8-6に変更する。 

*8-1-622  第 1.8.2-2表 設計竜巻から

防護する施設及び竜巻防護

対策等（１／２） 

別紙 8-7に変更する。 

*8-1-625  第 1.8.8－1表 評価対象施

設等の抽出結果 

別紙 8-8に変更する。 

*8-5-118  第 5.10－1図 最終ヒート

シンクへ熱を輸送するため

の設備系統概要図（格納容

器フィルタベント系による

原子炉格納容器内の減圧及

び除熱) 

別紙 8-9に変更する。 

*8-6-99  第 6.4－2表 重要監視パラ

メータ及び重要代替監視パ

ラメータ（重大事故等対処

設備）（14／18） 

 

 

別紙 8-10に変更する。 
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頁 行 補正前 補正後 

*8-6-101  第 6.4－2表 重要監視パラ

メータ及び重要代替監視パ

ラメータ（重大事故等対処

設備）（16／18） 

別紙 8-11に変更する。 

*8-6-133  第 6.6－6図 工学的安全施

設作動回路の機能説明図

（その２） 

別紙 8-12に変更する。 

*8-6-142  第 6.10－4図 中央制御室

（重大事故等時）系統概要

図（運転員の被ばくを低減

するための設備（非常用ガ

ス処理系，原子炉建物燃料

取替階ブローアウトパネル

閉止装置）） 

別紙 8-13に変更する。 

*8-8-26  第 8.2－1表 換気空調設備

の主要 仕様 

第 8.2－1表 換気空調設備

の主要機器仕様 

*8-9-63 下９と下８

の間 

（記載追加） 原子炉建物放水設備である

泡消火薬剤容器は，航空機

燃料火災に対応するため，

大型送水ポンプ車に接続す

ることで泡消火できるもの

を１セット５個に加えて，

泡消火薬剤容器の破損時及

び保守点検による待機除外

時のバックアップ用として

１個を保管する。 

*8-9-72 

～ 

*8-9-73 

 第 9.4－1 表 原子炉格納

容器下部の溶融炉心を冷

却するための設備の主要

機器仕様 

別紙 8-14に変更する。 

*8-9-88  第 9.3－3図 原子炉格納容

器の過圧破損を防止するた

めの設備系統概要図（格納

容器フィルタベント系によ

る原子炉格納容器の減圧及

び除熱） 

別紙 8-15に変更する。 
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頁 行 補正前 補正後 

*8-9-97  第 9.5－2図 水素爆発によ

る原子炉格納容器の破損を

防止するための設備系統概

要図（格納容器フィルタベ

ント系による原子炉格納容

器内の水素ガス及び酸素ガ

スの排出） 

別紙 8-16に変更する。 

*8-9-99  第 9.5－4図 水素爆発によ

る原子炉格納容器の破損を

防止するための設備系統概

要図（水素濃度監視設備及

び酸素濃度監視設備）（２） 

別紙 8-17に変更する。 

**8-10 下４～下３ …格納容器代替スプレイ 

 （常設… 

…格納容器代替スプレイ系

（常設… 

*8-10-12 上４ …格納容器代替スプレイ 

 （可搬… 

…格納容器代替スプレイ系

（可搬… 

*8-10-14 下 11 …及び中間領域中性子計装

に… 

…及び中間領域 計装に… 

*8-10-48 上７～上８ 母線電圧は 105V及び 230V

である。 

母線電圧は 105V及び 210V

である。 

*8-10-76 下 10～下９ …地形及びその標高，河川

等… 

…地形，標高及び河川等… 

 下７ …繰り返し襲来… 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

…繰り返し来襲… 
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 下４～下２ ｃ．取水路，放水路等の経

路から， 津波が流入する

可能性について検討した

上で，流入の可能性のあ

る経路（扉，開口部，貫

通口等）を特定し，必要

に応じ浸水対策を… 

ｃ．取水路，放水路等の経

路から，重要な安全機能

を有する施設の設置され

た敷地並びに重要な安全

機能を有する設備を内包

する建物及び区画に津波

の流入する可能性につい

て検討した上で，流入する

可能性のある経路（扉，開

口部，貫通口等）を特定

し，必要に応じ流入防止

の対策を… 

*8-10-77 上８～上 10 …浸水範囲を想定 （以下

10.5において「浸水想定範

囲」という。）するとともに，

同範囲の境界において浸水

の可能性のある経路及び

浸水口（扉，開口部，貫

通口等）を特定し… 

…浸水範囲を想定するとと

もに，当該想定される浸水

範囲（以下 10.5において「浸

水想定範囲」という。） の

境界において浸水想定範

囲外に流出する可能性の

ある経路 （扉，開口部，

貫通口等）を特定し… 

 下８～下５ …津波による溢水 を考

慮した浸水範囲及び浸水

量を保守的に想定した上

で，浸水防護重点化範囲

への浸水の可能性のある

経路及び浸水口（扉，開

口部，貫通口等）を特定

し，それらに対して必要

に応じ浸水対策を施す設

計とする。 

…地震による溢水に加え

て津波の流入を考慮した

浸水範囲及び浸水量を安

全側に想定した上で，浸

水防護重点化範囲に流入

する可能性のある経路 

（扉，開口部，貫通口等）

を特定し，それらに対し

て必要に応じ流入防止の

対策を施す設計とする。 

*8-10-77 

～ 

*8-10-78 

下１ 

～ 

上１ 

…水位の低下に対して，

非常用海水ポンプが機能

保持でき，かつ，冷却に

必要な海水が確保できる

… 

…水位の低下に対して冷

却に必要な海水を確保す

ることにより，非常用海

水ポンプが機能を保持で

きる… 

*8-10-78 上４ …機能保持できる… …機能を保持できる… 

 上６ …浸水経路… …流入経路… 
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頁 行 補正前 補正後 

 上 13 …機能保持する …機能を保持する… 

 下 10 …侵入角度… …浸入角度… 

 下７ …侵食… …浸食… 

 下５ …耐性 … …耐性等… 

 下３～下２ …における浸水時及び浸

水後の波圧等に対する耐

性等を評価し，越流時の

耐性 に… 

…における津波や浸水に

よる荷重等に対する耐性

等を評価し，越流時の耐

性等に… 

*8-10-79 上６ …破損，倒壊及び漂流する

… 

…破損又は損壊した後に

漂流する… 

 下 13 …繰り返しの襲来… …繰り返しの来襲… 

 下９ …繰り返しの襲来… …繰り返しの来襲… 

*8-10-81 上４ …侵食… …浸食… 

 下５ …侵食… …浸食… 

*8-10-82 上 10 …侵食… …浸食… 

*8-10-83 上９ …耐性 … …耐性等… 

*8-10-84 上３ …耐性 … …耐性等… 

*8-10-84 下６～下５ また，浸水時の波圧等に

対する耐性 … 

また，津波や浸水による

荷重等に対する耐性等… 

*8-10-85 下 12 さらに，浸水時の波圧等

に対する耐性 … 

さらに，津波や浸水によ

る荷重等に対する耐性等

… 

 下１ さらに，浸水時の波圧等

に対する耐性 … 

さらに，津波や浸水によ

る荷重等に対する耐性等

… 
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頁 行 補正前 補正後 

*8-10-86 上 10 さらに，浸水時の波圧等

に対する耐性 … 

 

さらに，津波や浸水によ

る荷重等に対する耐性等

… 

*8-10-87 上９ また，浸水時及び浸水後

の水圧等… 

また，津波や浸水による

荷重等… 

*8-10-90 上６ …津波の襲来… …津波の来襲… 

*8-10-92 上 13 …浸水対策… …流入防止の対策… 

 下６ …浸水対策… …流入防止の対策… 

*8-10-196  第10.2-20図 代替電源

設備系統概要図（タンク

ローリによる給油）（非常

用ディーゼル発電機燃料

貯蔵タンク又は高圧炉心

スプレイ系ディーゼル発

電機燃料貯蔵タンクから

各機器への給油） 

別紙 8-18に変更する 

*8-10-198  第10.3－2図 開閉所単

線結線図 

別紙 8-19 に変更する。 

*8-10-200  第10.4－1図(2) 消火栓

設備系統概要図 

別紙 8-20 に変更する。 

なお，*を示した頁は，令和３年５月 10 日付け，電安炉技第１号で一部補正した

頁を，**を付した頁は，令和３年６月 14 日付け, 電安炉技第７号で一部補正した

頁を示す。 

 



第
1.
3
－
2
表
 

本
発
電

用
原
子
炉

施
設
の

安
全

上
の
機
能

別
重

要
度

分
類

（
1/
9
）

 
重
要
度
分
類

指
針
 

島
根
原
子
力
発
電
所

 
２
号
炉
 

分
類
 

定
義
 

機
能
 

構
築

物
，
系

統
又
は

機
器
 

構
築
物
，
系
統
又
は
機
器
 

P
S-
1 

そ
の

損
傷

又
は

故
障

に
よ

り

発
生

す
る
事
象
に
よ
っ
て
，
 

（
a
）

炉
心

の
著

し
い

損
傷

，

又
は

（
b）

燃
料
の
大
量
の
破
損

を
引

き
起

こ
す

お
そ

れ
の

あ
る

構
築

物
，

系
統

及
び

機
器

1
）

原
子

炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ
リ
機
能

原
子

炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
を

構
成

す
る
機

器
・
配

管
系
（

計
装
等

の

小
口

径
配
管

・
機
器

は
除
く

。）
 

原
子

炉
圧
力

容
器
 

原
子

炉
再
循

環
ポ
ン

プ
 

配
管

・
弁
 

隔
離

弁
 

制
御

棒
駆
動

機
構
ハ

ウ
ジ
ン
グ
 

中
性

子
束
計

装
管
ハ

ウ
ジ
ン
グ
 

2
）

過
剰

反
応

度
の

印
加

防
止

機
能

制
御

棒
カ
ッ

プ
リ
ン

グ
 

制
御

棒
カ
ッ

プ
リ
ン

グ
 

制
御

棒
駆
動

機
構
カ

ッ
プ
リ
ン
グ
 

3）
炉
心
形
状
の

維
持
機

能
炉

心
支

持
構

造
物

（
炉

心
シ

ュ
ラ

ウ

ド
，
シ

ュ
ラ
ウ

ド
サ

ポ
ー

ト
，
上
部

格

子
板

，
炉

心
支

持
板

，
制

御
棒

案
内

管
）
，

燃
料

集
合

体
（

た
だ

し
，

燃
料

を
除

く
。
）
 

炉
心

シ
ュ
ラ

ウ
ド
 

シ
ュ

ラ
ウ
ド

サ
ポ
ー

ト

上
部

格
子
板
 

炉
心

支
持
板
 

燃
料

支
持
金

具
 

制
御

棒
案
内

管
 

制
御

棒
駆
動

機
構
ハ

ウ
ジ
ン
グ
 

燃
料

集
合
体

（
上
部

タ
イ
プ
レ
ー
ト
，
下
部
タ
イ
プ
レ
ー
ト
，
ス
ペ
ー
サ
，
チ
ャ
ン
ネ
ル
ボ
ッ
ク
ス
）
 

M
S-
1 

1
）

異
常

状
態

発
生

時
に

原
子

炉
を
緊
急
に
停
止
し
，
残
留

熱
を
除
去
し
，
原
子
炉
冷
却

材
圧

力
バ

ウ
ン

ダ
リ

の
過

圧
を
防
止
し
，
敷
地
周
辺
公

衆
へ

の
過

度
の

放
射

線
の

影
響
を
防
止
す
る
構
築
物
，

系
統
及
び
機
器

1）
原
子
炉
の
緊

急
停
止

機
能

原
子

炉
停

止
系

の
制

御
棒

に
よ

る
系

（
制

御
棒
及

び
制
御

棒
駆
動

系
（
ス

ク

ラ
ム

機
能
）
）

制
御

棒
 

制
御

棒
案
内

管
 

制
御

棒
駆
動

機
構
 

水
圧

制
御

ユ
ニ

ッ
ト
（

ス
ク
ラ
ム
パ
イ
ロ
ッ
ト

弁
，
ス
ク
ラ
ム

弁
，
ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ

，
窒
素
容
器
，
配

管
・

弁
）
 

2）
未
臨
界
維
持

機
能

原
子

炉
停
止

系
（
制

御
棒
に

よ
る
系

，

ほ
う

酸
水
注

入
系
）
 

制
御

棒
 

制
御

棒
カ
ッ

プ
リ
ン

グ
 

制
御

棒
駆
動

機
構
カ

ッ
プ
リ
ン
グ

 

制
御

棒
駆
動

機
構
ハ

ウ
ジ
ン
グ
 

制
御

棒
駆
動

機
構
 

ほ
う

酸
水

注
入

系
（
ほ

う
酸
水
注
入
ポ
ン
プ
，

注
入
弁
，
タ
ン

ク
出
口
弁
，
ほ
う
酸
水

貯
蔵
タ
ン
ク
，
ポ

ン
プ

吸
込
配

管
・
弁

，
注
入
配
管
・
弁
）

3
）

原
子

炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ
リ
の
過

圧
防
止

機
能

逃
が

し
安
全

弁
（
安

全
弁
と

し
て
の

開

機
能

）
 

逃
が

し
安
全

弁
（
安

全
弁
開
機
能
）
 

別紙8-1

－8-12－



第
1.
3
－
2
表
 

本
発
電

用
原
子
炉

施
設
の

安
全

上
の
機
能

別
重

要
度

分
類

（
6/
9
）

 
重
要
度
分
類

指
針
 

島
根
原
子
力
発
電
所

 
２
号
炉
 

分
類
 

定
義
 

機
能
 

構
築

物
，
系

統
又
は

機
器
 

構
築
物
，
系
統
又
は
機
器
 

M
S-
2 

1
）

P
S-
2
の

構
築

物
，

系
統

及

び
機

器
の

損
傷

又
は

故
障

に
よ

り
敷

地
周

辺
公

衆
に

与
え

る
放

射
線

の
影

響
を

小
さ

く
す

る
よ

う
に

す
る

構
築
物
，
系
統
及
び
機
器

2
）

放
射

性
物

質
放

出
の

防
止

機
能

燃
料

集
合

体
落

下
事

故
時

放
射

能
放

出
を

低
減
す

る
系
 

原
子

炉
建
物

（
原
子

炉
建
物
原
子
炉
棟
）

 

非
常

用
ガ

ス
処

理
系
（

排
気
フ
ァ
ン

，
フ
ィ
ル

タ
装
置
，
原
子

炉
建
物
原
子
炉
棟
吸
込

口
か
ら
排
気
筒
頂

部
ま

で
の
配

管
・
弁

，
乾
燥
装
置
（
乾
燥
機
能
部
分
））

  

排
気

筒
（
非

常
用
ガ

ス
処
理
系
排
気
管
の
支
持
機
能

）
 

2
）

異
常

状
態

へ
の

対
応

上
特

に
重
要
な
構
築
物
，
系
統
及

び
機
器

1
）

事
故

時
の

プ
ラ

ン
ト

状
態

の
把
握
機
能

事
故

時
監
視

計
器
の

一
部
 

中
性

子
束
，

原
子
炉

ス
ク
ラ
ム
用
電
磁
接
触
器
の
状
態
又
は
制
御
棒
位
置
 

原
子

炉
水
位

（
広
帯

域
，
燃
料
域
）
，
原
子
炉
圧
力
 

原
子

炉
格
納

容
器
圧

力
，
格
納
容
器
エ
リ
ア
放
射
線
量
率
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
温
 

「
低

温
停
止

へ
の
移

行
」
 

 
 
原

子
炉

圧
力
，

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）
 

「
ド

ラ
イ
ウ

ェ
ル
ス

プ
レ
イ
」
 

 
 
原

子
炉

水
位
（

広
帯
域
，
燃
料
域
）
，
格
納
容
器
圧
力
 

「
サ

プ
レ
ッ

シ
ョ
ン

・
プ
ー
ル
冷
却
」
 

 
 
原

子
炉

水
位
（

広
帯
域
，
燃
料
域
）
，
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・

プ
ー
ル
水
温
 

「
可

燃
性
ガ

ス
濃
度

制
御
系
起
動
」
 

 
 
原

子
炉

格
納
容

器
水
素
濃
度
，
原
子
炉
格
納
容
器
酸
素
濃
度
 

2）
異
常
状
態
の

緩
和
機

能
B
WR
は

対
象

外
 

－
 

3
）

制
御

室
外

か
ら

の
安

全
停

止
機
能

制
御

室
外
原

子
炉
停

止
装
置
（

安
全

停

止
に

関
連
す

る
も
の

）
 

中
央

制
御
室

外
原
子

炉
停
止
系
 

P
S-
3 

1
）

異
常

状
態

の
起

因
事

象
と

な
る
も
の
で
あ
っ
て
，
PS
-1

及
び
PS
-
2以

外
の
構
築
物
，

系
統
及
び
機
器

1
）

原
子

炉
冷

却
材

保
持

機
能

（
PS

-1
，

PS
-2
以

外
の

も
の

）

計
装

配
管
，

試
料
採

取
管
 

原
子

炉
冷

却
材
圧

力
バ

ウ
ン
ダ
リ
か
ら
除
外
さ
れ

る
小

口
径
配

管
・
弁
 

計
装
配
管
・
弁
 

試
料
採
取
系
配
管
・
弁
 

ド
レ
ン
配
管
・
弁
 

ベ
ン
ト
配
管
・
弁
 

2）
原
子
炉
冷
却

材
の
循

環

機
能

原
子

炉
冷
却

材
再
循

環
系
 

原
子

炉
再
循

環
ポ
ン

プ
 

配
管

・
弁
 

ラ
イ

ザ
管
（

炉
内
）

ジ
ェ

ッ
ト
ポ

ン
プ
 

3）
放
射
性
物
質

の
貯
蔵

機
能

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

排
水

系
，
復

水
貯
蔵

タ
ン

ク
，
放

射
性
廃

棄

物
処

理
施
設
（

放
射

能
イ
ン

ベ
ン
ト

リ

の
小

さ
い
も

の
）

復
水

貯
蔵
タ

ン
ク
 

液
体

廃
棄
物

処
理
系

（
タ
ン
ク
）
 

固
体

廃
棄
物

処
理
系

（
タ
ン
ク
，
固
体
廃
棄
物
貯
蔵
所
（
ド
ラ
ム
缶
））

 

別紙8-2

－8-13－



第
1.
4.
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1表
 
ク
ラ
ス
別
施
設
 

耐
震
重
要
度

 

分
 
 

類
 

ク
ラ
ス
別
施
設

主
 
要
 

設
 

備
 

（
注
１
）
 

補
 
助
 
設
 
備
 

（
注
２
）

 

直
接

支
持

構
造

物
 

（
注
３
）
 

間
接

支
持

構
造

物
 

（
注
４
）
 

波
及

的
影

響
を

考
慮
す

べ
き

施
設

 

（
注
５
）
 

適
用
範
囲
 

耐
震
 

ク
ラ
ス
 

適
用
範
囲
 

耐
震

 

ク
ラ
ス
 

適
用
範
囲
 

耐
震
 

ク
ラ
ス
 

適
用
範
囲

 

検
討

用
 

地
震

動
 

（
注

６
）
 

適
用
範
囲
 

検
討

用
 

地
震

動
 

（
注

６
）
 

Ｓ
ク
ラ
ス

 

（
注
７
）

 

(ⅰ
)
原

子
炉

冷
却

材
圧

力
バ

ウ
ン

ダ
リ

を
構

成
す

る
機
器
・
配
管
系

 

・
原

子
炉

圧
力

容
器

・
原

子
炉

冷
却

材
圧

力
バ

ウ
ン

ダ
リ

に

属
す

る
容

器
・

配

管
・

ポ
ン

プ
・

弁

Ｓ
 

Ｓ
 

・
隔

離
弁

を
閉

と
す

る
に

必
要

な
電

気

計
装

設
備

Ｓ
 

・
原

子
炉

圧
力

容
器

支
持

ス
カ

ー
ト

・
機

器
・

配
管

，
電

気
計

装
設

備
等

の

支
持

構
造

物

Ｓ
 

Ｓ
 

・
原

子
炉

圧
力

容
器

ペ
デ

ス
タ

ル

・
原

子
炉

建
物

・
制

御
室

建
物

・
廃

棄
物

処
理

建
物

Ｓ
ｓ

Ｓ
ｓ

Ｓ
ｓ

Ｓ
ｓ
 

・
ガ

ン
マ

線
遮

蔽
壁

・
中

央
制

御
室

天
井

照

明
 

・
１

号
炉

排
気

筒

・
１

号
炉

原
子

炉
建

物

・
１

号
炉

タ
ー

ビ
ン

建

物
 

・
１

号
炉

廃
棄

物
処

理

建
物

 

・
そ

の
他

Ｓ
ｓ

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

別紙8-3
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（
つ
づ
き
）

 

耐
震
重
要
度

 

分
 
 

類
 

ク
ラ
ス
別
施
設

主
 
要
 

設
 
備
 

（
注
１
）
 

補
 
助
 
設
 
備
 

（
注
２
）

 

直
接

支
持

構
造

物
 

（
注
３
）
 

間
接

支
持

構
造

物
 

（
注
４
）
 

波
及

的
影

響
を

考
慮
す

べ
き

施
設

 

（
注
５
）
 

適
用
範
囲
 

耐
震
 

ク
ラ
ス
 

適
用
範
囲
 

耐
震

 

ク
ラ
ス
 

適
用
範
囲
 

耐
震
 

ク
ラ
ス
 

適
用
範
囲

 

検
討

用
 

地
震

動
 

（
注

６
）
 

適
用
範
囲
 

検
討

用
 

地
震

動
 

（
注

６
）
 

Ｓ
ク
ラ
ス

 

（
注
７
）

 

(ⅱ
)
使

用
済

燃
料

を
貯

蔵
す

る
た

め
の
施
設
 

・
燃

料
プ

ー
ル

・
使

用
済

燃
料

貯
蔵

ラ
ッ

ク

Ｓ
 

Ｓ
 

・
燃

料
プ

ー
ル

水
補

給
設

備
（

残
留

熱

除
去

系
（

燃
料

プ

ー
ル

水
の

補
給

に

必
要

な
設

備
）

）

・
非

常
用

電
源

及
び

計
装

設
備

（
デ

ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

及

び
そ

の
冷

却
系

・

補
助

設
備

を
含

む
。

）

Ｓ
 

Ｓ
 

・
機

器
・

配
管

，
電

気
計

装
設

備
等

の

支
持

構
造

物

Ｓ
 

・
原

子
炉

建
物

・
制

御
室

建
物

・
廃

棄
物

処
理

建
物

・
タ

ー
ビ

ン
建

物

・
非

常
用

電
源

の
燃

料
油

系
を

支
持

す

る
構

造
物
（

注
８

）
 

・
取

水
槽

Ｓ
ｓ

Ｓ
ｓ

Ｓ
ｓ

Ｓ
ｓ

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

・
原

子
炉

建
物

天
井

ク
レ

ー
ン

・
燃

料
取

替
機

・
制

御
棒

貯
蔵

ハ
ン

ガ

・
チ

ャ
ン

ネ
ル

着
脱

装

置
 

・
耐
火
障
壁

・
中

央
制

御
室

天
井

照

明
 

・
チ

ャ
ン

ネ
ル

取
扱

ブ

ー
ム

 

・
原
子
炉
浄
化
系
補
助

熱
交
換
器

・
グ

ラ
ン

ド
蒸

気
排

ガ

ス
フ

ィ
ル

タ

・
取
水
槽
ガ
ン
ト
リ
ク

レ
ー
ン

・
除

じ
ん

機

・
１

号
炉

排
気

筒

・
１

号
炉

原
子

炉
建

物

・
１

号
炉

タ
ー

ビ
ン

建

物
 

・
１

号
炉

廃
棄

物
処

理

建
物

 

・
竜
巻
防
護
対
策
設
備

（
注
９
）

・
そ

の
他

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
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（
つ
づ
き
）

 

耐
震
重
要
度

 

分
 
 

類
 

ク
ラ
ス
別
施
設

主
 
要
 

設
 
備
 

（
注
１
）
 

補
 
助
 
設
 
備
 

（
注
２
）

 

直
接

支
持

構
造

物
 

（
注
３
）
 

間
接

支
持

構
造

物
 

（
注
４
）
 

波
及

的
影

響
を

考
慮
す

べ
き

施
設

 

（
注
５
）
 

適
用
範
囲
 

耐
震
 

ク
ラ
ス
 

適
用
範
囲
 

耐
震

 

ク
ラ
ス
 

適
用
範
囲
 

耐
震
 

ク
ラ
ス
 

適
用
範
囲

 

検
討

用
 

地
震

動
 

（
注

６
）
 

適
用
範
囲
 

検
討

用
 

地
震

動
 

（
注

６
）
 

Ｓ
ク
ラ
ス

 

（
注
７
）

 

(ⅲ
)
原

子
炉

の
緊

急
停

止
の

た
め

に
急

激
に

負
の

反
応

度
を

付
加

す
る

た
め

の
施

設
及

び
原

子
炉

の
停

止
状

態
を

維
持

す
る

た
め

の
施
設
 

・
制

御
棒

，
制

御
棒

駆
動

機
構

及
び

制

御
棒

駆
動

水
圧

系

（
ス

ク
ラ

ム
機

能

に
関

す
る

部
分

）

・
ほ

う
酸

水
注

入
系

Ｓ
 

Ｓ
 

・
炉

心
支

持
構

造
物

・
非

常
用

電
源

及
び

計
装

設
備

（
デ

ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

及

び
そ

の
冷

却
系

・

補
助

設
備

を
含

む
。

）

・
チ

ャ
ン

ネ
ル

・
ボ

ッ
ク

ス

Ｓ
 

Ｓ
 

Ｓ
 

・
機

器
・

配
管

，
電

気
計

装
設

備
等

の

支
持

構
造

物

Ｓ
 

・
原

子
炉

建
物

・
制

御
室

建
物

・
廃

棄
物

処
理

建
物

・
タ

ー
ビ

ン
建

物

・
非

常
用

電
源

の
燃

料
油

系
を

支
持

す

る
構

造
物
（

注
８

）
 

・
取

水
槽

Ｓ
ｓ

Ｓ
ｓ

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

・
耐
火
障
壁

・
中

央
制

御
室

天
井

照

明
 

・
原
子
炉
浄
化
系
補
助

熱
交
換
器

・
グ

ラ
ン

ド
蒸

気
排

ガ

ス
フ

ィ
ル

タ

・
取
水
槽
ガ
ン
ト
リ
ク

レ
ー
ン

・
除

じ
ん

機

・
１

号
炉

排
気

筒

・
１

号
炉

原
子

炉
建

物

・
１

号
炉

タ
ー

ビ
ン

建

物
 

・
１

号
炉

廃
棄

物
処

理

建
物

 

・
竜
巻
防
護
対
策
設
備

（
注
９
）

・
そ

の
他

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

－8-16－



（
つ
づ
き
）

 

耐
震
重
要
度

 

分
 
 

類
 

ク
ラ
ス
別
施
設

主
 
要
 

設
 

備
 

（
注
１
）
 

補
 
助
 
設
 
備
 

（
注
２
）

 

直
接

支
持

構
造

物
 

（
注
３
）
 

間
接

支
持

構
造

物
 

（
注
４
）
 

波
及

的
影

響
を

考
慮
す

べ
き

施
設

 

（
注
５
）
 

適
用
範
囲
 

耐
震
 

ク
ラ
ス
 

適
用
範
囲
 

耐
震

 

ク
ラ
ス
 

適
用
範
囲
 

耐
震
 

ク
ラ
ス
 

適
用
範
囲

 

検
討

用
 

地
震

動
 

（
注

６
）
 

適
用
範
囲
 

検
討

用
 

地
震

動
 

（
注

６
）
 

Ｓ
ク
ラ
ス

 

（
注
７
）

 

(ⅳ
)
原

子
炉

停
止

後
，
炉
心
か
ら
崩

壊
熱

を
除

去
す

る
た
め
の
施
設
 

・
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

・
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

・
残

留
熱

除
去

系

（
原

子
炉

停
止

時

冷
却

モ
ー

ド
運

転

に
必

要
な

設
備

）

・
冷

却
水

源
と

し
て

の
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

Ｓ
 

Ｓ
 

Ｓ
 

Ｓ
 

・
当

該
設

備
の

冷
却

系
（

原
子

炉
補

機

冷
却

系
，

高
圧

炉

心
ス

プ
レ

イ
系

補

機
冷

却
系

）

・
炉

心
支

持
構

造
物

・
非

常
用

電
源

及
び

計
装

設
備

（
デ

ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

及

び
そ

の
冷

却
系

・

補
助

設
備

を
含

む
。

）

・
当

該
施

設
の

機
能

維
持

に
必

要
な

換

気
空

調
設

備

Ｓ
 

Ｓ
 

Ｓ
 

Ｓ
 

・
機

器
・

配
管

，
電

気
計

装
設

備
等

の

支
持

構
造

物

Ｓ
 

・
原

子
炉

建
物

・
制

御
室

建
物

・
廃

棄
物

処
理

建
物

・
タ

ー
ビ

ン
建

物

・
非

常
用

電
源

の
燃

料
油

系
を

支
持

す

る
構

造
物
（

注
８

）
 

・
取

水
槽

Ｓ
ｓ

Ｓ
ｓ

Ｓ
ｓ

Ｓ
ｓ

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

・
耐
火
障
壁

・
中

央
制

御
室

天
井

照

明

・
原

子
炉

浄
化

系
補

助

熱
交
換
器

・
グ

ラ
ン

ド
蒸

気
排

ガ

ス
フ

ィ
ル

タ

・
取

水
槽

ガ
ン

ト
リ

ク

レ
ー
ン

・
除

じ
ん

機

・
１

号
炉

排
気

筒

・
１

号
炉

原
子

炉
建

物

・
１

号
炉

タ
ー

ビ
ン

建

物

・
１

号
炉

廃
棄

物
処

理

建
物

・
竜

巻
防

護
対

策
設

備

（
注
９
）

・
そ

の
他

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

－8-17－



（
つ
づ
き
）

 

耐
震
重
要
度

 

分
 
 

類
 

ク
ラ
ス
別
施
設

主
 
要
 

設
 
備
 

（
注
１
）
 

補
 
助
 
設
 
備
 

（
注
２
）

 

直
接

支
持

構
造

物
 

（
注
３
）
 

間
接

支
持

構
造

物
 

（
注
４
）
 

波
及

的
影

響
を

考
慮
す

べ
き

施
設

 

（
注
５
）
 

適
用
範
囲
 

耐
震
 

ク
ラ
ス
 

適
用
範
囲
 

耐
震

 

ク
ラ
ス
 

適
用
範
囲
 

耐
震
 

ク
ラ
ス
 

適
用
範
囲

 

検
討

用
 

地
震

動
 

（
注

６
）
 

適
用
範
囲
 

検
討

用
 

地
震

動
 

（
注

６
）
 

Ｓ
ク
ラ
ス

 

（
注
７
）

 

(ⅴ
)
原

子
炉

冷
却

材
圧

力
バ

ウ
ン

ダ
リ

破
損

事
故

後
，
炉
心
か
ら
崩

壊
熱

を
除

去
す

る
た
め
の
施
設
 

・
非

常
用

炉
心

冷
却

系

1
)
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

2
)
低

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

3
)
残

留
熱

除
去

系

（
低

圧
注

水
モ

ー

ド
運

転
に

必
要

な

設
備

）

4
)
自

動
減

圧
系

・
冷

却
水

源
と

し
て

の
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

Ｓ
 

Ｓ
 

・
当

該
設

備
の

冷
却

系
（

原
子

炉
補

機

冷
却

系
，

高
圧

炉

心
ス

プ
レ

イ
系

補

機
冷

却
系

）

・
非

常
用

電
源

及
び

計
装

設
備

（
デ

ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

及

び
そ

の
冷

却
系

・

補
助

設
備

を
含

む
。

）

・
中

央
制

御
室

遮
蔽

及
び

中
央

制
御

室

換
気

系

・
当

該
施

設
の

機
能

維
持

に
必

要
な

換

気
空

調
設

備

Ｓ
 

Ｓ
 

Ｓ
 

Ｓ
 

・
機

器
・

配
管

，
電

気
計

装
設

備
等

の

支
持

構
造

物

Ｓ
 

・
原

子
炉

建
物

・
制

御
室

建
物

・
廃

棄
物

処
理

建
物

・
タ

ー
ビ

ン
建

物

・
非

常
用

電
源

の
燃

料
油

系
を

支
持

す

る
構

造
物

（
注

８
）
 

・
取

水
槽

Ｓ
ｓ

Ｓ
ｓ

Ｓ
ｓ

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ

・
耐
火
障
壁

・
中
央
制
御
室
天
井
照

明

・
原
子
炉
浄
化
系
補
助

熱
交
換
器

・
グ

ラ
ン

ド
蒸

気
排

ガ

ス
フ

ィ
ル

タ

・
取
水
槽
ガ
ン
ト
リ
ク

レ
ー
ン

・
除

じ
ん

機

・
１

号
炉

排
気

筒

・
１

号
炉

原
子

炉
建

物

・
１

号
炉

タ
ー

ビ
ン

建

物
 

・
１

号
炉

廃
棄

物
処

理

建
物

 

・
竜
巻
防
護
対
策
設
備

（
注
９
）

・
そ

の
他

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

－8-18－



（
つ
づ
き
）

 

耐
震
重
要
度

 

分
 
 

類
 

ク
ラ
ス
別
施
設

主
 
要
 

設
 
備
 

（
注
１
）
 

補
 
助
 
設
 
備
 

（
注
２
）

 

直
接

支
持

構
造

物
 

（
注
３
）
 

間
接

支
持

構
造

物
 

（
注
４
）
 

波
及

的
影

響
を

考
慮
す

べ
き

施
設

 

（
注
５
）
 

適
用
範
囲
 

耐
震
 

ク
ラ
ス
 

適
用
範
囲
 

耐
震

 

ク
ラ
ス
 

適
用
範
囲
 

耐
震
 

ク
ラ
ス
 

適
用
範
囲

 

検
討

用
 

地
震

動
 

（
注

６
）
 

適
用
範
囲
 

検
討

用
 

地
震

動
 

（
注

６
）
 

Ｓ
ク
ラ
ス

 

（
注
７
）

 

(ⅵ
)
原

子
炉

冷
却

材
圧

力
バ

ウ
ン

ダ
リ

破
損

事
故

の
際
に
，
圧
力
障

壁
と

な
り

放
射

性
物

質
の

放
散

を
直

接
防

ぐ
た

め
の
施
設
 

・
原

子
炉

格
納

容
器

・
原

子
炉

格
納

容
器

バ
ウ

ン
ダ

リ
に

属

す
る

配
管

・
弁

Ｓ
 

Ｓ
 

・
隔
離
弁
を
閉
と
す

る
に
必
要
な
電
気

計
装
設
備

Ｓ
 

・
機

器
・

配
管

，
電

気
計

装
設

備
等

の

支
持

構
造

物

Ｓ
 

・
原

子
炉

建
物

・
制

御
室

建
物

・
廃

棄
物

処
理

建
物

Ｓ
ｓ

Ｓ
ｓ

Ｓ
ｓ
 

・
原
子
炉
ウ
ェ
ル
シ

ー
ル
ド
プ
ラ
グ

・
中

央
制

御
室

天
井

照

明

・
１

号
炉

排
気

筒

・
１

号
炉

原
子

炉
建

物

・
１

号
炉

タ
ー

ビ
ン

建

物

・
１

号
炉

廃
棄

物
処

理

建
物

・
そ

の
他

Ｓ
ｓ

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

－8-19－



（
つ
づ
き
）
 

耐
震
重
要
度

 

分
 
 

類
 

ク
ラ
ス
別
施
設

主
 
要
 

設
 

備
 

（
注
１
）
 

補
 
助
 
設
 
備
 

（
注
２
）

 

直
接

支
持

構
造

物
 

（
注
３
）
 

間
接

支
持

構
造

物
 

（
注
４
）
 

波
及

的
影

響
を

考
慮
す

べ
き

施
設

 

（
注
５
）
 

適
用
範
囲
 

耐
震
 

ク
ラ
ス
 

適
用
範
囲
 

耐
震

 

ク
ラ
ス
 

適
用
範
囲
 

耐
震
 

ク
ラ
ス
 

適
用
範
囲

 

検
討

用
 

地
震

動
 

（
注

６
）
 

適
用
範
囲
 

検
討

用
 

地
震

動
 

（
注

６
）
 

Ｓ
ク
ラ
ス

 

（
注
７
）

 

(ⅶ
)
放

射
性

物
質

の
放

出
を

伴
う

よ
う

な
事

故
の

際
に
，
そ
の
外
部

放
散

を
抑

制
す

る
た

め
の

施
設

で
あ
り
，
Ｓ
ク
ラ

ス
(
ⅵ

)
以

外
の

施
設

・
残

留
熱

除
去

系

（
格

納
容

器
冷

却

モ
ー

ド
及

び
サ

プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ

ー
ル

水
冷

却
モ

ー

ド
運

転
に

必
要

な

設
備

）

・
可

燃
性

ガ
ス

濃
度

制
御

系

・
原

子
炉

棟

・
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
（

排
気

管
含

む
）

・
原

子
炉

格
納

容
器

圧
力

抑
制

装
置

（
ベ

ン
ト

管
）

・
冷

却
水

源
と

し
て

の
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

Ｓ
 

Ｓ
 

Ｓ
 

Ｓ
 

Ｓ
 

Ｓ
 

・
当
該
設
備
の
冷
却

系
（
原
子
炉
補
機

冷
却
系
）

・
非
常
用
電
源
及
び

計
装
設
備
（
デ
ィ

ー
ゼ
ル
発
電
機
及

び
そ
の
冷
却
系
・

補
助
設
備
を
含

む
。
）

・
当

該
施

設
の

機
能

維
持

に
必

要
な

換

気
空

調
設

備

Ｓ
 

Ｓ
 

Ｓ
 

・
機

器
・

配
管

，
電

気
計

装
設

備
等

の

支
持

構
造

物

Ｓ
 

・
原

子
炉

建
物

・
制

御
室

建
物

・
廃

棄
物

処
理

建
物

・
タ

ー
ビ

ン
建

物

・
排

気
筒

・
非

常
用

電
源

の
燃

料
油

系
を

支
持

す

る
構

造
物
（

注
８

）
 

・
取

水
槽

Ｓ
ｓ

Ｓ
ｓ

Ｓ
ｓ

Ｓ
ｓ

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

・
耐
火
障
壁

・
中

央
制

御
室

天
井

照

明

・
原

子
炉

浄
化

系
補

助

熱
交
換
器

・
グ

ラ
ン

ド
蒸

気
排

ガ

ス
フ

ィ
ル

タ

・
格

納
容

器
空

気
置

換

排
風
機

・
取

水
槽

ガ
ン

ト
リ

ク

レ
ー
ン

・
主
排
気
ダ
ク
ト

・
除

じ
ん

機

・
１

号
炉

排
気

筒

・
１

号
炉

原
子

炉
建

物

・
１

号
炉

タ
ー

ビ
ン

建

物

・
１

号
炉

廃
棄

物
処

理

建
物

・
排
気
筒
モ
ニ
タ
室

・
竜

巻
防

護
対

策
設

備

（
注
９
）

・
そ

の
他

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

－8-20－



（
つ
づ
き
）

 

耐
震
重
要
度

 

分
 
 

類
 

ク
ラ

ス
別
施
設

主
 
要
 

設
 
備
 

（
注
１
）
 

補
 
助
 
設
 
備
 

（
注
２
）

 

直
接

支
持

構
造

物
 

（
注
３
）
 

間
接

支
持

構
造

物
 

（
注
４
）
 

波
及

的
影

響
を

考
慮
す

べ
き

施
設

 

（
注
５
）
 

適
用
範
囲
 

耐
震
 

ク
ラ
ス
 

適
用
範
囲
 

耐
震

 

ク
ラ
ス
 

適
用
範
囲
 

耐
震
 

ク
ラ
ス
 

適
用
範
囲

 

検
討

用
 

地
震

動
 

（
注

６
）
 

適
用
範
囲
 

検
討

用
 

地
震

動
 

（
注

６
）
 

Ｓ
ク
ラ
ス

 

（
注
７
）

 

(
ⅷ

)
津

波
防

護
機

能
を

有
す

る
施

設
及

び
浸

水
防

止
機

能
を

有
す

る
設
備

 

・
防

波
壁

・
防

波
壁

通
路

防
波

扉

・
屋

外
排

水
路

逆
止

弁

・
防

水
壁

・
水

密
扉

・
床

ド
レ

ン
逆

止
弁

・
貫

通
部

止
水

処
置

・
原

子
炉

補
機

海
水

系

（
浸

水
防

止
機

能

を
有

す
る

部
分

）

・
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ

補
機

海
水

系
（

浸
水

防
止

機
能

を
有

す

る
部

分
）

・
循

環
水

系
（

浸
水

防

止
機

能
を

有
す

る

部
分

）

・
タ

ー
ビ

ン
補

機
海

水

系
（

浸
水

防
止

機
能

を
有

す
る

部
分

）

・
除

じ
ん

系
（

浸
水

防

止
機

能
を

有
す

る

部
分

）

・
液

体
廃

棄
物

処
理

系

（
浸

水
防

止
機

能

を
有

す
る

部
分

）

・
１

号
炉

取
水

槽
流

路

縮
小

工

Ｓ
 

Ｓ
 

Ｓ
 

Ｓ
 

Ｓ
 

Ｓ
 

Ｓ
 

Ｓ
 

Ｓ
 

Ｓ
 

Ｓ
 

Ｓ
 

Ｓ
 

Ｓ
 

・
隔

離
弁

を
閉

と
す

る
に

必
要

な
電

気

計
装
設
備

Ｓ
 

・
機

器
・

配
管

等
の

支
持

構
造

物

Ｓ
 

・
原

子
炉

建
物

・
制

御
室

建
物

・
廃

棄
物

処
理

建
物

・
タ

ー
ビ

ン
建

物

・
取

水
槽

・
屋

外
配

管
ダ

ク
ト

(
タ

ー
ビ

ン
建

物

～
放

水
槽

)

・
１

号
炉

取
水

槽
北

側
壁

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

・
中

央
制

御
室

天
井

照

明

・
タ

ー
ビ

ン
補

機
冷

却

系
熱
交
換
器

・
取

水
槽

ガ
ン

ト
リ

ク

レ
ー
ン

・
１

号
炉

排
気

筒

・
サ

イ
ト

バ
ン

カ
建

物

・
１

号
炉

原
子

炉
建

物

・
１

号
炉

タ
ー

ビ
ン

建

物

・
１

号
炉

廃
棄

物
処

理

建
物

・
竜

巻
防

護
対

策
設

備

（
注
９
）

・
取

水
槽

海
水

ポ
ン

プ

エ
リ
ア
防
水
壁

・
１

号
炉

取
水

槽
ピ

ッ

ト
部

・
そ

の
他

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

－8-21－



（
つ
づ
き
）

 

耐
震
重
要
度

 

分
 
 

類
 

ク
ラ
ス
別
施
設

主
 
要
 

設
 
備
 

（
注
１
）
 

補
 
助
 
設
 
備
 

（
注
２
）

 

直
接

支
持

構
造

物
 

（
注
３
）
 

間
接

支
持

構
造

物
 

（
注
４
）
 

波
及

的
影

響
を

考
慮
す

べ
き

施
設

 

（
注
５
）
 

適
用
範
囲
 

耐
震
 

ク
ラ
ス
 

適
用
範
囲
 

耐
震

 

ク
ラ
ス
 

適
用
範
囲
 

耐
震
 

ク
ラ
ス
 

適
用
範
囲

 

検
討

用
 

地
震

動
 

（
注

６
）
 

適
用
範
囲
 

検
討

用
 

地
震

動
 

（
注

６
）
 

Ｓ
ク
ラ
ス

 

（
注
７
）

 

(
ⅸ

)
敷

地
に

お
け

る
津

波
監

視
機

能
を

有
す

る
設

備
 

・
津

波
監

視
カ

メ
ラ

・
取

水
槽

水
位

計

Ｓ
 

Ｓ
 

・
非

常
用

電
源

及
び

計
装

設
備

（
デ

ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

及

び
そ

の
冷

却
系

・

補
助

設
備

を
含

む
。

）

Ｓ
 

・
機

器
・

配
管

，
電

気
計

装
設

備
等

の

支
持

構
造

物

Ｓ
 

・
原

子
炉

建
物

・
制

御
室

建
物

・
廃

棄
物

処
理

建
物

・
タ

ー
ビ

ン
建

物

・
排

気
筒

・
非

常
用

電
源

の
燃

料
油

系
を

支
持

す

る
構

造
物
（

注
８

）
 

・
取

水
槽

・
防

波
壁

Ｓ
ｓ

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

・
耐
火
障
壁

・
中

央
制

御
室

天
井

照

明

・
原

子
炉

浄
化

系
補

助

熱
交
換
器

・
グ

ラ
ン

ド
蒸

気
排

ガ

ス
フ
ィ
ル
タ

・
取

水
槽

ガ
ン

ト
リ

ク

レ
ー
ン

・
主
排
気
ダ
ク
ト

・
除
じ
ん
機

・
１

号
炉

排
気

筒

・
１

号
炉

原
子

炉
建

物

・
１

号
炉

タ
ー

ビ
ン

建

物

・
１

号
炉

廃
棄

物
処

理

建
物

・
排
気
筒
モ
ニ
タ
室

・
竜

巻
防

護
対

策
設

備

（
注

９
）

・
取

水
槽

海
水

ポ
ン

プ

エ
リ
ア
防
水
壁

・
そ

の
他

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

Ｓ
ｓ
 

－8-22－



 （
つ
づ
き
）

 

耐
震

重
要
度
 

分
 

 
類
 

ク
ラ
ス
別
施
設

主
 
要
 
設
 
備
 

（
注
１
）
 

補
 
助
 
設
 
備
 

（
注
２
）
 

直
接

支
持

構
造

物
 

（
注
３
）

 

間
接

支
持

構
造

物
 

（
注
４
）
 

適
用
範
囲
 

耐
震
 

ク
ラ
ス
 

適
用
範
囲

 
耐

震
 

ク
ラ
ス
 

適
用
範
囲
 

耐
震
 

ク
ラ
ス
 

適
用
範
囲
 

検
討

用
 

地
震

動
 

（
注

６
）
 

Ｂ
ク

ラ
ス
 

(ⅰ
)
原

子
炉
冷

却
材
圧

力
バ
ウ
ン
ダ
リ
に
直

接
接

続
さ

れ
て

い

て
，
一
次
冷
却
材
を

内
蔵
し
て
い
る
か
又

は
内
蔵
し
得
る
施
設
 

・
主
蒸
気
系
（
原
子
炉

格
納

容
器

外
側

主

蒸
気

隔
離

弁
か

ら

主
蒸

気
止

め
弁

ま

で
）

・
逃
が
し
安
全
弁
排
気

管

Ｂ
 

（
注

1
0）

 

Ｂ
 

（
注

1
1）

 

－
 

－
 

・
機
器
・
配
管
等
の

支
持

構
造
物

Ｂ
 

（
注

1
0）

 ・
原

子
炉

建
物

・
タ

ー
ビ

ン
建

物

（
原

子
炉

格
納

容

器
外

側
主

蒸
気

隔

離
弁

か
ら

主
蒸

気

止
め

弁
ま

で
の

配

管
・

弁
を

支
持

す

る
部

分
）

Ｓ
ｄ

Ｓ
ｄ

・
主
蒸
気
系
及
び
給
水

系

・
原
子
炉
浄
化
系

Ｂ
 

Ｂ
 

－
 

－
 

・
機
器
・
配
管
等
の

支
持

構
造
物

Ｂ
 

・
原

子
炉

建
物

・
タ

ー
ビ

ン
建

物

Ｓ
Ｂ

Ｓ
Ｂ
 

(
ⅱ

)
放
射
性
廃
棄
物
を

内
蔵
し
て
い
る
施
設
 

（
た

だ
し

，
内

蔵
量

が
少

な
い

又
は

貯
蔵

方
式

に
よ

り
，

そ
の

破
損

に
よ

り
公

衆
に

与
え

る
放

射
線

の
影

響
が

実
用

発
電

用
原

子
炉

の
設

置
，

運
転

等
に

関
す

る
規

則

（
昭
和

53
年
通
商
産

業
省
令
第

77
号
）
第

２
条

第
２

項
第

６
号

に
規

定
す

る
「

周
辺

監
視

区
域

」
外

に
お

け
る

年
間

の
線

量
限

度
に

比
べ

十
分

小
さ

い
も
の
は
除
く
。
）
 

・
放

射
性

廃
棄

物
廃

棄

施
設

た
だ

し
，

Ｃ
ク

ラ
ス

に
属

す
る

も
の

は

除
く

Ｂ
 

－
 

－
 

・
機
器
・
配
管
等
の

支
持

構
造
物

Ｂ
 

・
原

子
炉

建
物

・
タ

ー
ビ

ン
建

物

・
廃

棄
物

処
理

建
物

・
サ

イ
ト

バ
ン

カ
建

物
 

・
当

該
設

備
を

支
持

す
る

構
造

物
 

Ｓ
Ｂ

Ｓ
Ｂ

Ｓ
Ｂ

Ｓ
Ｂ

Ｓ
Ｂ

－8-23－



（
つ
づ
き
）
 

耐
震
重
要
度
 

分
 
 
類
 

ク
ラ
ス
別
施
設

主
 
要
 
設
 
備
 

（
注
１
）
 

補
 
助
 
設
 
備
 

（
注
２
）
 

直
接

支
持

構
造

物
 

（
注
３
）
 

間
接

支
持

構
造

物
 

（
注
４
）
 

適
用
範
囲
 

耐
震
 

ク
ラ
ス
 

適
用
範
囲

 
耐

震
 

ク
ラ
ス
 

適
用
範
囲
 

耐
震
 

ク
ラ
ス
 

適
用
範
囲
 

検
討

用
 

地
震

動
 

（
注

６
）
 

Ｂ
ク
ラ
ス
 

(
ⅲ

)
放

射
性

廃
棄

物

以
外

の
放

射
性

物

質
に

関
連

し
た

施

設
で
，
そ
の
破
損
に

よ
り
，
公
衆
及
び
従

事
者

に
過

大
な

放

射
線

被
ば

く
を

与

え
る

可
能

性
の

あ

る
施
設
 

・
制

御
棒

駆
動

水
圧

系

（
放

射
性

流
体

を
内

蔵
す

る
部

分
，

た
だ

し
，

ス
ク

ラ
ム

機
能

に
関

す
る

も
の

を
除

く
）

・
蒸

気
タ

ー
ビ

ン
，

復

水
器

，
給

水
加

熱
器

及
び
そ
の
主
要
配
管

・
復
水
系

・
復
水
輸
送
系

・
復
水
貯
蔵
タ
ン
ク

・
補

助
復

水
貯

蔵
タ

ン

ク

・
放

射
線

低
減

効
果

の

大
き
い
遮
蔽

・
原

子
炉

建
物

天
井

ク

レ
ー
ン

・
燃
料
取
替
機

・
制
御
棒
貯
蔵
ラ
ッ
ク

Ｂ
 

Ｂ
 

Ｂ
 

Ｂ
 

Ｂ
 

Ｂ
 

Ｂ
 

Ｂ
 

Ｂ
 

Ｂ
 

－
 

－
 

・
機

器
・
配
管
等
の

支
持
構
造
物

Ｂ
 

・
原
子
炉
建
物

・
タ
ー
ビ
ン
建
物

・
廃
棄
物
処
理
建
物

・
当
該
設
備
を
支
持

す
る
構
造
物

Ｓ
Ｂ

Ｓ
Ｂ

Ｓ
Ｂ

Ｓ
Ｂ

(
ⅳ

)
使

用
済

燃
料

を

冷
却

す
る

た
め

の

施
設
 

・
燃
料
プ
ー
ル
冷
却
系

Ｂ
 

・
原
子

炉
補
機
冷
却

系

・
電
気
計
装
設
備

Ｂ
 

Ｂ
 

・
機

器
・
配
管
，
電

気
計
装
設
備
等
の

支
持
構
造
物

Ｂ
 

・
原
子
炉
建
物

・
タ
ー
ビ
ン
建
物

・
制
御
室
建
物

・
廃
棄
物
処
理
建
物

・
取

水
槽

Ｓ
Ｂ

Ｓ
Ｂ

Ｓ
Ｂ

Ｓ
Ｂ

Ｓ
Ｂ

－8-24－



（
つ
づ
き
）
 

耐
震

重
要
度
 

分
 

 
類
 

ク
ラ
ス
別
施
設

主
 
要
 
設
 
備
 

（
注
１
）
 

補
 
助
 
設
 
備
 

（
注
２
）
 

直
接

支
持

構
造

物
 

（
注
３
）

 

間
接

支
持

構
造

物
 

（
注
４
）
 

適
用
範
囲
 

耐
震
 

ク
ラ
ス
 

適
用
範
囲

 
耐

震
 

ク
ラ
ス
 

適
用
範
囲
 

耐
震
 

ク
ラ
ス
 

適
用
範
囲
 

検
討

用
 

地
震

動
 

（
注

６
）
 

Ｂ
ク

ラ
ス
 

(
ⅴ

)
放

射
性

物
質

の

放
出

を
伴

う
よ

う

な
場
合
に
，
そ
の
外

部
放

散
を

抑
制

す

る
た
め
の
施
設
で
，

Ｓ
ク

ラ
ス

に
属

さ

な
い
施
設
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－
 

－8-25－



（
つ
づ
き
）
 

耐
震
重
要
度
 

分
 
 
類
 

ク
ラ
ス
別
施
設

主
 
要
 
設
 
備
 

（
注
１
）
 

補
 
助
 
設
 
備
 

（
注
２
）
 

直
接

支
持

構
造

物
 

（
注
３
）

 

間
接

支
持

構
造

物
 

（
注
４
）
 

適
用
範
囲
 

耐
震
 

ク
ラ
ス
 

適
用
範
囲

 
耐

震
 

ク
ラ
ス
 

適
用
範
囲
 

耐
震
 

ク
ラ
ス
 

適
用
範
囲
 

検
討

用
 

地
震

動
 

（
注

６
）
 

Ｃ
ク
ラ
ス
 

(
ⅰ

)
原

子
炉

の
反

応

度
を

制
御

す
る

た

め
の

施
設

で
Ｓ

ク

ラ
ス

及
び

Ｂ
ク

ラ

ス
に

属
さ

な
い

施

設

・
原

子
炉

再
循

環
流

量

制
御
系

・
制

御
棒

駆
動

水
圧

系

（
Ｓ

ク
ラ

ス
及

び
Ｂ

ク
ラ

ス
に

属
さ

な
い

部
分
）

Ｃ
 

Ｃ
 

－
 

－
 

・
機
器

・
配
管
，
電

気
計

装
設

備
等

の

支
持
構
造
物

Ｃ
 

・
原
子
炉
建
物

・
制
御
室
建
物

・
廃
棄
物
処
理
建
物

Ｓ
Ｃ

Ｓ
Ｃ

Ｓ
Ｃ
 

(
ⅱ

)
放

射
性

物
質

を

内
蔵
し
て
い
る
か

，

又
は

こ
れ

に
関

連

し
た

施
設

で
Ｓ

ク

ラ
ス

及
び

Ｂ
ク

ラ

ス
に

属
さ

な
い

施

設

・
試
料
採
取
系

・
ラ

ン
ド

リ
・

ド
レ

ン

系

・
シ
ャ
ワ
・
ド
レ
ン
系

・
固

化
装

置
よ

り
下

流

の
固

体
廃

棄
物

の
取

扱
設

備
（

貯
蔵

設
備

を
含
む
）

・
雑

固
体

廃
棄

物
の

取

扱
設
備

・
新
燃
料
貯
蔵
庫

・
そ
の
他

Ｃ
 

Ｃ
 

Ｃ
 

Ｃ
 

Ｃ
 

Ｃ
 

Ｃ
 

－
 

－
 

・
機
器

・
配
管
，
電

気
計
装
設
備
等
の

支
持
構
造
物

Ｃ
 

・
原
子
炉
建
物

・
制
御
室
建
物

・
タ
ー
ビ
ン
建
物

・
廃
棄
物
処
理
建
物

・
サ
イ
ト
バ
ン
カ
建

物

・
固
体
廃
棄
物
貯
蔵

所

・
当
該
設
備
を
支
持

す
る
構
造
物

Ｓ
Ｃ

Ｓ
Ｃ

Ｓ
Ｃ

Ｓ
Ｃ

Ｓ
Ｃ

Ｓ
Ｃ

Ｓ
Ｃ
 

－8-26－



（
つ
づ
き
）
 

耐
震
重
要
度
 

分
 
 
類
 

ク
ラ
ス
別
施
設

主
 
要
 
設
 
備
 

（
注
１
）
 

補
 
助
 
設
 
備
 

（
注
２
）
 

直
接

支
持

構
造

物
 

（
注
３
）

 

間
接

支
持

構
造

物
 

（
注
４
）
 

適
用
範
囲
 

耐
震
 

ク
ラ
ス
 

適
用
範
囲

 
耐

震
 

ク
ラ
ス
 

適
用
範
囲
 

耐
震
 

ク
ラ
ス
 

適
用
範
囲
 

検
討

用
 

地
震

動
 

（
注

６
）
 

Ｃ
ク
ラ
ス

 

(
ⅲ

)
放

射
線

安
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（注１）  主要設備とは，当該機能に直接的に関連する設備をいう。 

（注２）  補助設備とは，当該機能に間接的に関連し，主要設備の補

助的役割を持つ設備をいう。  

（注３）  直接支持構造物とは，主要設備，補助設備に直接取り付け

られる支持構造物，若しくはこれらの設備の荷重を直接的

に受ける構造物をいう。  

（注４）  間接支持構造物とは，直接支持構造物から伝達される荷重

を受ける構造物（建物・構築物）をいう。

（注５）  波及的影響を考慮すべき施設とは，耐震重要度分類の下位

のクラスに属するものの破損等によって上位のクラスに属

するものに波及的影響を及ぼすおそれのある施設をいう。

（注６）  Ｓｓ：基準地震動Ｓｓにより定まる地震力。  

 Ｓｄ：弾性設計用地震動Ｓｄにより定まる地震力。

 ＳＢ：Ｂクラス施設に適用される地震力。  

 ＳＣ：Ｃクラス施設に適用される静的地震力。  

（注７）  圧力容器内部構造物は，炉内にあることの重要性からＳク

ラスに準ずる。

（注８）  非常用電源の燃料油系を支持する構造物とは，Ｂ－ディー

ゼル燃料貯蔵タンク基礎，屋外配管ダクト (Ｂ－ディーゼル

燃料貯蔵タンク～原子炉建物 )，屋外配管ダクト (タービン

建物～排気筒 )及び排気筒をいう。  

（注９） 建物開口部の竜巻防護対策設備は比較的大型の鋼製構造物

であり，建物の上部に設置されているため，上位クラス施

設は特定しないが，波及的影響を考慮すべき施設とする。

（注 10）  Ｂクラスではあるが，弾性設計用地震動Ｓｄに対し破損し

ないことの検討を行うものとする。

（注 11）  地震により逃がし安全弁排気管が破損したとしても，ドラ

イウェル内に放出された蒸気はベント管を通してサプレッ

ション・チェンバのプール水中に導かれて凝縮するため，

格納容器内圧が有意に上昇することはないと考えられるが，

基準地震動Ｓｓに対し破損しないことを確認する。  

（注 12）  Ｃクラスではあるが，基準地震動Ｓｓに対し機能維持する

ことを確認する。
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第1.5－2表 津波防護対策の設備分類と設置目的 

津波防護対策 設備分類 設置目的 

防波壁 
津波防護施設 

・津波が地上部から敷地へ到達，流入す

ることを防止する。 防波壁通路防波扉 

屋外排水路逆止弁 浸水防止設備 
・津波が屋外排水路から敷地へ到達，流

入することを防止する。 

取
水
槽

流路縮小工(1号炉) 津波防護施設 
・津波が取水路から敷地へ到達，流入す

ることを防止する。 
防水壁 

浸水防止設備 

水密扉 

床ドレン逆止弁 

・津波が取水路から取水槽海水ポンプエ

リア及び取水槽循環水ポンプエリアへ到

達，流入することを防止する。 

貫通部止水処置 

・津波が取水槽除じん機エリアから敷地

へ到達，流入すること及び取水槽海水ポ

ンプエリアへ流入することを防止する。

隔離弁， 

ポンプ及び配管 

・地震による取水槽内の海水系機器の損

傷箇所を介しての津波の流入に対して浸

水防護重点化範囲への流入を防止する。 

タ
ー
ビ
ン
建
物
他

防水壁 ・地震によるタービン建物内の循環水系

配管や他の海水系機器の損傷に伴う溢水

及び損傷箇所を介しての津波の流入に対

して浸水防護重点化範囲への流入を防止

する。 

水密扉 

床ドレン逆止弁 

貫通部止水処置 

隔離弁，配管 

放
水
槽

貫通部止水処置 
・津波が放水槽からタービン建物へ流入

することを防止する。 

津波監視カメラ 

津波監視設備 
・敷地への津波の繰り返しの来襲を察知

し，その影響を俯瞰的に把握する。 
取水槽水位計 
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第 1.5－3表 流入経路特定結果 

流入経路 流入箇所 

取水路 

２号炉 取水槽除じん機エリア天端開口部(EL.+8.8m) 

取水槽除じん機エリアと取水槽海水ポンプエリアとの貫通部

(EL.+6.3m～+7.3m) 

取水槽除じん機エリアと取水槽Ｃ／Ｃケーブルダクトとの貫通部

(EL.+6.2m～+6.5m) 

床面開口部(EL.+1.1m) 

循環水系 循環水ポンプ（据付部含む）及び配管(EL.+1.1m)※１ 

海水系 

原子炉補機海水ポンプ（据付部含む）及び配管(EL.+1.1m) ※１ 

高圧炉心スプレイ補機海水ポンプ（据付部含む）及び配管

(EL.+1.1m) ※１ 

タービン補機海水ポンプ（据付部含む）及び配管(EL.+1.1m) ※１

除じんポンプ（据付部含む）及び配管(EL.+1.1m) ※１ 

１号炉 取水槽天端開口部(EL.+8.8m) 

３号炉 
取水槽天端開口部(EL.+8.8m) 

取水路点検口天端開口部(EL.+9.5m) 

放水路 

２号炉 放水槽天端開口部(EL.+8.8m) 

放水接合槽天端開口部(EL.+8.0m) 

放水槽と屋外配管ダクト（タービン建物～放水槽）との貫通部 

(EL.+2.3～+4.5m) 

循環水系 循環水系配管（EL.-2.8m）※２ 

海水系 
原子炉補機海水系配管（EL.+2.3m）※２ 

タービン補機海水系配管（EL.+3.3m）※２

排水管 液体廃棄物処理系配管（EL.+4.3m）※２ 

１号炉 

放水槽天端開口部(EL.+8.8m) 

冷却水排水槽天端開口部(EL.+8.5m) 

マンホール天端開口部(EL.+8.5m)

放水接合槽天端開口部(EL.+9.0m) 

３号炉 
放水槽天端開口部(EL.+8.8m) 

放水接合槽天端開口部(EL.+8.5m) 

屋外排水路 屋外排水路（EL.+2.7～+7.3m） 

※１ 施設，設備を設置した床面高さを記載

※２ 放水槽への接続高さを記載
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第 1.8.2－2表 設計竜巻から防護する施設及び竜巻防護対策等（１／２） 

設計竜巻から防護する評価対象施設 
竜巻の 

最大風速 
飛来物 

発生防止対策 

防護設備 

（外殻となる施設） 

想定する 

設計飛来物 
手順等 

海水ポンプ（原子炉補機海水ポンプ，高圧炉心ス

プレイ補機海水ポンプ）（配管、弁を含む。） 

92m/s 

・固縛

・固定

・外部事象防護対象

施設との離隔

竜巻防護対策設備 砂利 ― 

海水ストレーナ（原子炉補機海水ストレーナ，高

圧炉心スプレイ補機海水ストレーナ） 
竜巻防護対策設備 ― ― 

排気筒（非常用ガス処理系排気管を含む。） ― 
鋼製材 

砂利 
補修 

ディーゼル燃料移送ポンプ（Ａ－非常用ディーゼ

ル発電機（燃料移送系）,高圧炉心スプレイ系ディ

ーゼル発電機（燃料移送系））（配管、弁を含む。） 

竜巻防護対策設備 砂利 ― 

換気空調設備（中央制御室換気系、原子炉建物付

属棟空調換気系の外気と繋がるダクト・ファン及

び外気との境界となるダンパ・隔離弁） 

評価対象施設を内包する施設 

竜巻防護対策設備 
砂利 ― 

原子炉棟換気系隔離弁及びダクト 評価対象施設を内包する施設 ― ― 

非常用ガス処理系配管 評価対象施設を内包する施設 ― ― 

原子炉建物１階 原子炉補機冷却水ポンプ，熱交

換器，配管及び弁 

評価対象施設を内包する施設 

竜巻防護対策設備 
― 鋼製扉の閉止確認 

原子炉建物２階 原子炉建物付属棟空調換気系 
評価対象施設を内包する施設 

竜巻防護対策設備 
砂利 ― 

原子炉建物４階 原子炉建物天井クレーン，燃料

取替機，燃料プール，燃料プール冷却系配管及び

弁，使用済燃料貯蔵ラック，燃料集合体 

評価対象施設を内包する施設 

竜巻防護対策設備 
砂利 

竜巻襲来予想時 

燃料取扱作業の中止 

廃棄物処理建物３階 中央制御室換気系 
評価対象施設を内包する施設 

竜巻防護対策設備 
砂利 ― 

安全重要度分類のクラス１及びクラス２に属する

施設のうち上記以外の建物，構築物内の施設 
評価対象施設を内包する施設 ― ― 

安全重要度分類のクラス３に属する施設（下記以

外の施設） 
― ― 

代替設備の確保 

補修，取替等 

安全評価上期待する構築物等 評価対象施設を内包する施設 ― ― 
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第1.8.8－1表 評価対象施設等の抽出結果 

設備区分 評価対象施設等 

外
部
事
象
防
護
対
象
施
設

建物 

・原子炉建物
・タービン建物
・制御室建物
・廃棄物処理建物
・排気筒モニタ室

屋外に設置されて
いる施設 

・海水ポンプ（原子炉補機海水ポンプ，高圧炉心スプ
レイ補機海水ポンプ）

・ディーゼル燃料移送ポンプ（Ａ－非常用ディーゼル
発電機（燃料移送系），高圧炉心スプレイ系ディーゼ
ル発電機（燃料移送系））

・排気筒
・非常用ガス処理系排気管
・排気筒モニタ

降下火砕物を含む
海水の流路となる
施設 

・海水ポンプ（原子炉補機海水ポンプ，高圧炉心スプ
レイ補機海水ポンプ）

・海水ストレーナ（原子炉補機海水ストレーナ，高圧
炉心スプレイ補機海水ストレーナ）及び下流設備

降下火砕物を含む
空気の流路となる
施設 

・海水ポンプ（原子炉補機海水ポンプ，高圧炉心スプ
レイ補機海水ポンプ）

・非常用ディーゼル発電機及び高圧炉心スプレイ系デ
ィーゼル発電機

・非常用ディーゼル発電機吸気系及び高圧炉心スプレ
イ系ディーゼル発電機吸気系

・換気系（外気取入口）のうち中央制御室換気系
・換気系（外気取入口）のうち原子炉建物付属棟空調
換気系

・排気筒
・非常用ガス処理系排気管
・ディーゼル燃料移送ポンプ（Ａ，Ｂ－非常用ディー
ゼル発電機（燃料移送系），高圧炉心スプレイ系ディ
ーゼル発電機（燃料移送系））

・排気筒モニタ

外気から取り入れ
た屋内の空気を機
器内に取り込む機
構を有する施設 

・計測制御系統施設（安全保護系盤）
・計測制御用電源設備（計装用無停電交流電源装置）
・非常用所内電源設備（所内低圧系統）

外部事象防護対象施設
に波及的影響を及ぼし
得る施設 

・非常用ディーゼル発電機吸気系（給気口）
・非常用ディーゼル発電機排気消音器及び排気管
・高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機排気消音器及
び排気管

・取水設備（除じん装置）
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ト
系

に
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る

原
子
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器

内
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圧

及
び

除
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2
表

 
重

要
監
視
パ
ラ

メ
ー
タ

及
び

重
要
代
替

監
視
パ

ラ
メ

ー
タ
（

重
大

事
故

等
対

処
設

備
）
（

14
／

1
8
）

 

分
類
 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

個
数
 

計
測

範
囲
 

設
計

基
準
 

把
握
能
力
（
計
測
範
囲
の
考
え
方
）
 

可
搬
型
 

計
測
器
個
数
 

⑬ 格 納 容 器 バ イ パ ス の 監 視

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の 状 態 

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

※
２
 

「
③

原
子
炉

圧
力
容

器
内
の

水
位
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
 

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

※
２
 

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

※
２
 

原
子
炉
圧
力

※
２
 

「
②

原
子
炉

圧
力
容

器
内
の

圧
力
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
 

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

※
２
 

原
子
炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

※
１
 

「
①

原
子
炉

圧
力
容

器
内
の

温
度
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
 

原 子 炉 格 納 容 器 内 の 状 態 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

※
２
 

「
⑥

原
子
炉

格
納
容

器
内
の

温
度
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
 

ド
ラ
イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

※
２
 

「
⑦

原
子
炉

格
納
容

器
内
の

圧
力
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力

（
Ｓ
Ａ
）

※
１
 

原 子 炉 建 物 内 の 状 態

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
圧
力
 

３
 

０
～

４
MP
a［

ga
ge
］
 

最
大

値
：
 

1
.0
M
Pa
［

ga
ge
］

 

残
留

熱
除
去

系
の
運
転
時
に
お
け
る
，
残
留
熱
除
去
系
系
統
の
最
高
使
用
圧
力

（
1.
0M
P
a［

ga
g
e］

）
を
監
視
可
能
。
 

１
 

低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出
口
圧
力
 

１
 

０
～

５
MP
a［

ga
ge
］
 

最
大

値
：
 

2
.0
M
Pa
［

ga
ge
］

 

低
圧

炉
心
ス

プ
レ
イ
系
の
運
転
時
に
お
け
る
，
低
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ

系
系
統
の

最
高

使
用
圧

力
（

2.
0M
P
a［

ga
g
e］

）
を
監
視
可
能
。
 

原
子
炉
圧
力

※
１
 

「
②

原
子
炉

圧
力
容

器
内
の

圧
力
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
 

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

※
１
 

※
１
：
重

要
代
替

監
視
パ

ラ
メ

ー
タ

※
２

：
重

要
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

及
び

重
要
代

替
監
視
パ
ラ

メ
ー
タ

※
３
：
基

準
点
は

気
水
分

離
器

下
端

（
原

子
炉

圧
力

容
器

零
レ

ベ
ル

よ
り

1
,
32

8c
m
）
。

 
※
４
：
基

準
点
は

サ
プ
レ

ッ
シ
ョ

ン
・
プ

ー
ル
通
常
水

位
（

EL
56

10
）
。

※
５
：
基

準
点
は

格
納
容

器
底

面
（

EL
10

10
0
）。

 
※

６
：

基
準

点
は

コ
リ

ウ
ム
シ
ー

ル
ド

上
表
面
（

EL
67

06
）。

※
７
：
局

部
出
力

領
域
計

装
の

検
出

器
は

12
4
個

で
あ

り
，

平
均

出
力

領
域
計
装

の
各
チ

ャ
ン
ネ
ル
に

は
14

個
又
は

17
個
の
信

号
が
入

力
さ
れ
る
。

※
８
：
重

大
事
故

等
時
に

使
用

す
る

設
備

の
た

め
，

設
計

基
準

事
故

時
は

値
な

し
。

※
９
：
炉

心
損
傷

は
原
子

炉
停

止
後

の
経

過
時

間
に

お
け

る
格

納
容

器
内

雰
囲

気
放
射

線
レ
ベ
ル
の

値
で
判

断
す
る

。
原
子

炉
停
止

直
後
に
炉
心

損
傷
し

た
場
合

の
判
断

値
は

約
10
S
v/
h
（

経
過

時
間

と
と

も
に

低
く

な
る

）
で

あ
り

設
計

基
準

で
は

炉
心

損
傷

し
な

い
こ

と
か

ら

こ
の
値
を

下
回
る

。
 

※
1
0：

基
準
点
は

使
用
済

燃
料

貯
蔵

ラ
ッ

ク
上

端
（

EL
35
5
18
）
。

 
※

1
1
：

検
出
点
は

７
箇
所
。
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表

 
重

要
監

視
パ
ラ
メ

ー
タ
及

び
重

要
代
替
監

視
パ
ラ

メ
ー

タ
（
重

大
事

故
等

対
処

設
備

）
（

1
6
／

18
）

 

分
類
 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

個
数
 

計
測

範
囲
 

設
計

基
準
 

把
握
能
力
（
計
測
範
囲
の
考
え
方
）
 

可
搬
型
 

計
測
器
個
数
 

⑭ 水 源 の 確 保 （ ２ ／ ２ ） 

原
子

炉
隔
離
時
冷
却
ポ
ン
プ
出
口
圧
力

※
１
 

１
 

０
～
10
M
Pa
［
ga
ge
］
 

最
大

値
：
 

9
.0
2
MP
a［

g
ag
e］

 

原
子

炉
隔

離
時
冷
却
系
の
運
転
時
に

お
け
る
，
原

子
炉
隔
離
時
冷
却

系

系
統

の
最
高
使
用
圧
力
（

9.
02
M
Pa
［
ga
ge
］
）
を
監
視
可
能
。
 

１
 

高
圧

炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出
口
圧
力

※
１
 

１
 

０
～
12
M
Pa
［
ga
ge
］
 

最
大

値
：
 

8
.9
3
MP
a［

g
ag
e］

 

高
圧

炉
心

ス
プ
レ
イ
系
の
運
転
時
に

お
け
る
，
高

圧
炉
心
ス
プ
レ
イ

系

系
統

の
最
高
使
用
圧
力
（

8.
93
M
Pa
［
ga
ge
］
）
を
監
視
可
能
。
 

残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
圧
力

※
１
 

「
⑬

格
納
容

器
バ
イ

パ
ス
の

監
視
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
 

低
圧

炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出
口
圧
力

※
１
 

低
圧

原
子
炉
代
替
注
水
ポ
ン
プ
出
口
圧
力

※
１
 

２
 

０
～

４
MP
a［

ga
ge
］
 

－
※

８
 

重
大

事
故

等
時
に
お
け
る
，
低
圧
原

子
炉
代
替
注

水
ポ
ン
プ
の
最
高
使

用
圧

力
（
3.
92
M
Pa
［
ga
ge
］
）
を
監
視
可
能
。
 

１
 

残
留

熱
代
替
除
去
ポ
ン
プ
出
口
圧
力

※
１
 

２
 

０
～

３
MP
a［

ga
ge
］
 

－
※

８
 

重
大

事
故

等
時
に
お
け
る
，
残
留
熱

代
替
除
去
ポ

ン
プ
の
最
高
使
用
圧

力
（

2.
5
MP
a［

g
ag
e］

）
を
監
視
可
能
。

 

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

※
１
 

「
③

原
子
炉

圧
力
容

器
内
の

水
位
」
を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
 

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

※
１
 

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

※
１
 

※
１
：
重

要
代
替

監
視
パ

ラ
メ

ー
タ

※
２

：
重

要
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

及
び

重
要
代

替
監
視
パ
ラ

メ
ー
タ

※
３
：
基

準
点
は

気
水
分

離
器

下
端

（
原

子
炉

圧
力

容
器

零
レ

ベ
ル

よ
り

1
,
32

8c
m
）
。

 
※
４
：
基

準
点
は

サ
プ
レ

ッ
シ
ョ

ン
・
プ

ー
ル
通
常
水

位
（

EL
56

10
）
。

※
５
：
基

準
点
は

格
納
容

器
底

面
（

EL
10

10
0
）。

 
※

６
：

基
準

点
は

コ
リ

ウ
ム
シ
ー

ル
ド

上
表
面
（

EL
67

06
）。

※
７
：
局

部
出
力

領
域
計

装
の

検
出

器
は

12
4
個

で
あ

り
，

平
均

出
力

領
域
計
装

の
各
チ

ャ
ン
ネ
ル
に

は
14

個
又
は

17
個
の
信

号
が
入

力
さ
れ
る
。

※
８
：
重

大
事
故

等
時
に

使
用

す
る

設
備

の
た

め
，

設
計

基
準

事
故

時
は

値
な

し
。

※
９
：
炉

心
損
傷

は
原
子

炉
停

止
後

の
経

過
時

間
に

お
け

る
格

納
容

器
内

雰
囲

気
放
射

線
レ
ベ
ル
の

値
で
判

断
す
る

。
原
子

炉
停
止

直
後
に
炉
心

損
傷
し

た
場
合

の
判
断

値
は

約
10
S
v/
h
（

経
過

時
間

と
と

も
に

低
く

な
る

）
で

あ
り

設
計

基
準

で
は

炉
心

損
傷

し
な

い
こ

と
か

ら

こ
の
値
を

下
回
る

。
 

※
1
0：

基
準
点
は

使
用
済

燃
料

貯
蔵

ラ
ッ

ク
上

端
（

EL
35
5
18
）
。

 
※

1
1
：

検
出
点
は

７
箇
所
。
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第 6.6―6図 工学的安全施設作動回路の機能説明図（その２） 

凡 例 

ＡＮＤ 

ＯＲ 

限時動作 Ｔ．Ｐ．Ｕ 

非常用ディーゼル発電機

起動 

非常用ガス処理系起動 

燃 料 取 替 階 放 射 線 高 

高圧炉心スプレイ系及び
同ディーゼル発電機起動 

原 子 炉 水 位 低 

格 納 容 器 圧 力 高 

低 圧 注 水 系 起 動 

主蒸気隔離弁以外の主要
な隔離弁閉鎖 

低圧炉心スプレイ・ポンプ運転 

残 留 熱 除 去 ポ ン プ 運 転 

自 動 減 圧 系 作 動 Ｔ.Ｐ.Ｕ 

低圧炉心スプレイ系起動 

原子炉圧力低 

原 子 炉 棟 排 気 放 射 線 高 
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中
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（
重
大
事
故
等
時
）
系
統
概
要
図

 

（
運
転
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の
被
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の
設
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（
非
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用
ガ
ス
処
理
系
，
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炉
建
物
燃
料
取
替
階
ブ
ロ
ー
ア
ウ
ト
パ
ネ
ル
閉
止
装
置
）
）
 

別紙8-13

－8-38－



第9.4－1表 原子炉格納容器下部の溶融炉心を冷却するための設備の主要機器仕様 

(1) ペデスタル代替注水系（常設）

a．低圧原子炉代替注水ポンプ

第 5.6－1表 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するため

の設備の主要機器仕様に記載する。 

(2) ペデスタル代替注水系（可搬型）

a．大量送水車

第 4.3－1表 燃料プールの冷却等のための設備の主要機器仕様に記載する。 

(3) 格納容器代替スプレイ系（可搬型）

a．大量送水車

第 4.3－1表 燃料プールの冷却等のための設備の主要機器仕様に記載する。 

(4) コリウムシールド

材    料 ジルコニア 

厚    さ 約 0.13m以上 

(5) 低圧原子炉代替注水系（常設）

a．低圧原子炉代替注水ポンプ 

第 5.6－1表 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却するため

の設備の主要機器仕様に記載する。 

(6) 低圧原子炉代替注水系（可搬型）

a．大量送水車 

第 4.3－1表 燃料プールの冷却等のための設備の主要機器仕様に記載する。 

(7) 高圧原子炉代替注水系

a．高圧原子炉代替注水ポンプ

第 5.4－1表 原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発電用原子炉を冷却するため

の設備の主要機器仕様に記載する。 

(8) ほう酸水注入系

a．ほう酸水注入ポンプ 

第 6.1.2－3表 ほう酸水注入系主要仕様に記載する。 
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b．ほう酸水貯蔵タンク 

第 6.1.2－3表 ほう酸水注入系主要仕様に記載する。 
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）
 

非
常
用
デ

ィ
ー
ゼ

ル
発
電

機
燃
料

貯
蔵
タ

ン
ク

又
は

 

高
圧
炉
心

ス
プ
レ

イ
系
デ

ィ
ー
ゼ

ル
発
電

機
燃
料
貯
蔵

タ
ン
ク

 

タ
ン
ク
ロ

ー
リ

高
圧
発
電

機
車

 
移
動
後
給

油
 

※
以
下
の

設
備
に

も
同
様

に
給
油

・
大
量
送

水
車

・
大
型
送

水
ポ
ン

プ
車

・
可
搬
式

窒
素
供

給
装
置
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起
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器
 

２
号
発
電

機
 

３
号

発
電

機
 

３
号

補
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器

 

発
電

機
 

負
荷

開
閉

器
 

所
内

変
圧

器
 

主
変
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器

 

１
号

22
0k
V
開

閉
所
 

※
1 ２

号
22
0k

V
開

閉
所

50
0k

V
開

閉
所
 

第
2
-6
6
kV

開
閉

所
 

※
1 2
20

kV
送

電
線

※
1 2
20

kV
送

電
線

※
１

：
１

号
，

２
号

及
び

３
号

炉
共
用

，
既

設

※
２

：
１

号
及

び
２

号
炉

共
用

，
既
設

（
凡

例
）

 

遮
断

器
 

断
路

器
 

ケ
ー

ブ
ル

 

 

※
2
予
備

変
圧

器

※
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6
k
V
開
閉

所

50
0k

V
送

電
線
 

50
0k

V
送

電
線
 

※
2 6
6k

V
送
電

線

※
※

 

第
２
予
備

 
変

圧
器

 

第
10

.3
－

2図
 

開
閉

所
単
線
結

線
図
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(4) サイトバンカ建物消火系

(5) 50m盤消火系

非常用電源より

消火タンク
約45m3

電動機駆動消火ポンプ

非常用電源より

消火タンク
約45m3

サイトバンカ建物
屋内消火栓

非常用電源より

消火タンク

約150m3

電動機駆動消火ポンプ

非常用電源より

屋外消火栓

消火タンク

約150m3

第10.4－1図(2) 消火栓設備系統概要図 
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添付書類十の一部補正 
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添付書類十を以下のとおり補正する。 

頁 行 補正前 補正後 

*10-Ⅱ-1-18 上２ …判断基準値以下とする

ための手順と体制を整備

… 

…判断基準値以下とする

ための手順 を整備… 

 上 14 

～ 

上 15 

…要員に対して配備した

防護具を着用することに

より，事故対策に必要な各

種の指示・操作を行うこと

ができるよう手順と体制

を整備する。 

…要員が防護具を着用する

ことにより，事故対策に必要

な各種の指示・操作を行うこ

とができるよう手順 を整

備する。 

*10-Ⅱ-1-32 上６ 

 

…応急・復旧用資材及び… 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

…応急復旧用資機材及び… 
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頁 行 補正前 補正後 

*10-Ⅱ-1-33 上 10 の

次 

（記載追加） ｌ．有毒ガス発生時に，事故

対策に必要な各種の指示，操

作を行うことができるよう，

重大事故等に対処する要員

の吸気中の有毒ガス濃度を

有毒ガス防護のための判断

基準値以下とするための体

制を整備する。固定源に対し

ては，重大事故等に対処する

要員の吸気中の有毒ガス濃

度を有毒ガス防護のための

判断基準値を下回るように

する。可動源に対しては，換

気空調設備の隔離等により，

運転員及び緊急時対策要員

のうち重大事故等に対処す

るために必要な指示を行う

要員が事故対策に必要な各

種の指示・操作を行うことが

できるようにする。 

予期せぬ有毒ガスの発生

においても，運転員及び緊急

時対策要員のうち初動対応

において重大事故等に対処

するために必要な指示を行

う要員に対して防護具を配

備することにより，事故対策

に必要な各種の指示・操作を

行うことができるよう体制

を整備する。 

*10-Ⅱ-1-77 

～ 

*10-Ⅱ-1-80 

 

第 1.1－1 表 重大事故等

対策における手順書の概要

（２／19） 

別紙 10-1に変更する。 

**－10-12－ 

～ 

**－10-14－ 

 第 1.1－1 表 重大事故等

対策における手順書の概要

（６／19） 

別紙 10-2に変更する。 

*10-Ⅱ-1-93 

～ 

*10-Ⅱ-1-94 

 第 1.1－1 表 重大事故等

対策における手順書の概要

（７／19） 

別紙 10-3に変更する。 
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頁 行 補正前 補正後 

**－10-15－ 

～ 

**－10-16－ 

 第 1.1－1 表 重大事故等

対策における手順書の概要

（14／19） 

別紙 10-4に変更する。 

*10-Ⅱ-1-109 

～ 

*10-Ⅱ-1-112 

 第 1.1－1 表 重大事故等

対策における手順書の概要

（15／19） 

別紙 10-5に変更する。 

*10-Ⅱ-1-132  第 1.2－1表 自然現象が発

電用原子炉施設へ与える影

響評価（２／８） 

別紙 10-6に変更する。 

*10-Ⅱ-1-139  第 1.2－2表 自然現象の重

畳が発電用原子炉施設へ与

える影響評価（１／２） 

別紙 10-7に変更する。 

*10-Ⅱ-1-191  第 1.2－13表 機能喪失を

想定する設計基準事故対処

設備と整備する手順(1.10)

（２／２） 

別紙 10-8に変更する。 

*10-Ⅱ-2-62  第 2.2－3表 評価事故シー

ケンスの選定（運転中の原子

炉における重大事故）（２／

７） 

別紙 10-9に変更する。 

*10-Ⅱ-3-1-62 下 10 …再循環系ポンプ… …再循環 ポンプ… 

*10-Ⅱ-3-1-149  第 3.1.3.2-1表 「全交流動

力電源喪失（ＴＢＵ）」の重

大事故等対策について（１／

３） 

別紙 10-10に変更する。 

*10-Ⅱ-3-1-150  第 3.1.3.2-1表 「全交流動

力電源喪失（ＴＢＵ）」の重

大事故等対策について（２／

３） 

別紙 10-11に変更する。 

*10-Ⅱ-3-1-237 上６ 

 

…原子炉水位を原子炉水位

低（レベル２）から… 

 

…原子炉水位を原子炉水位

低（レベル３）から… 
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頁 行 補正前 補正後 

*10-Ⅱ-3-1-247 下４ …再循環系ポンプ… …再循環 ポンプ… 

*10-Ⅱ-3-1-253  第 3.1.4.1-1表 「崩壊熱除

去機能喪失（取水機能が喪失

した場合）」の重大事故等対

策について（１／２） 

別紙 10-12に変更する。 

*10-Ⅱ-3-1-286 上１ 

 

…再循環系ポンプ… …再循環 ポンプ… 

*10-Ⅱ-3-1-342  第 3.1.5－2表 主要解析条

件（原子炉停止機能喪失）（２

／５） 

別紙 10-13に変更する。 

*10-Ⅱ-3-4-75 上８ 

～ 

上９ 

…中性子束高信号（各レンジ

フルスケールの 95％） が

… 

…中性子束高 （各レンジフ

ルスケールの 95％）信号が

… 

*10-Ⅱ-3-4-78 下４ 

～ 

下３ 

…中性子束高スクラム信号

（各レンジフルスケールの

95％） が… 

…中性子束高 （各レンジフ

ルスケールの 95％）信号が

… 

*10-Ⅱ-3-4-82 上３ 

～ 

上４ 

…中性子束高信号（各レンジ

フルスケールの 90％） が

… 

…中性子束高 （各レンジフ

ルスケールの 90％）信号が

… 

 上６ 

～ 

上８ 

…中性子束高信号（各レンジ

フルスケールの 90％） に

よる制御棒引抜阻止信号と

中性子束高信号（各レンジフ

ルスケールの 95％） に… 

…中性子束高 （各レンジフ

ルスケールの 90％）信号に

よる制御棒引抜阻止信号と

中性子束高 （各レンジフル

スケールの 95％）信号に… 

*10-Ⅱ-3-4-90  第 3.4.4－1図 「反応度の

誤投入」の対応手順の概要 

別紙 10-14に変更する。 

なお，*を示した頁は，令和３年５月 10 日付け，電安炉技第１号で一部補正した

頁を，**を付した頁は，令和３年６月 14 日付け, 電安炉技第７号で一部補正した

頁を示す。 



第 1.1－1表 重大事故等対策における手順書の概要（２／19） 

1.2 原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発電用原子炉を冷却するための手順等 

方
針
目
的

原子炉冷却材圧力バウンダリが高圧の状態において，設計基準事故対処設備が有する発電用原子炉の冷却機

能が喪失した場合においても炉心の著しい損傷を防止するため，高圧原子炉代替注水系による原子炉圧力容器

への注水，原子炉隔離時冷却系の現場操作による発電用原子炉の注水により発電用原子炉を冷却する手順等を

整備する。 

また，発電用原子炉を冷却するため，原子炉水位を監視及び制御する手順等を整備する。 

さらに，重大事故等の進展を抑制するため，ほう酸水注入系により注水する手順等を整備する。 

対
応
手
段
等

重
大
事
故
等
対
処
設
備

（
設
計
基
準
拡
張
）

設計基準事故対処設備である原子炉隔離時冷却系又は高圧炉心スプレイ系が健全であれ

ば，これらを重大事故等対処設備（設計基準拡張）として位置付け重大事故等の対処に用い

る。 

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障
時

高
圧
原
子
炉
代
替
注
水
系
に
よ
る

発
電
用
原
子
炉
の
冷
却

設計基準事故対処設備である原子炉隔離時冷却系及び高圧炉心スプレイ系の故障により発

電用原子炉の冷却ができない場合は，以下の手段により原子炉圧力容器へ注水し，発電用原

子炉を冷却する。 

・中央制御室からの手動操作により高圧原子炉代替注水系を起動し，原子炉圧力容器へ注

水する。

・中央制御室からの手動操作により高圧原子炉代替注水系を起動できない場合は，現場で

の弁の手動操作により高圧原子炉代替注水系を起動し，原子炉圧力容器へ注水する。

サ
ポ
ー
ト
系
故
障
時

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
の
現
場
操
作

に
よ
る
発
電
用
原
子
炉
の
冷
却

全交流動力電源喪失及び常設直流電源系統喪失により設計基準事故対処設備である原子炉

隔離時冷却系及び高圧炉心スプレイ系による発電用原子炉の冷却ができない場合は，高圧原

子炉代替注水系による発電用原子炉の冷却のほか，現場での弁の手動操作により原子炉隔離

時冷却系を起動することで原子炉圧力容器へ注水し，発電用原子炉を冷却する。 

代
替
電
源
設
備
に
よ
る

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
の
復
旧

全交流動力電源が喪失し，原子炉隔離時冷却系の起動又は運転継続に必要な直流電源を所

内常設蓄電式直流電源設備により給電している場合は，所内常設蓄電式直流電源設備の蓄電

池が枯渇する前に以下の手段等により直流電源を確保し，原子炉隔離時冷却系の運転を継続

する。 

・代替交流電源設備により充電器を受電し，直流電源を供給する。

・可搬型直流電源設備により直流電源を供給する。
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対
応
手
段
等

監
視
及
び
制
御

「高圧原子炉代替注水系による発電用原子炉の冷却」及び「原子炉隔離時冷却系の現場操

作による発電用原子炉の冷却」により発電用原子炉へ注水する際には，発電用原子炉を冷却

するために原子炉圧力容器内の水位を原子炉水位（広帯域），原子炉水位（燃料域），原子炉

水位（ＳＡ）等により監視する。 

また，これらの計測機器が故障又は計測範囲（把握能力）を超えた場合は，当該パラメー

タの値を推定する。

中央制御室からの操作により高圧原子炉代替注水系を起動する場合は，高圧原子炉代替注

水系の作動状況を原子炉水位（広帯域），原子炉水位（燃料域），原子炉水位（ＳＡ），原子炉

圧力，原子炉圧力（ＳＡ），高圧原子炉代替注水流量，サプレッション・プール水位（ＳＡ）

等により監視する。 

現場での弁の手動操作により高圧原子炉代替注水系又は原子炉隔離時冷却系を起動する場

合は，高圧原子炉代替注水系又は原子炉隔離時冷却系の作動状況を原子炉水位（広帯域），原

子炉水位（燃料域），原子炉水位（ＳＡ）等により監視する。 

原子炉圧力容器内の水位の調整が必要な場合は，中央制御室からの操作，又は現場での弁

の操作により原子炉圧力容器内の水位を制御する。 

重
大
事
故
等
の
進
展
抑
制

ほ
う
酸
水
注
入
系
に
よ
る

進
展
抑
制

原子炉隔離時冷却系及び高圧原子炉代替注水系による発電用原子炉への高圧注水により原

子炉圧力容器内の水位が維持できない場合は，重大事故等の進展を抑制するため，ほう酸水

貯蔵タンク等を水源として，ほう酸水注入系により原子炉圧力容器へ注水する。 

配
慮
す
べ
き
事
項

重
大
事
故
等
時
の
対
応
手
段
の
選
択

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障
時

設計基準事故対処設備である高圧炉心スプレイ系及び原子炉隔離時冷却系が機能喪失した

場合は，中央制御室からの操作により高圧原子炉代替注水系を起動し，発電用原子炉を冷却

する。中央制御室からの操作により高圧原子炉代替注水系を起動できない場合は，現場での

弁の手動操作により高圧原子炉代替注水系を起動し，発電用原子炉を冷却する。 

これらの対応手段により，原子炉冷却材圧力バウンダリの減圧対策及び原子炉冷却材圧力

バウンダリ低圧時の冷却対策の準備が整うまでの期間，高圧原子炉代替注水系の運転を継続

する。 
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配
慮
す
べ
き
事
項

重
大
事
故
等
時
の
対
応
手
段
の
選
択

サ
ポ
ー
ト
系
故
障
時

全交流動力電源及び常設直流電源系統の喪失により設計基準事故対処設備である原子炉隔

離時冷却系及び高圧炉心スプレイ系による発電用原子炉の冷却ができない場合は，中央制御

室からの操作により高圧原子炉代替注水系を起動し，発電用原子炉を冷却する。 

中央制御室からの操作により高圧原子炉代替注水系を起動できない場合は，現場での弁の

手動操作により高圧原子炉代替注水系を起動し，発電用原子炉を冷却する。 

いずれの操作によっても高圧原子炉代替注水系を起動できない場合，又は高圧原子炉代替

注水系により原子炉圧力容器内の水位を維持できない場合は，現場で弁の手動操作により原

子炉隔離時冷却系を起動し，発電用原子炉を冷却する。 

これらの対応手段により，原子炉冷却材圧力バウンダリの減圧対策及び原子炉冷却材圧力

バウンダリ低圧時の冷却対策の準備が整うまでの期間，高圧原子炉代替注水系又は原子炉隔

離時冷却系の運転を継続する。 

全交流動力電源が喪失し，原子炉隔離時冷却系の起動又は運転継続に必要な直流電源を所

内常設蓄電式直流電源設備により給電している場合は，所内常設蓄電式直流電源設備の蓄電

池が枯渇する前に代替交流電源設備より充電器を受電することにより直流電源を確保し，原

子炉隔離時冷却系の運転を継続することにより発電用原子炉を冷却する。 

代替交流電源設備を用いて給電できない場合は，可搬型直流電源設備により直流電源を確

保し，原子炉隔離時冷却系の運転を継続することにより発電用原子炉を冷却する。 

代替交流電源設備，可搬型直流電源設備へ燃料を給油することにより，原子炉冷却材圧力

バウンダリの減圧対策及び原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時の冷却対策の準備が整うまで

の期間，原子炉隔離時冷却系の運転を継続させる。 

現
場
で
の
弁
の
手
動
操
作
に
よ
る

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
の
起
動
時
の

留
意
事
項

現場での弁の手動操作により原子炉隔離時冷却系を起動する場合は， 原子炉隔離時冷却ポ

ンプ室に滞留する排水を処理しない場合においても，原子炉冷却材圧力バウンダリの減圧対

策及び原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時の冷却対策の準備が整うまでの間，原子炉隔離時

冷却系を水没させずに運転を継続することが可能である。 

現
場
で
の
弁
の
手
動
操
作
に
よ
る

原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
の
起
動
時
の

環
境
条
件

蒸気漏えいに伴う環境温度の上昇による運転員への影響を考慮し，原子炉隔離時冷却ポン

プ室に現場運転員が入室するのは原子炉隔離時冷却系の起動時のみとし，その後速やかに退

室する。保護具を確実に装着することにより本操作が可能である。 
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配
慮
す
べ
き
事
項

作
業
性

高圧原子炉代替注水系又は原子炉隔離時冷却系の現場操作による起動操作は，通常の弁操

作である。 

電
源
確
保

全交流動力電源喪失時は，常設代替交流電源設備等を用いてほう酸水注入系へ給電する。 

燃
料
補
給

配慮すべき事項は，「1.14 電源の確保に関する手順等」の燃料補給と同様である。 
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第 1.1－1表 重大事故等対策における手順書の概要（６／19） 

1.6 原子炉格納容器内の冷却等のための手順等 

方
針
目
的

設計基準事故対処設備が有する原子炉格納容器内の冷却機能が喪失した場合において，炉心の著しい損傷を

防止するため，格納容器代替スプレイ系により原子炉格納容器内の圧力及び温度を低下させる手順等を整備す

る。 

また，炉心の著しい損傷が発生した場合において，原子炉格納容器の破損を防止するため，格納容器代替ス

プレイ系により原子炉格納容器内の圧力及び温度並びに放射性物質の濃度を低下させる手順等を整備する。 

対
応
手
段
等

重
大
事
故
等
対
処
設
備

（
設
計
基
準
拡
張
）

設計基準事故対処設備である残留熱除去系（格納容器冷却モード，サプレッショ

ン・プール水冷却モード）が健全であれば，これらを重大事故等対処設備（設計基

準拡張）として位置付け重大事故等の対処に用いる。 

炉
心
損
傷
前

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障
時

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
に
よ
る

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
冷
却

設計基準事故対処設備である残留熱除去系（格納容器冷却モード）の故障等によ

り原子炉格納容器内の冷却ができない場合は，以下の手段により，原子炉格納容器

内へスプレイし，原子炉格納容器内の圧力及び温度を低下させる。 

・低圧原子炉代替注水槽を水源として，格納容器代替スプレイ系（常設）により

スプレイする。

・格納容器代替スプレイ系（常設）により原子炉格納容器内へスプレイできない

場合は，代替淡水源を水源として，格納容器代替スプレイ系（可搬型）等によ

りスプレイする。

なお，格納容器代替スプレイ系（可搬型）による原子炉格納容器内の冷却は，海

を水源として利用できる。 

サ
ポ
ー
ト
系
故
障
時

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
残
留
熱
除
去
系

（
格
納
容
器
冷
却
モ
ー
ド
及
び
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
冷
却
モ
ー
ド
）
の

復
旧

設計基準事故対処設備である残留熱除去系（格納容器冷却モード）が全交流動力

電源喪失等により使用できない場合は，格納容器代替スプレイ系による原子炉格納

容器内の冷却に加え，常設代替交流電源設備等を用いて非常用所内電気設備へ給電

することにより残留熱除去系（格納容器冷却モード）を復旧し，サプレッション・

チェンバを水源として格納容器内へスプレイする。

また，設計基準事故対処設備である残留熱除去系（サプレッション・プール水冷

却モード）が全交流動力電源喪失等により使用できない場合は，格納容器代替スプ

レイ系による原子炉格納容器内の冷却に加え，常設代替交流電源設備等を用いて非

常用所内電気設備へ給電することにより残留熱除去系（サプレッション・プール水

冷却モード）を復旧し，サプレッション・プール水を除熱する。 

残留熱除去系（格納容器冷却モード及びサプレッション・プール水冷却モード）

の復旧に時間を要する場合は，格納容器代替スプレイ系等により原子炉格納容器内

へのスプレイを並行して実施する。 
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対
応
手
段
等

炉
心
損
傷
後

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障
時

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系
に
よ
る

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
冷
却

設計基準事故対処設備である残留熱除去系（格納容器冷却モード）の故障等によ

り原子炉格納容器内の冷却ができない場合は，以下の手段により原子炉格納容器内

へスプレイし，原子炉格納容器内の圧力及び温度並びに放射性物質の濃度を低下さ

せる。 

・低圧原子炉代替注水槽を水源として，格納容器代替スプレイ系（常設）により

スプレイする。

・格納容器代替スプレイ系（常設）により原子炉格納容器内へスプレイできない

場合は，代替淡水源を水源として，格納容器代替スプレイ系（可搬型）等によ

りスプレイする。

なお，格納容器代替スプレイ系（可搬型）による原子炉格納容器内の冷却は，海

を水源として利用できる。 

サ
ポ
ー
ト
系
故
障
時

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備
に
よ
る
残
留
熱
除
去
系

（
格
納
容
器
冷
却
モ
ー
ド
及
び
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
冷
却
モ
ー
ド
）
の

復
旧

設計基準事故対処設備である残留熱除去系（格納容器冷却モード）が全交流動力

電源喪失等により使用できない場合は，格納容器代替スプレイ系による原子炉格納

容器内の冷却に加え，常設代替交流電源設備等を用いて非常用所内電気設備へ給電

することにより残留熱除去系（格納容器冷却モード）を復旧し，サプレッション・

チェンバを水源として原子炉格納容器内へスプレイする。

また，設計基準事故対処設備である残留熱除去系（サプレッション・プール水冷

却モード）が全交流動力電源喪失等により使用できない場合は，格納容器代替スプ

レイ系による原子炉格納容器内の冷却に加え，常設代替交流電源設備等を用いて非

常用所内電気設備へ給電することにより残留熱除去系（サプレッション・プール水

冷却モード）を復旧し，サプレッション・プール水を除熱する。 

残留熱除去系（格納容器冷却モード及びサプレッション・プール水冷却モード）

の復旧に時間を要する場合は，格納容器代替スプレイ系等により原子炉格納容器内

へのスプレイを並行して実施する。 

配
慮
す
べ
き
事
項

重
大
事
故
等
時
の
対
応
手
段
の
選
択

フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
系
故
障
時

設計基準事故対処設備である残留熱除去系（格納容器冷却モード）の故障等によ

り原子炉格納容器内の冷却ができない場合において，格納容器代替スプレイ系（常

設）に異常がなく，交流電源及び水源（低圧原子炉代替注水槽）が確保されている

場合は，格納容器代替スプレイ系（常設）により原子炉格納容器内を冷却する。 

格納容器代替スプレイ系（常設）により原子炉格納容器内の冷却ができない場合

において，格納容器代替スプレイ系（可搬型）に異常がなく，燃料及び水源（代替

淡水源）が確保されている場合は，格納容器代替スプレイ系（可搬型）により原子

炉格納容器内を冷却する。 
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配
慮
す
べ
き
事
項

作
業
性

格納容器代替スプレイ系（可搬型）で使用する大量送水車からのホース接続は，

汎用の結合金具を使用し，容易に操作できるよう十分な作業スペースを確保する。 

電
源
確
保

全交流動力電源喪失時は，代替交流電源設備等を用いて格納容器代替スプレイ系

等による原子炉格納容器内の冷却に必要な設備へ給電する。 

燃
料
補
給

配慮すべき事項は，「1.14 電源の確保に関する手順等」の燃料補給と同様である。 
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第 1.1－1表 重大事故等対策における手順書の概要（７／19） 

1.7 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための手順等 

方
針
目
的

炉心の著しい損傷が発生した場合において，原子炉格納容器の破損を防止するため，格納容器フィルタベン

ト系及び残留熱代替除去系により，原子炉格納容器内の圧力及び温度を低下させる手順等を整備する。

対
応
手
段
等

格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
に
よ
る

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
減
圧
及
び
除
熱

残留熱除去系の復旧又は残留熱代替除去系の運転によって原子炉格納容器内の圧力を

853kPa[gage]以下に抑制する見込みがない場合，又は原子炉建物水素濃度が 2.5vol%に到達

した場合は，原子炉格納容器の破損を防止するため，格納容器フィルタベント系により原子

炉格納容器内の圧力及び温度を低下させる。 

格納容器フィルタベント系の隔離弁（電動弁）の駆動源や制御電源が喪失した場合，隔離

弁を遠隔で手動操作することで原子炉格納容器内の圧力及び温度を低下させる。 

残
留
熱
代
替
除
去
系
に
よ
る

原
子
炉
格
納
容
器
内
の
減
圧
及
び
除
熱

原子炉格納容器の破損を防止するため，残留熱代替除去系により原子炉格納容器内の圧力

及び温度を低下させる。 

配
慮
す
べ
き
事
項

重
大
事
故
等
時
の
対
応
手
段
の
選
択

原子炉補機代替冷却系の設置が完了し，残留熱代替除去系が起動できる場合は，残留熱代

替除去系により原子炉圧力容器への注水及び原子炉格納容器内へのスプレイを実施する。 

 原子炉圧力容器の破損を判断した後は，残留熱代替除去系により原子炉格納容器内へのス

プレイによる原子炉格納容器下部への注水を実施する。  

残留熱代替除去系が起動できない場合は，サプレッション・プール水位指示値が通常水位

＋約 1.3mに到達した場合に，格納容器フィルタベント系により原子炉格納容器内の減圧及

び除熱を行う。 

格納容器フィルタベント系による格納容器ベントの実施にあたり，弁の駆動源や制御電源

がない場合，現場での手動操作を行う。 

なお，格納容器フィルタベント系により格納容器ベントを実施する場合は，スクラビング

効果が期待できるウェットウェルを経由する経路を第一優先とする。 

ウェットウェルベントラインが水没等の理由で使用できない場合は，ドライウェルを経由

する経路を第二優先とする。
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配
慮
す
べ
き
事
項

格
納
容
器
ベ
ン
ト
時
の
留
意
事
項

格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
の

系
統
内
の
不
活
性
ガ
ス
に
よ
る
置
換

格納容器フィルタベント系により格納容器ベントを実施中に，排気中に含まれる可燃性ガ

スによる爆発を防ぐため，格納容器フィルタベント系の系統内を不活性ガス（窒素ガス）で

あらかじめ置換しておく。 

原
子
炉
格
納
容
器
の

負
圧
破
損
の
防
止

格納容器フィルタベント系の使用後に格納容器スプレイを実施する場合は，原子炉格納容

器の負圧破損を防止するため，原子炉格納容器内の圧力を監視し，規定の圧力に到達した時

点で格納容器スプレイを停止する。 

放
射
線
防
護

格納容器フィルタベント系を使用する場合は，プルームの影響による被ばくを低減するた

め，中央制御室待避室へ待避しプラントパラメータを継続して監視する。 

現場運転員の放射線防護を考慮して，遠隔弁を遠隔で手動操作するエリアを二次格納施設

外の原子炉建物付属棟に設置する。 

また，格納容器ベント操作後の汚染の可能性を考慮して，防護具を装備し作業を行う。 

電
源
確
保

全交流動力電源が喪失した場合は，代替交流電源設備を用いて格納容器ベントに必要な電

動弁へ給電する。電源が確保できない場合は，現場において手動で系統構成を行う。 

代
替
循
環
冷
却
時
の
留
意
事
項

放
射
線
防
護

系統構成，残留熱代替除去系の起動及びその後の流量調整等の操作は，中央制御室で実施

する。 

なお，残留熱代替除去系の運転後，長期における系統廻りの線量低減対策として，大量送

水車により系統水を入れ替えることでフラッシングを実施する。 

電
源
確
保

全交流動力電源が喪失した場合は，代替交流電源設備を用いて残留熱代替除去系へ給電す

る。 

作
業
性

格納容器フィルタベント系の隔離弁を遠隔で手動操作する場合は，操作に必要な工具はな

く通常の弁操作と同様であり，容易に実施可能である。また，作業エリアには電源内蔵型照

明を配備する。 

燃
料
補
給

配慮すべき事項は，「1.14 電源の確保に関する手順等」の燃料補給と同様である。 
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第 1.1－1表 重大事故等対策における手順書の概要（14／19） 

1.14 電源の確保に関する手順等 

方
針
目
的

電源が喪失したことにより重大事故等が発生した場合において，炉心の著しい損傷，原子炉格納容器の破損，

燃料プール内燃料体等の著しい損傷及び運転停止中における発電用原子炉内の燃料体の著しい損傷を防止する

ため，必要な電力を確保するために重大事故等対処設備として，常設代替交流電源設備，可搬型代替交流電源

設備，所内常設蓄電式直流電源設備，常設代替直流電源設備，可搬型直流電源設備及び代替所内電気設備を確

保する手順等を整備する。 

また，重大事故等の対処に必要な設備を継続運転させるため，燃料補給設備により給油する手順等を整備す

る。 

対
応
手
段
等

重
大
事
故
等
対
処
設
備

（
設
計
基
準
拡
張
）

設計基準事故対処設備である非常用交流電源設備及び非常用直流電源設備が健全であれ

ば，重大事故等対処設備（設計基準拡張）として位置付け，重大事故等の対処に用いる。 

交
流
電
源
喪
失
時

代
替
交
流
電
源
設
備

に
よ
る
給
電

全交流動力電源が喪失した場合は，以下の手段により非常用所内電気設備又は代替所内電

気設備へ給電する。 

・常設代替交流電源設備を用いて給電する。

・常設代替交流電源設備を用いて給電できない場合は，可搬型代替交流電源設備を用いて

給電する。

直
流
電
源
喪
失
時

代
替
直
流
電
源
設
備

に
よ
る
給
電

全交流動力電源が喪失した場合において，充電器を経由して直流電源設備へ給電できない

場合は，以下の手段により直流電源設備へ給電する。 

・代替交流電源設備等を用いて給電を開始するまでの間，所内常設蓄電式直流電源設備及

び常設代替直流電源設備を用いて給電する。

・所内常設蓄電式直流電源設備及び常設代替直流電源設備を用いて給電できない場合は，

可搬型直流電源設備を用いて給電する。

非
常
用
所
内
電
気
設
備
機
能
喪
失
時

代
替
所
内
電
気
設
備

に
よ
る
給
電

設計基準事故対処設備である非常用所内電気設備の機能が喪失し，必要な設備へ給電でき

ない場合又は代替所内電気設備に接続する重大事故等対処設備が必要な場合は，代替所内電

気設備にて電路を確保し，代替交流電源設備等から必要な設備へ給電する。 

別紙10-4
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配
慮
す
べ
き
事
項

負
荷
容
量

重大事故等対策の有効性を確認する事故シーケンス等のうち必要な負荷が最大となる「全

交流動力電源喪失（長期ＴＢ）」を想定するシナリオにおいても，常設代替電源設備により必

要最大負荷以上の電力を確保し，発電用原子炉を安定状態に収束するための設備へ給電する。 

重大事故等対処設備による代替手段を用いる場合，常設代替交流電源設備等の負荷容量を

確認し，代替手段が使用可能であることを確認する。 

悪
影
響
防
止

代替交流電源設備等を用いて給電する場合は，受電前準備として非常用高圧母線，非常用

低圧母線のロードセンタ及びコントロールセンタの負荷の遮断器を「切」とし，動的機器の

自動起動防止のため，操作スイッチを「停止引ロック」又は「停止」とする。 

成
立
性

所内常設蓄電式直流電源設備及び常設代替直流電源設備から給電されている 24時間以内

に，代替交流電源設備を用いて非常用所内電気設備又は代替所内電気設備へ十分な余裕をも

って直流電源設備へ給電する。 

作
業
性

電源内蔵型照明を作業エリアに設置し，建物内照明の消灯時における作業性を確保する。

また，ヘッドライト及び懐中電灯を携行している。 

燃
料
補
給

重大事故等の対処で使用する設備を必要な期間継続して運転させるため，タンクローリ等

の燃料補給設備を用いて各設備の燃料が枯渇するまでに給油する。 

タンクローリの補給は，ガスタービン発電機用軽油タンク又は非常用ディーゼル発電機燃

料貯蔵タンク及び高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機燃料貯蔵タンクの軽油を使用する。 

多くの給油対象設備が必要となる事象を想定し，重大事故等発生後７日間，それらの設備

の運転継続に必要な燃料（軽油）を確保するため，ガスタービン発電機用軽油タンクは約 560m3

を 1基，非常用ディーゼル発電機燃料貯蔵タンクは１基あたり約 170m3を２基及び１基あたり

約 100m3を３基，高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機燃料貯蔵タンクは約 170m3を１基とし，

管理する。 
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1.15 事故時の計装に関する手順等 

方
針
目
的

重大事故等が発生し，計測機器の故障等により，当該重大事故等に対処するために監視することが必要なパ

ラメータを計測することが困難となった場合において，当該パラメータを推定するために有効な情報を把握す

るため，計器故障時の対応，計器の計測範囲を超えた場合への対応，計器電源喪失時の対応，計測結果を記録

する手順等を整備する。 

パ
ラ
メ
ー
タ
の
選
定
及
び
分
類

重大事故等に対処するために監視することが必要となるパラメータを技術的能力に係る審査基準1.1～1.15

の手順着手の判断基準及び操作手順に用いるパラメータ並びに有効性評価の判断及び確認に用いるパラメータ

から抽出し，これを抽出パラメータとする。 

抽出パラメータのうち，炉心損傷防止対策，格納容器破損防止対策等を成功させるために把握することが必

要な発電用原子炉施設の状態を直接監視するパラメータを主要パラメータとする。 

また，計器の故障，計器の計測範囲（把握能力）の超過及び計器電源の喪失により，主要パラメータを計測

することが困難となった場合において，主要パラメータの推定に必要なパラメータを代替パラメータとする。 

一方，抽出パラメータのうち，発電用原子炉施設の状態を直接監視することはできないが，電源設備の受電

状態，重大事故等対処設備の運転状態及びその他の設備の運転状態により発電用原子炉施設の状態を補助的に

監視するパラメータを補助パラメータとする。 

主要パラメータは以下のとおり分類する。 

・重要監視パラメータ

 主要パラメータのうち，耐震性，耐環境性を有し，重大事故等対処設備としての要求事項を満たした計

器を少なくとも１つ以上有するパラメータをいう。 

・有効監視パラメータ

主要パラメータのうち，自主対策設備の計器のみで計測されるが，計測することが困難となった場合に

その代替パラメータが重大事故等対処設備としての要求事項を満たした計器で計測されるパラメータを

いう。 

代替パラメータは以下のとおり分類する。 

・重要代替監視パラメータ

 主要パラメータの代替パラメータを計測する計器が重大事故等対処設備としての要求事項を満たした

計器を少なくとも１つ以上有するパラメータをいう。 

・有効監視パラメータ

主要パラメータの代替パラメータが自主対策設備の計器のみで計測されるパラメータをいう。 

第�1.1－1�表 重大事故等対策における手順書の概要（15／19） 

別紙10-5
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対
応
手
段
等

監
視
機
能
喪
失
時

計
器
故
障
時

他
チ
ャ
ン
ネ
ル

に
よ
る
計
測

主要パラメータを計測する多重化された重要計器が，計器の故障により計測することが

困難となった場合において，他チャンネルの重要計器により計測できる場合は，当該計器

を用いて計測を行う。 

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
に
よ
る
推
定

主要パラメータを計測する計器の故障により主要パラメータの監視機能が喪失した場合

は，代替パラメータにより主要パラメータを推定する。 

推定にあたり，使用する計器が複数ある場合は，代替パラメータと主要パラメータの関

連性，検出器の種類，使用環境条件，計測される値の不確かさ等を考慮し，使用するパラ

メータの優先順位をあらかじめ定める。

代替パラメータによる主要パラメータの推定は，以下の方法で行う。

・同一物理量（温度，圧力，水位，放射線量率，水素濃度，中性子束，酸素濃度）によ

り推定

・水位を注水源若しくは注水先の水位変化又は注水量及びポンプ出口圧力により推定

・流量を注水源又は注水先の水位変化を監視することにより推定

・除熱状態を温度，圧力，流量等の傾向監視により推定

・圧力又は温度を水の飽和状態の関係により推定

・注水量を注水先の圧力から注水特性の関係により推定

・未臨界状態の維持を制御棒の挿入状態により推定

・酸素濃度をあらかじめ評価したパラメータの相関関係により推定

・水素濃度を装置の作動状況により推定

・エリア放射線モニタの傾向監視により格納容器バイパス事象が発生したことを推定

・原子炉格納容器への空気（酸素）の流入の有無を原子炉格納容器内圧力により推定

・燃料プールの状態を同一物理量（水位），あらかじめ評価した水位と放射線量の相関関

係及びカメラによる監視により，燃料プールの水位又は必要な水遮蔽が確保されてい

ることを推定

・原子炉圧力容器内の圧力とサプレッション・チェンバの圧力の差圧により原子炉圧力

容器の満水状態を推定
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対
応
手
段
等

監
視
機
能
喪
失
時

計
器
の
計
測
範
囲
（
把
握
能
力
）
を
超
過
し
た
場
合

代
替
パ
ラ
メ
ー
タ
に
よ
る
推
定

原子炉圧力容器内の温度，圧力及び水位，並びに原子炉圧力容器及び原子炉格納容器へ

の注水量を監視するパラメータのうち，パラメータの値が計器の計測範囲を超えるものは，

原子炉圧力容器内の温度及び水位である。 

原子炉圧力容器内の温度及び水位の値が計器の計測範囲（把握能力）を超過した場合，

発電用原子炉施設の状態を推定するための手順を以下に示す。 

・原子炉圧力容器内の温度のパラメータである原子炉圧力容器温度が計測範囲を超える

（500℃以上）場合は，可搬型計測器により原子炉圧力容器温度を計測する。

・原子炉圧力容器内の水位のパラメータである原子炉水位が計測範囲を超えた場合は，

原子炉隔離時冷却ポンプ出口流量，代替注水流量（常設），低圧原子炉代替注水流量，

高圧炉心スプレイポンプ出口流量，残留熱除去ポンプ出口流量，低圧炉心スプレイポ

ンプ出口流量，高圧原子炉代替注水流量，残留熱代替除去系原子炉注水流量のうち，

機器動作状態にある流量計より崩壊熱除去に必要な水量の差を算出し，直前まで判明

していた水位に変換率を考慮することにより原子炉圧力容器内の水位を推定する。 

  なお，原子炉圧力容器内が満水状態であることは，原子炉圧力（ＳＡ）とサプレッシ

ョン・チェンバ圧力（ＳＡ）の差圧により，原子炉圧力容器内の水位が燃料棒有効長

頂部以上であることは，原子炉圧力容器温度（ＳＡ）により推定可能である。 

可
搬
型
計
測
器
に
よ
る
計
測

原子炉圧力容器内の温度，圧力及び水位，並びに原子炉圧力容器及び原子炉格納容器へ

の注水量を計測するパラメータ以外で計器の計測範囲を超えた場合は，可搬型計測器によ

り計測することも可能である。 

計
器
電
源
喪
失
時

全交流動力電源喪失が発生した場合は，以下の手段により計器へ給電し，重要監視パラメータ及び重

要代替監視パラメータを計測又は監視する。 

・所内常設蓄電式直流電源設備又は常設代替直流電源設備から給電する。

・常設代替交流電源設備又は可搬型代替交流電源設備から給電する。

・直流電源が枯渇するおそれがある場合は，可搬型直流電源設備等から給電する。

代替電源(交流，直流)からの給電が困難となり，中央制御室でのパラメータ監視が不能となった場合

は，重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータのうち手順着手の判断基準及び操作に必要なパラ

メータを可搬型計測器により計測又は監視する。

パ
ラ
メ
ー
タ
記
録

重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータは，安全パラメータ表示システム（ＳＰＤＳ）によ

り計測結果を記録する。 

ただし，複数の計測結果を使用し計算により推定する主要パラメータ（使用した計測結果を含む。）の

値，現場操作時のみ監視する現場の指示値及び可搬型計測器で計測されるパラメータの値は記録用紙に

記録する。 
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配
慮
す
べ
き
事
項

発
電
用
原
子
炉
施
設

の
状
態
把
握

重要監視パラメータ及び重要代替監視パラメータの計測範囲，個数，耐震性及び非常用電源から

の給電の有無を示し，設計基準を超える状態における発電用原子炉施設の状態を把握する能力を明

確化する。 

確
か
ら
し
さ
の
考
慮

圧力のパラメータと温度のパラメータを水の飽和状態の関係から推定する場合は，水が飽和状態

にないと不確かさが生じるため，計器が故障するまでの発電用原子炉施設の状況及び事象進展状況

を踏まえ，複数の関連パラメータを確認し，有効な情報を得た上で推定する。 

推定にあたっては，代替パラメータの誤差による影響を考慮する。 

可
搬
型
計
測
器
に
よ
る
計
測

又
は
監
視
の
留
意
事
項

可搬型計測器による計測対象の選定を行う際，同一パラメータにチャンネルが複数ある場合は，

いずれか１つの適切なチャンネルを選定し計測又は監視する。同一の物理量について複数のパラメ

ータがある場合は，いずれか１つの適切なパラメータを選定し計測又は監視する。 
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第
1
.2

－
1
表
 

自
然

現
象
が
発

電
用
原

子
炉

施
設
へ
与

え
る

影
響

評
価

（
２

／
８

）
 

自
然

現
象
 

設
計

基
準

を
超

え
る

自
然

現
象

が
発
電
用

原
子
炉

施
設

へ
与
え
る

影
響
の

評
価

 

自
然

現
象

の
想

定
規

模
と

 

喪
失

す
る

可
能

性
の

あ
る

 

設
備

・
機

能
 

最
終

的
な

 

プ
ラ

ン
ト

状
態

 

地
震

 
・

燃
料

プ
ー

ル
の

ス
ロ

ッ
シ

ン
グ

に
よ
る

プ
ー
ル

水
の
溢

水
及
び

全
交
流

動
力
電

源
喪
失

に
よ
る

燃
料
プ

ー
ル

冷

却
系

の
機

能
喪

失
に

伴
う

プ
ー

ル
水
の
蒸

発
に
よ

り
，
燃

料
プ
ー

ル
の
水

位
が
低

下
す
る

。

・
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
・

ポ
ス

ト
の

監
視
機
能

が
喪
失

す
る
可

能
性
が

あ
る
。

・
保

管
し

て
い

る
危

険
物

に
よ

る
火
災
の

発
生
の

可
能
性

が
あ
る

。

・
斜

面
の

崩
壊

，
地

盤
の

陥
没

等
に
よ
り

ア
ク
セ

ス
ル
ー

ト
の
通

行
が
困

難
と
な

り
，
事

故
の
対

策
に
影

響
を

及

ぼ
す

可
能

性
が

あ
る

。

【
主

な
対

応
】

 

・
可

搬
型

重
大

事
故

等
対

処
設

備
等
に
よ

る
プ
ラ

ン
ト
状

況
の
把

握
，
給

電
及
び

注
水
を

行
う
。

・
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
・

ポ
ス

ト
が

使
用
で
き

な
い
場

合
は
，

可
搬
式

モ
ニ
タ

リ
ン
グ

・
ポ
ス

ト
に
よ

り
測
定

及
び

監

視
を

行
う

。

・
火

災
が

発
生

し
た

場
合

は
，

化
学
消
防

自
動
車

等
の
消

火
設
備

に
よ
る

消
火
を

行
う
。

・
屋

外
ア

ク
セ

ス
ル

ー
ト

上
に

通
行
不
能

の
影
響

が
あ
る

場
合
は

，
重
機

に
よ
り

仮
復
旧

を
行
う

。

津
波

 
【

影
響

評
価

に
当

た
っ

て
の

考
慮

事
項
】

 

・
発

電
所

近
傍

を
震

源
と

す
る

地
震

を
考

慮
し

，
地

震
発

生
後

，
1
5
分

程
度

で
津

波
が

来
襲

す
る

と
想

定
す

る
。

・
基

準
津

波
を

超
え

る
規

模
と

し
て
，
防

波
壁
の

高
さ
（

1
5m
）

を
上
回

る
高
さ

の
津
波

を
想
定

す
る
。

【
設

計
基

準
を

超
え

る
場

合
の

影
響
評
価

】

・
屋

外
変

圧
器

の
水

没
に

よ
り

，
外
部
電

源
喪
失

に
至
る

可
能
性

が
あ
る

。

・
原

子
炉

補
機

海
水

ポ
ン

プ
の

水
没
に
よ

り
，
補

機
冷
却

系
喪
失

に
至
る

可
能
性

が
あ
る

。

・
建

物
内

へ
の

浸
水

に
よ

り
，

計
装

・
制

御
系

，
Ｅ

Ｃ
Ｃ

Ｓ
等

の
緩

和
機

能
が

喪
失

し
，

直
接

炉
心

損
傷

に
至

る
可

能
性

が
あ

る
。

・
タ

ン
ク

等
か

ら
の

火
災

発
生

，
漂

流
物

等
に

よ
り

，
ア

ク
セ

ス
ル

ー
ト

の
通

行
に

支
障

を
き

た
し

，
重

大
事

故
等

対
策

に
影

響
を

及
ぼ

す
可

能
性
が
あ

る
。

【
主

な
対

応
】

 

・
可

搬
型

重
大

事
故

等
対

処
設

備
等
に
よ

る
プ
ラ

ン
ト
状

況
の
把

握
，
給

電
及
び

注
水
を

行
う
。

・
火

災
が

発
生

し
た

場
合

は
，

化
学
消
防

自
動
車

等
の
消

火
設
備

に
よ
る

消
火
を

行
う
。

・
屋

外
ア

ク
セ

ス
ル

ー
ト

上
に

通
行
不
能

の
影
響

が
あ
る

場
合
は

，
重
機

に
よ
り

仮
復
旧

を
行
う

。

【
防

波
壁

を
超

え
る

高
さ

の

津
波

を
想

定
し

た
場

合
に

喪
失

す
る

可
能

性
の

あ
る

機
器

】
 

・
送

受
電

設
備

・
原

子
炉

補
機

海
水

ポ
ン

プ

・
計

装
・

制
御

系
，

Ｅ
Ｃ

Ｃ

Ｓ
等

の
緩

和
機

能

【
次

の
プ

ラ
ン

ト
状

態

が
相

乗
し

て
発

生
す

る
可

能
性

が
あ

る
】

 

・
外

部
電

源
喪

失

・
補

機
冷

却
系

喪
失

・
直

接
炉

心
損

傷
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表
 

自
然

現
象
の
重

畳
が
発

電
用

原
子
炉
施

設
へ
与

え
る

影
響

評
価

（
１

／
２

）
 

自
然

現
象
 

設
計

基
準

を
超

え
る
自
然

現
象
が

発
電
用

原
子
炉

施
設
へ

与
え
る

影
響
の

評
価

 

自
然

現
象

の
想

定
規

模
と

 

喪
失

す
る

可
能

性
の

あ
る

 

設
備

・
機

能
 

最
終

的
な

 

プ
ラ

ン
ト

状
態

 

大
規

模
地

震
と

大
規

模
津

波
の

重
畳

 

【
影
響

評
価

に
当

た
っ

て
の

考
慮

事
項

】
 

・
事
前

の
予

測
に

つ
い

て
は

，
現

在
確

立
し
た
手

法
が
存

在
し
な

い
こ
と

か
ら
，

予
兆
な

く
地
震

が
発
生

す
る

。

・
地
震

発
生

後
，

1
5
分

程
度

で
津

波
が

来
襲

す
る

と
想
定

す
る
。

・
基
準

地
震

動
を

超
え

る
地

震
の

発
生

を
想
定
す

る
。

・
基
準

津
波

を
超

え
る

規
模

と
し

て
，

防
波
壁
の

高
さ
（

1
5m
）

を
上
回

る
高
さ

の
津
波

を
想
定

す
る
。

【
設
計

基
準

を
超

え
る

場
合

の
影

響
評

価
】

・
送
受

電
設

備
の

碍
子

等
の

損
傷

に
よ

り
，
外
部

電
源
喪

失
に
至

る
可
能

性
が
あ

る
。

・
原
子

炉
補

機
海

水
ポ

ン
プ

等
の

損
傷

に
よ
る
補

機
冷
却

系
喪
失

及
び
デ

ィ
ー
ゼ

ル
発
電

機
の
損

傷
に
よ

る
全

交
流

動

力
電

源
喪

失
に

至
る

可
能

性
が

あ
る
。

さ
ら
に
，

原
子
炉

隔
離
時

冷
却
系

コ
ン
ト

ロ
ー
ル

セ
ン
タ

の
浸
水

に
よ

り
，

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
が

機
能

喪
失
し
た

場
合
は

，
高
圧

・
低
圧

注
水
機

能
喪
失

に
至
る

可
能
性

が
あ
る

。

・
直
流

電
源

を
供

給
す

る
設

備
の

損
傷
に

よ
り
，

非
常
用

交
流
電

源
の
制

御
機
能

等
が
喪

失
す
る

た
め
，

全
交

流
動

力

電
源

喪
失

に
至

る
可

能
性

が
あ

る
。

・
原
子

炉
建

物
が

大
規

模
に

損
傷

す
る

場
合
に
は

，
緩
和

で
き
な

い
大
規

模
な
Ｌ

Ｏ
Ｃ
Ａ

（
Ｅ
ｘ

ｃ
ｅ
ｓ

ｓ
ｉ

ｖ
ｅ

Ｌ
Ｏ

Ｃ
Ａ

）
が

発
生

す
る

と
同

時
に
，
建

物
内
の

原
子
炉

注
水
系

配
管
が

損
傷
し

て
原
子

炉
注
水

機
能
も

喪
失

す
る

た
め

，
重

大
事

故
に

至
る

可
能

性
が
あ
る

。
建
物

損
傷
の

二
次
的

被
害
に

よ
り
，

原
子
炉

格
納
容

器
や
原

子
炉

格
納

容
器

の
貫

通
配

管
が

損
傷

し
て

お
り
，
閉

じ
込
め

機
能
に

も
期
待

す
る
こ

と
は
で

き
な
い

。

・
原
子

炉
格

納
容

器
内

の
配

管
及

び
Ｅ

Ｃ
Ｃ
Ｓ
注

入
配
管

が
同
時

に
損
傷

し
て
，

大
規
模

な
Ｌ

Ｏ
Ｃ
Ａ
（

Ｅ
ｘ

ｃ
ｅ

ｓ

ｓ
ｉ

ｖ
ｅ

 
Ｌ

Ｏ
Ｃ

Ａ
）

が
発

生
す
る
と

同
時
に

，
原
子

炉
注
水

機
能
も

喪
失
す

る
た
め

，
重
大

事
故
に

至
る

可
能

性
が

あ
る

。

・
原
子

炉
圧

力
容

器
の

損
傷

に
よ

り
，

原
子
炉
冷

却
材
圧

力
バ
ウ

ン
ダ
リ

の
大
規

模
な
損

傷
や
，

炉
内
構

造
物

の
大

規

模
な

破
損

に
よ

る
原

子
炉

冷
却

材
の
流
路

閉
塞
等

に
よ
り

，
炉
心

の
除
熱

が
困
難

と
な
り

重
大
事

故
に
至

る
可

能
性

が
あ

る
。

・
制
御

室
建

物
が

大
規

模
に

損
傷

す
る

場
合
に
は

，
建
物

内
に
設

置
さ
れ

て
い
る

主
要
な

設
備
の

す
べ
て

が
同

時
に

損

傷
す

る
こ

と
を

想
定

す
る

と
，

中
央
制
御

室
損
傷

に
よ
る

中
央
制

御
盤
等

の
損
傷

に
よ
り

原
子
炉

注
水
機

能
等

が
喪

失
し

，
重

大
事

故
に

至
る

可
能

性
が
あ
る

。

・
廃
棄

物
処

理
建

物
が

大
規

模
に

損
傷

す
る
場
合

に
は
，

建
物
内

に
設
置

さ
れ
て

い
る
主

要
な
設

備
の
す

べ
て

が
同

時

に
損

傷
す

る
こ

と
を

想
定

す
る

と
，
補
助

盤
室
や

バ
ッ
テ

リ
室
損

傷
に
よ

り
緩
和

系
の
制

御
機
能

が
喪
失

す
る

。
こ

れ
に

よ
り

原
子

炉
注

水
機

能
等

が
喪
失
し

，
重
大

事
故
に

至
る
可

能
性
が

あ
る
。

・
複
数

の
制

御
盤

等
が

同
時

に
損

傷
す

る
こ
と
に

よ
り
，

計
装
・

制
御
系

喪
失
に

至
る
可

能
性
が

あ
る
。

【
地

震
と

津
波

の
重

畳
に

よ

り
喪

失
す

る
可

能
性

の
あ

る
機

器
】

 

・
送

受
電

設
備

・
原

子
炉

補
機

海
水

ポ
ン

プ

・
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機

・
直

流
電

源

・
原

子
炉

冷
却

材
圧

力

バ
ウ

ン
ダ

リ

・
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

・
設

計
基

準
事

故
対

処
設

備

（
Ｅ

Ｃ
Ｃ

Ｓ
等

）

・
原

子
炉

格
納

容
器

・
原

子
炉

圧
力

容
器

・
原

子
炉

建
物

・
制

御
室

建
物

・
廃

棄
物

処
理

建
物

・
計

装
・

制
御

系

・
隔

離
弁

等
の

閉
機

能
及

び

原
子

炉
格

納
容

器
外

配

管

・
燃

料
プ

ー
ル

・
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
・

ポ
ス

ト

【
次

の
プ

ラ
ン

ト
状

態
が

相
乗

し
て

発

生
す

る
可

能
性

が

あ
る

】
 

・
外

部
電

源
喪

失

・
補

機
冷

却
系

喪
失

・
全

交
流

動
力

電
源

喪
失

・
Ｌ

Ｏ
Ｃ

Ａ
及

び

Ｅ
Ｃ

Ｃ
Ｓ

注
水

機

能
喪

失

・
原

子
炉

格
納

容
器

損
傷

・
原

子
炉

圧
力

容
器

損
傷

・
原

子
炉

建
物

損
傷

・
制

御
室

建
物

損
傷

・
廃

棄
物

処
理

建
物

損
傷

・
計

装
・

制
御

系
喪

失

・
格

納
容

器
バ

イ
パ

ス

・
直

接
炉

心
損

傷
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第 1.2－13表 機能喪失を想定する設計基準事故対処設備と整備する手順(1.10) 

（２／２） 

※１：静的触媒式水素処理装置は，中央制御室運転員による操作不要の水素濃度制御設備である。

※２：手順は「1.14 電源の確保に関する手順等」にて整備する。

※３：手順は「1.13 重大事故等の収束に必要となる水の供給手順等」にて整備する。

※４：手順は「1.12 発電所外への放射性物質の拡散を抑制するための手順等」にて整備する。

分類 
機能喪失を想定する 

設計基準事故対処設備 

対応 

手段 
対処設備 手順書 

原
子
炉
格
納
容
器
外
へ
の
水
素
ガ
ス
漏
え
い
抑
制

― 

原
子
炉
ウ
ェ
ル
代
替
注
水
系
に
よ
る

原
子
炉
ウ
ェ
ル
へ
の
注
水
（
淡
水
／
海
水
）

大量送水車 

輪谷貯水槽（西１）※３ 

輪谷貯水槽（西２）※３ 

ホース・接続口

原子炉ウェル代替注水系配管・弁

燃料プール冷却系配管・弁

原子炉ウェル

燃料補給設備※２

自
主
対
策
設
備

事故時操作要領書 

（シビアアクシデント）

「注水-1」

「注水-4」

ＡＭ設備別操作要領書  

「大量送水車による原子炉 

ウェル注水」

水
素
ガ
ス
排
出
に
よ
る
原
子
炉
建
物
等
の
損
傷
防
止

― 

原
子
炉
建
物
燃
料
取
替
階
ブ
ロ
ー
ア
ウ
ト
パ
ネ
ル
開
放 

原子炉建物燃料取替階ブローアウトパネル 

原子炉建物燃料取替階ブローアウトパネル強制開

放装置 

原子炉建物燃料取替階ブローアウトパネル閉止装

置 

大型送水ポンプ車※４ 

ホース※４

放水砲※４

燃料補給設備※２
自
主
対
策
設
備

事故時操作要領書 

（シビアアクシデント）

「水素」

原子力災害対策手順書 

「水素爆発防止のための 

島根２号機原子炉建物燃料取

替階ブローアウトパネル開放

手順」 

「原子炉建物燃料取替階ブロ

ーアウトパネル閉止装置の操

作手順」 
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表

 
 
評

価
事
故
シ
ー

ケ
ン
ス

の
選

定
（
運
転

中
の
原

子
炉

に
お

け
る

重
大

事
故

）
（

２
／

７
）

 
格

納
容
器

破
損

モ
ー

ド
 

該
当

す
る

Ｐ
Ｄ

Ｓ
 

選
定
し
た

Ｐ
Ｄ
Ｓ

 
選

定
し

た
Ｐ

Ｄ
Ｓ

の
考

え
方

 

原
子

炉
圧

力
容

器
外

の
溶

融
燃

料
－

冷
却

材
相

互
作

用
（
Ｆ
Ｃ

Ｉ
）

 

・
Ｔ

Ｑ
Ｕ

Ｖ
・

Ｔ
Ｑ

Ｕ
Ｘ

・
Ｌ

Ｏ
Ｃ

Ａ

・
Ｔ
Ｑ
Ｕ

Ｖ
【

事
象
（

Ｆ
Ｃ
Ｉ

に
お
け

る
発
生

エ
ネ
ル

ギ
の

大
き

さ
）

の
厳

し
さ

】
 

・
本

格
納
容

器
破
損

モ
ー
ド

に
含

ま
れ
る

Ｐ
Ｄ

Ｓ
の

う
ち

，
原

子
炉

圧
力

容
器

外
の

溶
融

燃
料

－
冷

却
材

相
互

作
用
（

Ｆ
Ｃ
Ｉ

）
の

観
点
か

ら
は

，
原

子
炉

格
納

容
器

下
部

へ
落

下
す

る
溶

融
炉

心
の

割
合

が
多

く
，

原
子

炉
圧
力
容

器
破
損

時
の
溶

融
炉
心

の
保

有
エ

ネ
ル

ギ
が

大
き

い
シ

ー
ケ

ン
ス

が
厳

し
く

な
る

。
・
原

子
炉
圧

力
容
器

が
高
圧

で
破

損
に
至

る
場

合
，

格
納

容
器

に
放

出
さ

れ
る

溶
融

炉
心

が
分

散
さ

れ
や

す
い

と
考
え
る

と
，
原
子

炉
圧
力

容
器

が
低

圧
で

破
損

に
至

る
場

合
の

方
が

，
原

子
炉

格
納

容
器

下
部

へ
一

体
と

な
っ
て
落

下
す
る

溶
融
炉

心
の
割

合
が

多
く

な
る

と
考

え
ら

れ
る

。
・
ま
た

，
本

格
納
容

器
破
損

モ
ー

ド
に
対

す
る

事
象

の
厳

し
さ

を
考

慮
す

る
う

え
で

は
，
溶

融
炉

心
・

コ
ン

ク
リ

ー
ト
相

互
作
用

の
緩
和

対
策
で

あ
る

，
原

子
炉

格
納

容
器

下
部

へ
の

水
張

り
が

実
施

さ
れ

た
状

態
を

想
定

し
て
い
る

が
，
そ
の
一

方
で
，
原

子
炉
圧

力
容

器
破

損
が

想
定

さ
れ

る
状

況
で

は
，
高

圧
溶

融
物

放
出

／
格

納
容
器
雰

囲
気
直

接
加
熱

の
発
生

を
防

止
す

る
た

め
，

原
子

炉
圧

力
容

器
の

減
圧

が
実

施
さ

れ
て

い
る

。
・

こ
れ
ら

の
状
況

も
考
慮

し
，
原

子
炉
圧

力
容

器
が

低
圧

状
態

で
破

損
す

る
Ｐ

Ｄ
Ｓ

を
選

定
す

る
も

の
と

し
，

高
圧
状
態

で
破
損

す
る
Ｔ

Ｑ
Ｕ
Ｘ

は
選

定
対

象
か

ら
除

外
す

る
。

・
Ｌ
Ｏ

Ｃ
Ａ
は

，
蒸
気

が
急
速
に

格
納
容

器
に

流
出

す
る

た
め

，
ジ

ル
コ

ニ
ウ

ム
の

酸
化

割
合

が
他

の
低

圧
破

損
シ
ー
ケ

ン
ス
よ

り
小
さ

く
な
り

，
酸

化
ジ

ル
コ

ニ
ウ

ム
質

量
割

合
が

他
の

低
圧

破
損

シ
ー

ケ
ン

ス
よ

り
小

さ
く
な
る

こ
と
で

デ
ブ
リ

の
内
部

エ
ネ

ル
ギ

が
小

さ
く

な
る

と
考

え
ら

れ
る

。
以

上
よ
り

，
本
格

納
容
器

破
損
モ

ー
ド
に

お
い

て
厳

し
い

Ｐ
Ｄ

Ｓ
と

し
て

，
原

子
炉

の
水

位
低

下
が

早
く

，
原

子
炉
圧

力
容
器

破
損
ま

で
の
時

間
が
短

い
Ｔ

Ｑ
Ｕ

Ｖ
を

選
定

す
る

。
ま

た
，
こ

の
Ｐ

Ｄ
Ｓ

に
全

交
流

動
力

電
源

喪
失
を

重
畳
さ

せ
る
こ

と
で
，
電

源
の

復
旧

，
注

水
機

能
の

確
保

等
の

格
納

容
器

破
損

防
止

対
策

を
講

じ
る

た
め
の
対

応
時
間

が
厳
し

い
シ
ナ

リ
オ
と

す
る

。
な

お
，
い

ず
れ

の
Ｐ

Ｄ
Ｓ

を
選

定
し

て
も

必
要

な
監

視
機

能
は

維
持
可

能
で
あ

る
。

 

溶
融
炉
心
・
コ

ン
ク

リ
ー

ト
相

互
作
用

（
Ｍ
Ｃ

Ｃ
Ｉ

）
 

・
Ｔ

Ｑ
Ｕ

Ｖ
・

Ｔ
Ｑ

Ｕ
Ｘ

・
Ｌ

Ｏ
Ｃ

Ａ

・
Ｔ
Ｑ
Ｕ

Ｖ
【

事
象
（

Ｍ
Ｃ
Ｃ

Ｉ
に
寄

与
す
る

溶
融
炉

心
の

エ
ネ

ル
ギ

の
大

き
さ

）
の

厳
し

さ
】

 
・
本
格

納
容
器

破
損
モ

ー
ド
に
含

ま
れ
る

Ｐ
Ｄ

Ｓ
の

う
ち

，
溶

融
炉

心
・

コ
ン

ク
リ

ー
ト

相
互

作
用

の
観

点
か

ら
は
，

原
子
炉
格

納
容
器

下
部

に
落
下
す

る
溶

融
炉

心
の

割
合

が
多

い
シ

ー
ケ

ン
ス

が
厳

し
く

な
る

。
・
原

子
炉
圧

力
容
器

が
高
圧

で
破

損
に
至

る
場

合
，

原
子

炉
格

納
容

器
に

放
出

さ
れ

る
溶

融
炉

心
が

分
散

さ
れ

易
く
，
ま
た
，
落
下
速

度
が
大
き

く
な
る

こ
と

で
，
原

子
炉

格
納

容
器

下
部

に
落

下
し

た
際

の
粒

子
化

割
合

が
高
く
な

り
，
落
下

し
た
溶

融
炉

心
が

冷
却

さ
れ

易
い

と
考

え
る

と
，
原

子
炉

圧
力

容
器

が
低

圧
で

破
損

に
至

る
場
合

の
方
が

，
原
子
炉

格
納

容
器

下
部

へ
一

体
と

な
っ

て
落

下
す

る
溶

融
炉

心
の

割
合

が
多

く
な

る
と

考
え
ら
れ

る
。

・
ま
た

，
原
子

炉
圧
力

容
器
破
損

が
想
定

さ
れ

る
状

況
で

は
，
高

圧
溶

融
物

放
出

／
格

納
容

器
雰

囲
気

直
接

加
熱

の
発
生

を
防
止

す
る
た

め
，
原

子
炉

圧
力

容
器

の
減

圧
が

実
施

さ
れ

て
い

る
。

・
こ
れ
ら

の
状
況

も
考
慮

し
，
原

子
炉
圧

力
容

器
が

低
圧

状
態

で
破

損
す

る
Ｐ

Ｄ
Ｓ

を
選

定
す

る
も

の
と

し
，

高
圧
状
態

で
破
損

す
る
Ｔ

Ｑ
Ｕ
Ｘ

は
選

定
対

象
か

ら
除

外
す

る
。

・
Ｌ
Ｏ

Ｃ
Ａ
は

，
原

子
炉
格

納
容

器
下
部

へ
の

冷
却

材
の

流
入

の
可

能
性

が
あ

り
，
溶

融
炉

心
・

コ
ン

ク
リ

ー
ト

相
互
作

用
の
観

点
で
厳

し
い
事

象
と

は
な

ら
な

い
と

考
え

ら
れ

る
た

め
，

選
定

対
象

か
ら

除
外

す
る

。
以

上
よ
り
，
本
格
納

容
器
破

損
モ

ー
ド
に

お
い

て
最

も
厳

し
い

Ｐ
Ｄ

Ｓ
と

し
て

，
原

子
炉

の
水

位
低

下
が

早
く

，
対

策
実
施

ま
で
の

時
間
余
裕

の
観
点

か
ら

厳
し

い
Ｔ

Ｑ
Ｕ

Ｖ
を

選
定

す
る

。
ま

た
，
こ

の
Ｐ

Ｄ
Ｓ

に
全

交
流

動
力
電

源
喪
失

の
重
畳

を
考
慮

す
る
こ

と
で

，
電

源
の

復
旧

，
注

水
機

能
の

確
保

等
の

格
納

容
器

破
損

防
止

対
策
を
講

じ
る
た

め
の
対

応
時
間

が
厳
し

い
シ

ナ
リ

オ
と

す
る

。
な

お
，

い
ず

れ
の

Ｐ
Ｄ

Ｓ
を

選
定

し
て

も
必

要
な
監
視

機
能
は

維
持
可

能
で
あ

る
。
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1
表

 
「

全
交
流
動

力
電
源

喪
失

（
Ｔ
Ｂ
Ｕ

）
」
の

重
大

事
故

等
対

策
に

つ
い

て
（

１
／

３
）

 

判
断
及
び

操
作

 
手

順
 

重
大
事

故
等

対
処

設
備

 

常
設
設
備

 
可

搬
型

設
備

 
計

装
設

備
 

全
交

流
動

力
電

源
喪

失
及

び
原

子
炉

ス
ク

ラ
ム
確
認

外
部

電
源

喪
失

と
非

常
用

デ
ィ

ー
ゼ

ル
発

電
機

等
が

す
べ

て

機
能

喪
失

し
全

交
流

動
力

電
源
喪

失
と
な

り
，
原

子
炉
が

ス
ク

ラ
ム

し
た

こ
と

を
確

認
す

る
。

Ｂ
－

11
5V
系
蓄
電
池

※
 

－
 

平
均

出
力

領
域

計
装

※
 

高
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

に
よ

る
原

子
炉

注
水
 

事
象

発
生

後
に

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
の

自
動

起
動

が
確

認

で
き

な
い

場
合

，
高

圧
原

子
炉
代

替
注
水

系
を
起

動
し
原

子
炉

注
水

を
開

始
す

る
。
こ

れ
に

よ
り

原
子
炉

水
位
は

回
復
し

，
以

降
炉

心
を

冠
水

維
持

可
能

な
範
囲

に
制
御

す
る
。

 

高
圧
原
子

炉
代
替

注
水
系

 

サ
プ
レ
ッ

シ
ョ
ン

・
チ
ェ

ン
バ

※

Ｂ
－

11
5V

系
蓄
電
池

※
 

Ｓ
Ａ
用

11
5V
系
蓄
電
池
 

－
 

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
 

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

※
 

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

※
 

高
圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量
 

直
流
電
源

切
替

え
 

直
流

電
源

の
枯

渇
を

防
止

す
る
た

め
，
蓄

電
池
の

切
替
え

を
実

施
し

24
 時

間
に

わ
た

っ
て

直
流

電
源

の
供

給
を

行
う

。
所
内

常
設

蓄
電

式
直

流
電

源
設

備
切
替

え
操
作
（
Ｂ
－

1
15
V系

蓄
電

池
か

ら
Ｂ

１
－

11
5
V系

蓄
電

池
（

Ｓ
Ａ

）
）
を

実
施
す

る
前
に

，

計
装

設
備

の
直

流
電

源
切

替
え
操

作
（
Ｂ

－
1
1
5V

系
蓄
電

池
か

ら
Ｓ

Ａ
用

1
15
V系

蓄
電

池
）
を
実

施
す
る

。
ま
た

，
逃
が

し
安

全
弁
（

自
動

減
圧

機
能

付
き

）
に

よ
る
原

子
炉
急

速
減
圧

操
作

を
実

施
す

る
前

に
，
逃

が
し
安
全

弁
用
直

流
電
源

切
替
え

操
作

を
実

施
す

る
。

 

Ｂ
－

11
5V

系
蓄
電
池

※
 

Ｂ
１
－

11
5V

系
蓄
電
池
（
Ｓ
Ａ
）
 

Ｓ
Ａ
用

11
5V
系
蓄
電
池
 

－
 

－
 

※
：
既
許

可
の
対

象
と

な
っ

て
い

る
設

備
を

重
大

事
故

等
対

処
設

備
に

位
置

付
け

る
も

の
 

【
 

】
：

重
大

事
故

等
対

処
設

備
（

設
計

基
準

拡
張

）
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1表
 
「

全
交
流
動

力
電
源

喪
失

（
Ｔ
Ｂ
Ｕ

）
」
の

重
大

事
故

等
対

策
に

つ
い

て
（

２
／

３
）

 

判
断
及
び

操
作

 
手

順
 

重
大

事
故

等
対

処
設

備
 

常
設
設
備

 
可

搬
型

設
備

 
計

装
設

備
 

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系
（
可

搬
型
）
に

よ

る
原
子
炉

注
水
準

備
 

原
子

炉
建

物
原

子
炉

棟
内

の
操

作
に

て
原

子
炉

注
水

に
必

要

な
電

動
弁

（
Ｒ

Ｈ
Ｒ

注
水

弁
及

び
Ｆ

Ｌ
Ｓ

Ｒ
注

水
隔

離
弁

）

の
手

動
開

操
作

を
実

施
す

る
。

 

屋
外

操
作

に
て

大
量

送
水

車
の

準
備

及
び

ホ
ー

ス
展

張
を

実

施
す

る
。

ま
た

，
大

量
送

水
車

の
燃

料
補

給
準

備
を

実
施

す

る
。
 

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
燃

料
貯

蔵
タ
ン
ク

等
※
 

大
量

送
水

車
 

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

－
 

逃
が

し
安

全
弁

に
よ

る
原
子
炉

急
速
減

圧
 

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系

（
可

搬
型

）
に

よ
る

原
子

炉
注

水

の
準

備
が

完
了

後
，

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

温
度

1
0
0℃

で
，
逃

が
し

安
全

弁
（
自

動
減
圧

機
能
付

き
）
６

個
に

よ
る

手
動

減
圧

を
行

う
。

 

逃
が

し
安

全
弁

（
自

動
減

圧
機

能
付

き
）

※
 

Ｂ
１
－

11
5V

系
蓄
電
池
（
Ｓ
Ａ
）
 

Ｓ
Ａ
用

11
5V
系
蓄
電
池
 

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
燃

料
 

貯
蔵
タ
ン

ク
等

※
 

大
量

送
水

車
 

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
 

原
子

炉
圧

力
※
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・
プ

ー
ル

水
温

度
（

Ｓ
Ａ

）
 

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
系
（
可

搬
型
）
に

よ

る
原
子
炉

注
水

 

原
子

炉
急

速
減

圧
に

よ
り

，
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

系
（

可

搬
型

）
の

系
統

圧
力

を
下

回
る

と
，

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水

系
（

可
搬

型
）

に
よ

る
原

子
炉

注
水

が
開

始
さ

れ
る

。
以

後

原
子

炉
水

位
低

（
レ

ベ
ル

３
）

か
ら

原
子

炉
水

位
高

（
レ

ベ

ル
８

）
の

間
で

維
持

す
る

。

Ｂ
１
－

11
5V

系
蓄
電
池
（
Ｓ
Ａ
）
 

Ｓ
Ａ
用

11
5V
系
蓄
電
池
 

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
燃

料
 

貯
蔵
タ
ン

ク
等

※
 

大
量

送
水

車
 

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

原
子

炉
圧

力
（

Ｓ
Ａ

）
 

原
子

炉
圧

力
※
 

原
子

炉
水

位
（

Ｓ
Ａ

）
 

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

※
 

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

※
 

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量
 

低
圧

原
子

炉
代

替
注

水
流

量
（

狭
帯

域
用

）
 

※
：
既
許

可
の
対

象
と

な
っ

て
い

る
設

備
を

重
大

事
故

等
対

処
設

備
に

位
置

付
け

る
も

の
 

【
 

】
：

重
大

事
故

等
対

処
設

備
（

設
計

基
準

拡
張

）
 

別紙10-11

－10-25－



第
3.

1
.4
.
1－

1表
 

「
崩

壊
熱

除
去
機
能

喪
失

（
取
水
機

能
が
喪

失
し

た
場
合
）
」
の

重
大

事
故

等
対

策
に

つ
い

て
（

１
／

２
）

 

判
断
及
び
操
作
 

手
順
 

重
大
事
故
等
対
処
設
備

 

常
設
設
備
 

可
搬
型
設
備

 
計
装
設
備
 

全
交

流
動

力
電

源
喪

失
及

び

原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
確

認
 

外
部

電
源

喪
失
と

非
常

用
デ

ィ
ー
ゼ

ル
発

電
機

等
が

す

べ
て

機
能

喪
失
し

全
交

流
動

力
電
源

喪
失

と
な

り
，

原

子
炉
が
ス
ク
ラ
ム
し
た

こ
と
を
確
認
す
る
。

 

Ｂ
－

11
5V
系
蓄
電
池

※
 

－
 

平
均
出
力
領
域
計
装

※
 

原
子

炉
隔
離

時
冷

却
系
に

よ

る
原
子
炉
注
水

 

原
子

炉
水

位
低
（

レ
ベ

ル
２

）
で
原

子
炉

隔
離

時
冷

却

系
が

自
動

起
動
し

原
子

炉
注

水
を
開

始
す

る
。

こ
れ

に

よ
り
原
子
炉
水
位
は
回

復
し
，
以
後
原
子
炉
水
位
低
（
レ

ベ
ル

２
）

か
ら
原

子
炉

水
位

高
（
レ

ベ
ル

８
）

の
間

で

維
持
す
る
。
 

【
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
】

※
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

※

Ｂ
－

11
5V

系
蓄
電
池

※
 

2
3
0V

系
蓄
電
池
（
Ｒ
Ｃ
Ｉ
Ｃ
）

 

Ｓ
Ａ
用

11
5V
系
蓄
電
池
 

－
 

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
 

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

※
 

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

※
 

【
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
ポ

ン
プ

出
口

流
量
】

※
 

逃
が

し
安

全
弁

に
よ

る
原

子

炉
急
速
減
圧

 

常
設

代
替

交
流
電

源
設

備
に

よ
る
交

流
電

源
供

給
及

び

原
子

炉
補

機
代
替

冷
却

系
の

準
備
完

了
後

，
残

留
熱

除

去
系

（
低

圧
注
水

モ
ー

ド
）

を
起
動

し
，

原
子

炉
隔

離

時
冷

却
系

の
機
能

維
持

の
判

断
目
安

で
あ

る
サ

プ
レ

ッ

シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
温
度

1
00
℃

で
，
逃
が
し
安
全
弁
（
自

動
減
圧
機
能
付
き
）

６
個
に
よ
る
手
動
減
圧
を
行
う
。
 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

 

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
燃

料
貯

蔵
タ

ン

ク
等

※

逃
が
し
安
全
弁
（
自
動
減
圧
機
能
付
き
）

※
 

【
残
留
熱
除
去
系
（
低
圧
注
水
モ
ー
ド

）】
※
 

移
動
式
代

替
熱

交
換
設

備
 

大
型
送
水
ポ
ン
プ
車

 

タ
ン
ク
ロ
ー
リ

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
 

原
子
炉
圧
力

※
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

温
度

（
Ｓ
Ａ
）
 

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水

モ
ー

ド
）

に
よ

る
原

子
炉

注

水
 

原
子

炉
急

速
減
圧

に
よ

り
，

残
留
熱

除
去

系
（

低
圧

注

水
モ

ー
ド

）
の
系

統
圧

力
を

下
回
る

と
，

残
留

熱
除

去

系
（

低
圧

注
水
モ

ー
ド

）
に

よ
る
原

子
炉

注
水

を
開

始

す
る

。
原

子
炉
水

位
は

原
子

炉
水
位

低
（

レ
ベ

ル
３

）

か
ら
原
子
炉
水
位
高
（
レ

ベ
ル
８
）
の
間
で
維
持
す
る
。 

常
設
代
替
交
流
電
源
設
備

 

非
常

用
デ

ィ
ー

ゼ
ル

発
電

機
燃

料
貯

蔵
タ

ン

ク
等

※

【
残
留
熱
除
去
系
（
低
圧
注
水
モ
ー
ド

）】
※
 

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ

※

移
動
式
代

替
熱

交
換
設

備
 

大
型
送
水
ポ
ン
プ
車

 

タ
ン
ク
ロ
ー
リ

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）
 

原
子
炉
圧
力

※
 

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）
 

原
子
炉
水
位
（
広
帯
域
）

※
 

原
子
炉
水
位
（
燃
料
域
）

※
 

【
残
留
熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
流
量
】

※
 

※
：
既
許

可
の
対

象
と

な
っ

て
い

る
設

備
を

重
大

事
故

等
対

処
設

備
に

位
置

付
け

る
も

の
 

【
 

】
：

重
大

事
故

等
対

処
設

備
（

設
計

基
準

拡
張

）
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第
3
.1

.
5
－
2表

 
主
要

解
析
条
件

（
原
子

炉
停

止
機
能
喪

失
）
（

２
／

５
）

 

項
目
 

主
要
解
析
条
件
 

条
件
設
定
の
考
え
方
 

事 故 条 件 

起
因
事
象
 

主
蒸
気
隔
離
弁
の
誤
閉
止
 

炉
心
へ
の
反
応
度
印
加
の
観
点
で
厳
し
い
過
渡
事
象
と
し
て
設
定
 

安
全
機
能

等
の
喪
失
に
対
す
る
仮
定
 

原
子
炉
停
止
機
能
喪
失
 

手
動
で
の
原
子
炉
ス
ク
ラ
ム
失
敗
 

Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩
和
設
備
（
代
替
制
御
棒
挿
入
機
能
）

作
動
失
敗
 

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
も
含
め
た
す
べ

て
の
制
御
棒
挿
入
機
能
の
喪
失
を
設
定
 

評
価
対
象

と
す
る
炉
心
の
状
態
 

９
×
９
燃
料
（
Ａ
型
）
及
び
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
22
8 
体

を
装
荷
し
た
平
衡
サ
イ
ク
ル
末
期
 

サ
イ
ク
ル
初
期
に
比
べ
て
ボ
イ
ド
反
応
度
印
加
割
合
が
大
き
く
，
保
守
的

な
評
価
と
な
る
こ
と
を
考
慮
し
て
設
定

外
部
電
源
 

外
部
電
源
あ
り
 

外
部
電
源
が
あ
る
場
合
，
再
循
環
ポ
ン
プ
は
事
象
発
生
と
同
時
に
ト
リ
ッ

プ
せ
ず
，
原
子
炉
出
力
は
高
く
維
持
さ
れ
る
こ
と
か
ら
，
燃
料
被
覆
管
温

度
，
格
納
容
器
圧
力
及
び
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
・
プ
ー
ル
水
温
度
上
昇
の
観

点
で
事
象
進
展
が
厳
し
く
な
る
こ
と
を
考
慮
し
て
設
定
 

重 大 事 故 等 対 策 に 関 連 す る 機 器 条 件

原
子
炉
ス

ク
ラ
ム
信
号
 

主
蒸
気
隔
離
弁
閉
 

－
 

主
蒸
気
隔

離
弁
閉
止
に
要
す
る
時
間
 

３
秒
 

設
計
上
の
下
限
値
（
最
も
短
い
時
間
）
と
し
て
設
定
 

Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ

緩
和
設
備
（
代
替
原
子
炉
再
循
環

ポ
ン
プ
ト

リ
ッ
プ
機
能
）
 

原
子

炉
圧

力
高

（
7.
41
MP
a[
ga
ge
]
（

遅
れ

時
間

0.
2秒

））
信
号
に
よ
り
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
ト

リ
ッ
プ

Ａ
Ｔ
Ｗ
Ｓ
緩
和
設
備
（
代
替
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
ト
リ
ッ
プ
機
能
）
の

設
計
値
と
し
て
設
定
 

逃
が
し
安

全
弁
 

逃
が
し
弁
機
能
 

7.
58
MP
a[
ga
ge
]×

２
個
，
36
7t
/h
/個

 

7.
65
MP
a[
ga
ge
]×

３
個
，
37
0t
/h
/個

 

7.
72
MP
a[
ga
ge
]×

３
個
，
37
3t
/h
/個

 

7.
79
MP
a[
ga
ge
]×

４
個
，
37
7t
/h
/個

 

逃
が
し
安
全
弁
（
逃
が
し
弁
機
能

）
の
設
計
値
と
し
て
設
定
 

自
動
減
圧
ロ
ジ
ッ
ク
に
よ
る
逃
が
し
安
全
弁
（
自

動
減
圧
機
能
付
き
）
に
よ
る
原
子
炉
急
速
減
圧
 

作
動
時
間
：
格
納
容
器
圧
力
高
 

（
13
.7
kP
a[
ga
ge
]
）

及
び

原
子

炉
水

位
低

（
レ

ベ
ル
１
）
到
達
か
ら
12
0秒

後
 

逃
が
し
安
全
弁
（
自
動
減
圧
機
能

付
き
）
の
設
計
値
と
し
て
設
定
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第 3.4.4－1図 「反応度の誤投入」の対応手順の概要 

複数本の制御棒引き抜き操作を開始 

ＣＲ－１の全引き抜き操作 

全制御棒全挿入により未臨界達成 

※１：人的過誤としてＣＲ－２の連続引き抜きを想定する。

ＣＲ－２を「ノッチ」操作で引き抜き 【0秒】 

<約 10秒> 

プラント前提条件 

・複数本の制御棒引抜操作（原子炉停止余裕検査，炉心

増倍率測定等を考慮した設定）

・中間領域計装Ａ，Ｂチャンネルそれぞれ引抜制御棒に

最も近い検出器が１個ずつバイパス状態

・原子炉モードスイッチ「起動」位置

制御棒 

ＣＲ－１：最大反応度価値制御棒全引抜き 

ＣＲ－２：ＣＲ－１の斜め隣接の制御棒 

凡例 

：操作・確認 

：判断 

：操作及び判断 

：プラント状態（解析） 

：緊急時対策要員（現場）の作業 

：運転員と緊急時対策要員（現場）の共同作業 

：解析上考慮しない操作・確認 

原

子

炉

へ

の

注

水

ＣＲ－２の引き抜き操作開始 

ＣＲ－２の連続引き抜き操作※１ 

原子炉スクラム信号発生 

（中間領域計装の中性子束高 

（各レンジフルスケールの 95％）信号） 

制御棒引抜阻止信号発生 

（中間領域計装の中性子束高 

（各レンジフルスケールの 90％）信号） 

【  】：時刻（解析条件） 

< > ：時刻（解析結果）

（正規の操作手順） 

別紙10-14
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添付書類十(追補１)の一部補正 

 

 



－10-追1-1－ 

追補１を以下のとおり補正する。 

頁 行 補正前 補正後 

*1.3-6 上14～上15 …低圧炉心スプレイ・ポンプ 

 … 

…低圧炉心スプレイ・ポンプ

運転… 

*1.3-43 下１ …原子炉隔離時冷却系ポン

プ… 

…原子炉隔離時冷却 ポン

プ… 

*1.3-81  第1.3－22図 重大事故等時

の対応手段選択フローチャ

ート(１／２) 

別紙10-追1-1に変更する。 

*1.4-81  第1.4－2表 重大事故等対

処に係る監視計器  

監視計器一覧(１０／１２) 

別紙10-追1-2に変更する。 

*1.5-120  第1.5－11図 格納容器フ

ィルタベント系による原

子炉格納容器内の減圧及

び除熱 概要図(１／２) 

別紙10-追1-3に変更する。 

*1.5-128  第1.5－18図 格納容器フ

ィルタベント系停止後の

窒素ガスパージ 概要図

(１／２) 

別紙10-追1-4に変更する。 

*1.5-139  第1.5－24図 耐圧強化ベ

ントラインによる原子炉

格納容器内の減圧及び除

熱 概要図(１／２) 

別紙10-追1-5に変更する。 

*1.5-142  第1.5－27図 耐圧強化ベ

ントライン停止後の窒素

ガスパージ 概要図(１／

２) 

別紙10-追1-6に変更する。 

*1.5-147  第1.5－29図 格納容器フ

ィルタベント系による原

子炉格納容器内の減圧及

び除熱（現場操作） 概要

図(１／２) 

別紙10-追1-7に変更する。 



－10-追1-2－ 

頁 行 補正前 補正後 

*1.5-150  第1.5－32図 耐圧強化ベ

ントラインによる原子炉

格納容器内の減圧及び除

熱（現場操作） 概要図(１

／２) 

別紙10-追1-8に変更する。 

*1.7-89 

 

 第 1.7－10図 格納容器フ

ィルタベント系による原子

炉格納容器内の減圧及び除

熱 概要図(１／２) 

別紙10-追1-9に変更する。 

*1.7-97  第1.7－17図 格納容器フィ

ルタベント系停止後の窒素

ガスパージ 概要図(１／

２) 

別紙10-追1-10に変更する。 

*1.7-113  第1.7－27図 格納容器フィ

ルタベント系による原子炉

格納容器内の減圧及び除熱

（現場操作） 概要図(１／

２) 

別紙10-追1-11に変更する。 

**10-追1 

-9-2 

 第 1.9－4 図 発電用原子

炉運転中の原子炉格納容

器内の不活性化 概要図 

別紙10-追1-12に変更する。 

*1.9-49  第1.9－7図 格納容器フィ

ルタベント系による原子炉

格納容器内の水素ガス及び

酸素ガスの排出 概要図(１

／２) 

別紙10-追1-13に変更する。 

*1.9-57  第1.9－14図 格納容器内雰

囲気計装による原子炉格納

容器内の水素濃度及び酸素

濃度の監視 概要図 

別紙10-追1-14に変更する。 

*1.13-42 上１ 原子炉隔離時冷却系ポンプ

室… 

 

原子炉隔離時冷却 ポンプ

室… 



－10-追1-3－ 

頁 行 補正前 補正後 

*1.14-144  第1.14－17図 号炉間電力

融通ケーブル（可搬型）を使

用したＭ／Ｃ Ｃ系又はＭ

／Ｃ Ｄ系受電（号炉間電力

融通ケーブル（可搬型）を使

用したＭ／Ｃ Ｃ系又はＭ

／Ｃ Ｄ系受電の場合） タ

イムチャート 

別紙10-追1-15に変更する。 

*1.14-158  第1.14－30図 可搬型直流

電源設備による給電（高圧発

電機車（原子炉建物西側の高

圧発電機車接続プラグ収納

箱に接続）による給電の場

合） タイムチャート 

別紙10-追1-16に変更する。 

*1.14-159  第1.14－31図 可搬型直流

電源設備による給電 

（高圧発電機車（原子炉建物

南側の高圧発電機車接続プ

ラグ収納箱に接続）による給

電の場合）タイムチャート 

別紙10-追1-17に変更する。 

**10-追1 

-14-23 

 第1.14－51図 ガスタービ

ン発電機又は高圧発電機車

によるＳＡロードセンタ及

びＳＡコントロールセンタ

受電（高圧発電機車（ガスタ

ービン発電機建物（緊急用メ

タクラ）の緊急用メタクラ接

続プラグ盤への接続）による 

ＳＡロードセンタ及びＳＡ

コントロールセンタ受電の

場合（故意による大型航空機

の衝突その他のテロリズム

による影響がある場合）） 

タイムチャート 

 

 

別紙10-追1-18に変更する。 



－10-追1-4－ 

頁 行 補正前 補正後 

*1.15-48  第1.15－2表 重要監視パラ

メータ及び重要代替監視パ

ラメータ（重大事故等対処設

備）(14／18) 

別紙10-追1-19に変更する。 

*1.15-50  第1.15－2表 重要監視パラ

メータ及び重要代替監視パ

ラメータ（重大事故等対処設

備）(16／18) 

別紙10-追1-20に変更する。 

*1.16-32 下10 …原子炉建物空調換気系… …原子炉棟換気系… 

**10-追1 

-16-25 

 第1.16－21図 非常用ガス処

理系概要図（運転時） 

別紙10-追1-21に変更する。 

なお，*を付した頁は，令和３年５月 10 日付け，電安炉技第１号で一部補正した

頁を，**を付した頁は，令和３年６月 14 日付け, 電安炉技第７号で一部補正した

頁を示す。 

 



 

第1.3－22図 重大事故等時の対応手段選択フローチャート(１／２) 

（1）フロントライン系故障時の対応手段の選択 

別紙10‑追1‑1
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監視計器一覧(１０／１２) 

手順書 
重大事故等の対応に 

必要となる監視項目 
監視パラメータ（計器） 

1.4.2.3 重大事故等対処設備（設計基準拡張）による対応手順 

(1) 残留熱除去系（低圧注水モード）による原子炉圧力容器への注水

事故時操作要領書（徴候ベース） 

「水位確保」等 

判
断
基
準

原子炉圧力容器内の水位 

原子炉水位（広帯域） 

原子炉水位（狭帯域） 

原子炉水位（燃料域） 

原子炉水位（ＳＡ） 

補機監視機能 

Ａ－残留熱除去ポンプ出口流量 

Ｂ－残留熱除去ポンプ出口流量 

Ｃ－残留熱除去ポンプ出口流量 

電源 

Ｃ－メタクラ母線電圧 

Ｄ－メタクラ母線電圧 

Ｃ－ロードセンタ母線電圧 

Ｄ－ロードセンタ母線電圧 

水源の確保 サプレッション・プール水位（ＳＡ）

操
作

原子炉圧力容器内の水位 

原子炉水位（広帯域） 

原子炉水位（狭帯域） 

原子炉水位（燃料域） 

原子炉水位（ＳＡ） 

原子炉圧力容器内の圧力 
原子炉圧力 

原子炉圧力（ＳＡ） 

原子炉圧力容器内への注水量 

Ａ－残留熱除去ポンプ出口流量 

Ｂ－残留熱除去ポンプ出口流量 

Ｃ－残留熱除去ポンプ出口流量 

補機監視機能 

Ａ－残留熱除去ポンプ出口圧力 

Ｂ－残留熱除去ポンプ出口圧力 

Ｃ－残留熱除去ポンプ出口圧力 

水源の確保 サプレッション・プール水位（ＳＡ）

別紙10‑追1‑2
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第
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5
－
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1図

 
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
減
圧
及
び
除
熱

 
概
要
図

(１
／
２

)
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第
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1
8図

 
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
停
止
後
の
窒
素
ガ
ス
パ
ー
ジ

 
概
要
図

(１
／
２

)
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第
1
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－

2
4図

 
耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
ラ
イ
ン
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
減
圧
及
び
除
熱

 
概
要
図
(
１
／
２
)
 

記
載
例

 
○
 

：
操
作
手
順
番
号
を
示
す
。
 

○
a～

：
同
一
操
作
手
順
番
号
内
で
選
択
し
て
実
施
す
る
操
作
が
あ
る
場
合
の
操
作
手
順
の
優
先
番
号
を
示
す
。
 

○
※
１
～
 
 ：

同
一
操
作
手
順
番
号
内
に
複
数
の
操
作
又
は
確
認
を
実
施
す
る
対
象
弁
が
あ
る
場
合
，
そ
の
実
施
順
を
示
す
。
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2
7
図
 
耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
ラ
イ
ン
停
止
後
の
窒
素
ガ
ス
パ
ー
ジ

 
概
要
図

(
１
／
２

)
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第
1
.5
－

2
9
図
 
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
減
圧
及
び
除
熱
（
現
場
操
作
）

 
概
要
図

(
１
／
２

)
 

別紙10‑追1‑7

－10-追1-11－



第
1.

5
－

3
2図

 
耐
圧
強
化
ベ
ン
ト
ラ
イ
ン
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
減
圧
及
び
除
熱
（
現
場
操
作
）

 
概
要
図

(１
／
２
)
 

別紙10-追1-8

－10-追1-12－



 

第
1.
7－

1
0
図
 
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
減
圧
及
び
除
熱

 
概
要
図

(
１
／
２

)

記
載
例
 
○
 

：
操
作
手
順
番
号
を
示
す
。
 

○
a～

：
同
一
操
作
手
順
番
号
内
で
選
択
し
て
実
施
す
る
操
作
が
あ
る
場
合
の
操
作
手
順
の
優
先
番
号
を
示
す
。
 

○
※
１
～
 
 ：

同
一
操
作
手
順
番
号
内
に
複
数
の
操
作
又
は
確
認
を
実
施
す
る
対
象
弁
が
あ
る
場
合
，
そ
の
実
施
順
を
示
す
。
 

別紙10‑追1‑9

－10-追1-13－



  

第
1.
7－

1
7
図

 
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
停
止
後
の
窒
素
ガ
ス
パ
ー
ジ

 
概
要
図

(１
／
２

)
 

記
載
例
 
○
 

：
操
作
手
順
番
号
を
示
す
。
 

○
a～

：
同
一
操
作
手
順
番
号
内
で
選
択
し
て
実
施
す
る
操
作
が
あ
る
場
合
の
操
作
手
順
の
優
先
番
号
を
示
す
。
 

○
※
１
～
 
 ：

同
一
操
作
手
順
番
号
内
に
複
数
の
操
作
又
は
確
認
を
実
施
す
る
対
象
弁
が
あ
る
場
合
，
そ
の
実
施
順
を
示
す
。
 

別紙10‑追1‑10

－10-追1-14－



 

第
1
.7
－

2
7
図
 
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
減
圧
及
び
除
熱
（
現
場
操
作
）

 
概
要
図

(１
／
２

)
 

記
載
例
 
○
 

：
操
作
手
順
番
号
を
示
す
。
 

○
a～

：
同
一
操
作
手
順
番
号
内
で
選
択
し
て
実
施
す
る
操
作
が
あ
る
場
合
の
操
作
手
順
の
優
先
番
号
を
示
す
。
 

○
※
１
～
 
 ：

同
一
操
作
手
順
番
号
内
に
複
数
の
操
作
又
は
確
認
を
実
施
す
る
対
象
弁
が
あ
る
場
合
，
そ
の
実
施
順
を
示
す
。
 

別紙10‑追1‑11

－10-追1-15－



第
1
.9
－
4
図

 
発
電
用
原
子
炉
運
転
中
の
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
不
活
性
化

 概
要
図

 

別紙10‑追1‑12

－10-追1-16－



第
1
.9
－

7
図

 
格
納
容
器
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
系
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
水
素
ガ
ス
及
び
酸
素
ガ
ス
の
排
出

 
概
要
図

(１
／
２

)
 

記
載
例
 
○
 

：
操
作
手
順
番
号
を
示
す
。
 

○
a～

：
同
一
操
作
手
順
番
号
内
で
選
択
し
て
実
施
す
る
操
作
が
あ
る
場
合
の
操
作
手
順
を
示
す
。
 

○
※
１
～
 
 ：

同
一
操
作
手
順
番
号
内
に
複
数
の
操
作
又
は
確
認
を
実
施
す
る
対
象
弁
が
あ
る
場
合
，
そ
の
実
施
順
を
示
す
。

別紙10‑追1‑13

－10-追1-17－



第
1.
9
－

1
4図

 
格
納
容
器
内
雰
囲
気
計
装
に
よ
る
原
子
炉
格
納
容
器
内
の
水
素
濃
度
及
び
酸
素
濃
度
の
監
視

 
概
要
図

 

別紙10‑追1‑14

－10-追1-18－



手
順
の
項
目

Ｍ
／

Ｃ
　

Ｃ
系

又
は

Ｍ
／

Ｃ
　

Ｄ
系

受
電

準
備

受
電

確
認

※
１

移
動

，
受

電
準

備

受
電

準
備

受
電

操
作

移
動

ケ
ー

ブ
ル

敷
設

ケ
ー

ブ
ル

接
続

※
２
　
号
炉
間
電
力
融
通
ケ
ー
ブ
ル
（
可
搬
型
）
を
使
用
し
た
Ｍ
／
Ｃ
　
Ｄ
系
受
電
を
示
す
。
ま
た
，
号
炉
間
電
力
融
通
ケ
ー
ブ
ル
（
可
搬
型
）
を
使
用
し
た
Ｍ
／
Ｃ
　
Ｃ
系
受
電
に
つ
い
て
は
４
時
間
25
分
以
内
で
可
能
で
あ
る
。

要
員
(
数
)

必
要
な
要
員
と
作
業
項
目

経
過
時
間
（
分
）

20
22
0

24
0

26
0

40
28
0

備
考

60
80

10
0

12
0

16
0

18
0

20
0

14
0

30
0

※
１
　
他
号
炉
の
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
Ａ
系
か
ら
受
電
す
る
場
合
は
中
央
制
御
室
運
転
員
に
て
受
電
操
作
を
実
施
す
る
。

緊
急
時
対
策
要
員

３

号
炉
間
電
力
融
通
ケ
ー
ブ
ル
（
可
搬
型
）
を
使
用

し
た
Ｍ
／
Ｃ
　
Ｃ
系
又
は
Ｍ
／
Ｃ
　
Ｄ
系
受
電

（
他
号
炉
の
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
Ｂ
系

か
ら
受
電
す
る
場
合
）

中
央
制
御
室
運
転
員
Ａ

１
※
２

現
場
運
転
員
Ｂ
，
Ｃ

２

４
時
間
25
分

号
炉
間
電
力
融
通
ケ
ー
ブ
ル
（
可
搬
型
）
に
よ
る
電
力
融
通

第
1
.1
4－

1
7
図

 
号

炉
間
電
力

融
通
ケ

ー
ブ

ル
（
可
搬

型
）

を
使
用

し
た
Ｍ
／

Ｃ
 

Ｃ
系

又
は

Ｍ
／

Ｃ
 

Ｄ
系

受
電

 

（
号
炉

間
電

力
融

通
ケ

ー
ブ

ル
（

可
搬
型

）
を

使
用
し
た

Ｍ
／
Ｃ

 
Ｃ

系
又
は
Ｍ

／
Ｃ

 
Ｄ

系
受

電
の

場
合

）
 

タ
イ

ム
チ

ャ
ー

ト

別紙10‑追1‑15

－10-追1-19－



手
順
の
項
目

要
員
(
数
)

緊
急

用
メ

タ
ク

ラ
及

び
Ｓ

Ａ
低

圧
母

線
の

受
電

準
備

受
電

確
認

排
風

機
運

転

移
動

，
仮

設
ケ

ー
ブ

ル
接

続
前

準
備

，
排

風
機

運
転

準
備

移
動

，
排

風
機

電
源

復
旧

移
動

，
充

電
器

盤
へ

の
給

電
，

受
電

操
作

緊
急

時
対

策
所

～
第

４
保

管
エ

リ
ア

移
動

※
２

車
両

健
全

性
確

認
（

高
圧

発
電

機
車

）

高
圧

発
電

機
車

配
置

，
高

圧
発

電
機

車
準

備
，

ケ
ー

ブ
ル

敷
設

，
接

続
プ

ラ
グ

収
納

箱
の

検
電

，
接

続
作

業

移
動

，
メ

タ
ク

ラ
切

替
盤

作
業

移
動

，
高

圧
発

電
機

車
に

よ
る

送
電

移
動

，
仮

設
ケ

ー
ブ

ル
敷

設
，

接
続

※
１
　
第
１
保
管
エ
リ
ア
の
可
搬
型
設
備
を
使
用
し
た
場
合
は
，
２
時
間
10
分
以
内
で
可
能
で
あ
る
。

※
２
　
第
１
保
管
エ
リ
ア
の
可
搬
型
設
備
を
使
用
し
た
場
合
は
，
速
や
か
に
対
応
で
き
る
。

可
搬
型
直
流
電
源
設
備
に
よ
る
給
電

（
高
圧
発
電
機
車
（
原
子
炉
建
物
西
側
の
高
圧
発
電
機

車
接
続
プ
ラ
グ
収
納
箱
に
接
続
）
に
よ
る
給
電
の
場

合
）

【
第
４
保
管
エ
リ
ア
を
使
用
す
る
場
合
】

中
央
制
御
室
運
転
員
Ａ

１

現
場
運
転
員
Ｂ
，
Ｃ

２

緊
急
時
対
策
要
員

３

36
0

必
要
な
要
員
と
作
業
項
目

経
過
時
間
（
分
）

備
考

30
60

90
12
0

15
0

18
0

21
0

24
0

27
0

30
0

33
0

５
時
間

10
分

充
電
器
盤
受
電

２
時
間
40

分
高
圧
発
電
機
車
に
よ
る
給
電

※
１

第
1
.
14

－
30

図
 
可

搬
型
直
流

電
源
設

備
に

よ
る

給
電

 

（
高

圧
発

電
機

車
（

原
子
炉
建
物

西
側
の

高
圧

発
電
機
車

接
続
プ

ラ
グ

収
納
箱

に
接

続
）

に
よ

る
給

電
の

場
合

）
 

タ
イ
ム
チ

ャ
ー
ト

別紙10‑追1‑16

－10-追1-20－



手
順
の
項
目

要
員
(
数
)

緊
急

用
メ

タ
ク

ラ
及

び
Ｓ

Ａ
低

圧
母

線
の

受
電

準
備

受
電

確
認

排
風

機
運

転

移
動

，
仮

設
ケ

ー
ブ

ル
接

続
前

準
備

，
排

風
機

運
転

準
備

移
動

，
排

風
機

電
源

復
旧

移
動

，
充

電
器

盤
へ

の
給

電
，

受
電

操
作

緊
急

時
対

策
所

～
第

４
保

管
エ

リ
ア

移
動

※
２

車
両

健
全

性
確

認
（

高
圧

発
電

機
車

）

高
圧

発
電

機
車

配
置

，
高

圧
発

電
機

車
準

備
，

ケ
ー

ブ
ル

敷
設

，
接

続
プ

ラ
グ

収
納

箱
の

検
電

，
接

続
作

業

移
動

，
メ

タ
ク

ラ
切

替
盤

作
業

移
動

，
高

圧
発

電
機

車
に

よ
る

送
電

移
動

，
仮

設
ケ

ー
ブ

ル
敷

設
，

接
続

※
１
　
第
１
保
管
エ
リ
ア
の
可
搬
型
設
備
を
使
用
し
た
場
合
は
，
２
時
間
10
分
以
内
で
可
能
で
あ
る
。

※
２
　
第
１
保
管
エ
リ
ア
の
可
搬
型
設
備
を
使
用
し
た
場
合
は
，
速
や
か
に
対
応
で
き
る
。

必
要
な
要
員
と
作
業
項
目

経
過
時
間
（
分
）

備
考

30
60

90
12
0

15
0

18
0

21
0

24
0

27
0

30
0

33
0

36
0

可
搬
型
直
流
電
源
設
備
に
よ
る
給
電

（
高
圧
発
電
機
車
（
原
子
炉
建
物
南
側
の
高
圧
発
電
機

車
接
続
プ
ラ
グ
収
納
箱
に
接
続
）
に
よ
る
給
電
の
場

合
）

【
第
４
保
管
エ
リ
ア
を
使
用
す
る
場
合
】

中
央
制
御
室
運
転
員
Ａ

１

現
場
運
転
員
Ｂ
，
Ｃ

２

緊
急
時
対
策
要
員

３

５
時
間

10
分

充
電
器
盤
受
電

２
時
間
40

分
高
圧
発
電
機
車
に
よ
る
給
電

※
１

第
1
.
14

－
31

図
 
可

搬
型
直
流

電
源
設

備
に

よ
る

給
電

 

（
高

圧
発

電
機

車
（

原
子
炉
建
物

南
側
の

高
圧

発
電
機
車

接
続
プ

ラ
グ

収
納
箱

に
接

続
）

に
よ

る
給

電
の

場
合

）
 

タ
イ
ム
チ

ャ
ー
ト

別紙10‑追1‑17

－10-追1-21－



手
順

の
項

目
要

員
(
数

)

緊
急

用
メ

タ
ク

ラ
及

び
Ｓ

Ａ
低

圧
母

線
の

受
電

準
備

受
電

確
認

移
動

，
Ｓ

Ａ
電

源
切

替
盤

操
作

（
Ａ

系
）

移
動

，
Ｓ

Ａ
電

源
切

替
盤

操
作

（
Ｂ

系
）

緊
急

時
対

策
所

～
第

４
保

管
エ

リ
ア

移
動

※
２

車
両

健
全

性
確

認
（

高
圧

発
電

機
車

） 高
圧

発
電

機
車

配
置

高
圧

発
電

機
車

準
備

，
ケ

ー
ブ

ル
敷

設
，

接
続

移
動
，
遮
断
器
操
作

移
動

，
送

電
操

作

手
順

の
項

目
要

員
(
数

)

緊
急

用
メ

タ
ク

ラ
及

び
Ｓ

Ａ
低

圧
母

線
の

受
電

準
備

受
電

確
認

Ｃ
／

Ｃ
　

Ｃ
系

不
要

負
荷

切
離

し

非
常

用
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
セ

ン
タ

切
替

盤
操

作
（

Ａ
系

）

Ｃ
／

Ｃ
　

Ｄ
系

不
要

負
荷

切
離

し

非
常

用
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
セ

ン
タ

切
替

盤
操

作
（

Ｂ
系

）

移
動

，
Ｃ

／
Ｃ

　
Ｃ

系
不

要
負

荷
切

離
し

移
動

，
Ｃ

／
Ｃ

　
Ｄ

系
不

要
負

荷
切

離
し

緊
急

時
対

策
所

～
第

４
保

管
エ

リ
ア

移
動

※
２

車
両

健
全

性
確

認
（

高
圧

発
電

機
車

） 高
圧

発
電

機
車

配
置

高
圧

発
電

機
車

準
備

，
ケ

ー
ブ

ル
敷

設
，

接
続

移
動
，
遮
断
器
操
作

移
動

，
送

電
操

作

※
１

　
第

１
保

管
エ

リ
ア

の
可

搬
型

設
備

を
使

用
し

た
場

合
は

，
４

時
間

2
5
分

以
内

で
可

能
で

あ
る

。
※

２
　

第
１

保
管

エ
リ

ア
の

可
搬

型
設

備
を

使
用

し
た

場
合

は
，

速
や

か
に

対
応

で
き

る
。

高
圧

発
電

機
車

（
ガ

ス
タ

ー
ビ

ン
発

電
機

建
物

（
緊

急
用

メ
タ

ク
ラ

）
の

緊
急

用
メ

タ
ク

ラ
接

続
プ

ラ
グ

盤
へ

の
接

続
）

に
よ

る
Ｓ

Ａ
ロ

ー
ド

セ
ン

タ
及

び
Ｓ

Ａ
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
セ

ン
タ

受
電

の
場

合
（

故
意

に
よ

る
大

型
航

空
機

の
衝

突
そ

の
他

の
テ

ロ
リ

ズ
ム

に
よ

る
影

響
が

あ
る

場
合

）

（
非

常
用

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

セ
ン

タ
切

替
盤

に
よ

る
負

荷
へ

の
受

電
の

場
合

）

【
第

４
保

管
エ

リ
ア

を
使

用
す

る
場

合
】

中
央

制
御

室
運

転
員

Ａ
１

緊
急

時
対

策
要

員
３

現
場

運
転

員
Ｂ

，
Ｃ

２

3
3
0

必
要

な
要

員
と

作
業

項
目

経
過

時
間

（
時

間
）

1
8
0

2
1
0

2
4
0

2
7
0

3
0
0

3
0

6
0

9
0

1
2
0

1
5
0

3
6
0

3
9
0

4
2
0

備
考

4
5
0

緊
急

時
対

策
要

員
３

備
考

3
0

必
要

な
要

員
と

作
業

項
目

経
過

時
間

（
時

間
）

高
圧

発
電

機
車

（
ガ

ス
タ

ー
ビ

ン
発

電
機

建
物

（
緊

急
用

メ
タ

ク
ラ

）
の

緊
急

用
メ

タ
ク

ラ
接

続
プ

ラ
グ

盤
へ

の
接

続
）

に
よ

る
Ｓ

Ａ
ロ

ー
ド

セ
ン

タ
及

び
Ｓ

Ａ
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
セ

ン
タ

受
電

の
場

合
（

故
意

に
よ

る
大

型
航

空
機

の
衝

突
そ

の
他

の
テ

ロ
リ

ズ
ム

に
よ

る
影

響
が

あ
る

場
合

）

（
Ｓ

Ａ
電

源
切

替
盤

に
よ

る
負

荷
へ

の
受

電
の

場
合

）

【
第

４
保

管
エ

リ
ア

を
使

用
す

る
場

合
】

中
央

制
御

室
運

転
員

Ａ
１

現
場

運
転

員
Ｂ

，
Ｃ

２

6
0

9
0

1
2
0

1
5
0

1
8
0

3
6
0

2
1
0

2
4
0

2
7
0

3
0
0

3
3
0

3
9
0

4
2
0

4
5
0

高
圧

発
電

機
車

に
よ

る
Ｓ

Ａ
ロ

ー
ド

セ
ン

タ
４

時
間

4
0
分

※
１

及
び

Ｓ
Ａ

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

セ
ン

タ
受

電

高
圧

発
電

機
車
に

よ
る

Ｓ
Ａ

ロ
ー

ド
セ

ン
タ

４
時

間
4
0分

※
１

及
び
Ｓ
Ａ

コ
ン
ト
ロ

ー
ル
セ
ン

タ
受
電

第
1
.1
4－

5
1
図

 
ガ

ス
タ

ー
ビ

ン
発
電

機
又

は
高
圧
発

電
機
車

に
よ

る
Ｓ
Ａ
ロ

ー
ド

セ
ン

タ
及

び
Ｓ

Ａ
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
セ

ン
タ

受
電

 

（
高
圧

発
電

機
車

（
ガ

ス
タ

ー
ビ

ン
発
電

機
建

物
（
緊
急

用
メ
タ

ク
ラ

）
の
緊
急

用
メ

タ
ク

ラ
接

続
プ

ラ
グ

盤
へ

の
接

続
）

に
よ

る
 

Ｓ
Ａ
ロ
ー

ド
セ

ン
タ

及
び

Ｓ
Ａ

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

セ
ン
タ
受

電
の
場

合
（

故
意
に
よ

る
大
型

航
空

機
の

衝
突

そ
の

他
の

テ
ロ

リ
ズ

ム
に

よ
る

 

影
響
が
あ

る
場
合

）
）

 
タ
イ
ム

チ
ャ
ー

ト
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第
1.
15
－

2表
 

重
要

監
視
パ
ラ

メ
ー
タ

及
び

重
要
代
替

監
視
パ

ラ
メ

ー
タ
（

重
大

事
故

等
対

処
設

備
）

(
14
／

1
8
)
 

分
類
 

重
要
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

重
要
代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

個
数
 

計
測

範
囲
 

設
計

基
準
 

把
握

能
力
（

計
測
範

囲
の
考
え
方
）
 

耐
震
性
 

電
源

※
1
2  

検
出
器
の

種
類
 

可
搬
型

計
測
器
 

第
1.
15
－
3 

図
№
 

⑬ 格 納 容 器 バ イ パ ス の 監 視

原 子 炉 圧 力 容 器 内 の 状 態

原
子

炉
水
位
（
広
帯
域
）

※
２
 

「
③

原
子
炉

圧
力
容

器
内
の

水
位
」

を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
 

原
子

炉
水
位
（
燃
料
域
）

※
２
 

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

※
２
 

原
子
炉
圧
力

※
２
 

「
②

原
子
炉

圧
力
容

器
内
の

圧
力
」

を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
 

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

※
２
 

原
子

炉
圧
力
容
器
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

※
１
 

「
①

原
子
炉

圧
力
容

器
内
の

温
度
」

を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
 

原 子 炉 格 納 容 器 内 の 状 態

ド
ラ

イ
ウ
ェ
ル
温
度
（
Ｓ
Ａ
）

※
２
 

「
⑥

原
子
炉

格
納
容

器
内
の

温
度
」

を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
 

ド
ラ

イ
ウ
ェ
ル
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

※
２
 

「
⑦

原
子
炉

格
納
容

器
内
の

圧
力
」

を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
 

サ
プ

レ
ッ
シ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
圧
力

（
Ｓ
Ａ
）

※
１
 

原 子 炉 建 物 内 の 状 態

残
留

熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
圧
力
 

３
 

０
～

４
MP
a［

ga
ge
］
 

最
大

値
：
 

1
.0
M
Pa
［

ga
ge
］

 

残
留

熱
除

去
系

の
運

転
時

に
お

け
る
，
残

留
熱

除
去

系
系

統
の

最
高

使
用

圧
力

（
1.

0M
P
a［

ga
g
e］

）
を

監
視
可
能
。
 

Ｓ
 

区
分
Ⅰ
 

無
停
電
 

交
流
電
源
 

区
分
Ⅱ
 

無
停
電
 

交
流
電
源

①
 

弾
性
圧
力
 

検
出
器
 

可
 

⑯
 

低
圧

炉
心
ス
プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出
口
圧
力
 

１
 

０
～

５
MP
a［

ga
ge
］
 

最
大

値
：
 

2
.0
M
Pa
［

ga
ge
］

 

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
の

運
転

時
に
お
け

る
，

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
系

統
の
最
高

使
用

圧
力
（
2.
0
MP
a［

g
ag
e］

）
を
監
視
可

能
。
 

Ｓ
 

区
分
Ⅰ
 

無
停
電
 

交
流
電
源
 

弾
性
圧
力

検
出
器
 

可
 

○21
 

原
子
炉
圧
力

※
１
 

「
②

原
子
炉

圧
力
容

器
内
の

圧
力
」

を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
 

原
子
炉
圧
力
（
Ｓ
Ａ
）

※
１
 

※
１
：
重

要
代
替

監
視
パ

ラ
メ

ー
タ

※
２

：
重

要
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

及
び

重
要
代

替
監
視
パ
ラ

メ
ー
タ

※
３
：
基

準
点
は

気
水
分

離
器

下
端

（
原

子
炉

圧
力

容
器

零
レ

ベ
ル

よ
り

1
,
32

8c
m
）
。

 
※
４
：
基

準
点
は

サ
プ
レ

ッ
シ
ョ

ン
・
プ

ー
ル
通
常
水

位
（
EL

56
10

）
。

※
５
：
基

準
点
は

格
納
容

器
底

面
（

EL
10

10
0
）。

 
※

６
：

基
準

点
は

コ
リ

ウ
ム
シ
ー

ル
ド

上
表
面
（

EL
67

06
）。

※
７
：
局

部
出
力

領
域
計

装
の

検
出

器
は

12
4
個

で
あ

り
，

平
均

出
力

領
域
計
装

の
各
チ

ャ
ン
ネ
ル
に

は
14

個
又
は

17
個
の
信

号
が
入

力
さ
れ
る
。

※
８
：
重

大
事
故

等
時
に

使
用

す
る

設
備

の
た

め
，

設
計

基
準

事
故

時
は

値
な

し
。

※
９
：
炉

心
損
傷

は
原
子

炉
停

止
後

の
経

過
時

間
に

お
け

る
格

納
容

器
内

雰
囲

気
放
射

線
レ
ベ
ル
の

値
で
判

断
す
る

。
原
子

炉
停
止

直
後
に
炉
心

損
傷
し

た
場
合

の
判
断

値
は
約

10
S
v/
h
（

経
過

時
間

と
と

も
に

低
く

な
る

）
で

あ
り

設
計

基
準

で
は

炉
心

損
傷

し
な

い
こ

と
か

ら

こ
の
値
を

下
回
る

。
 

※
10

：
基

準
点
は

使
用
済

燃
料

貯
蔵

ラ
ッ

ク
上

端
（

E
L
35
51
8）

。
 

※
11

：
検

出
点
は

７
箇
所
。

※
12

：
所

内
常
設

蓄
電
式

直
流

電
源

設
備

及
び

常
設

代
替

直
流

電
源

設
備

か
ら

の
給
電

に
よ
り
計
測

可
能
な

計
器
は

，
Ｓ
Ａ

用
直
流

電
源
，
区
分

Ⅱ
直
流

電
源
及

び
区
分

Ⅱ
無

停
電

交
流

電
源

を
電

源
と

し
た

計
器

で
あ

る
。

※
1
3：

全
交
流
動

力
電

源
喪
失

時
に

蓄
電

池
(
非

常
用

)
か

ら
の

電
源

供
給

に
期

待
せ
ず

，
交

流
電
源
復

旧
後
に

充
電
器

を
介
し

て
直
流

電
源
を
供
給

す
る
。
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第
1.
15
－

2表
 

重
要

監
視
パ
ラ

メ
ー
タ

及
び

重
要
代
替

監
視
パ

ラ
メ

ー
タ
（

重
大

事
故

等
対

処
設

備
）

(
16
／

1
8
)
 

分
類
 

重
要

監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

重
要

代
替
監
視
パ
ラ
メ
ー
タ
 

個
数
 

計
測

範
囲
 

設
計

基
準
 

把
握

能
力
（

計
測
範

囲
の
考
え
方
）
 

耐
震
性
 

電
源

※
1
2  

検
出
器
の

種
類
 

可
搬
型

計
測
器
 

第
1.
15
－

3 
図
№
 

⑭ 水 源 の 確 保 （ ２ ／ ２ ） 

低
圧

原
子
炉
代
替
注
水
ポ
ン
プ
出
口
 

圧
力

※
１
 

２
 

０
～

４
MP
a［

ga
ge
］
 

－
※

８
 

重
大

事
故

等
時

に
お

け
る

，
低

圧
原

子
炉

代
替

注
水

ポ
ン

プ
の

最
高

使
用

圧
力

（
3.
92
M
Pa
［

ga
ge
］
）

を
監

視
可
能
。
 

－
（
Ｓ
ｓ
）
 

Ｓ
Ａ
用
 

直
流
電
源
 

弾
性
圧
力

検
出
器
 

可
 

⑱
 

原
子

炉
隔
離

時
冷
却
ポ
ン
プ
出
口
圧
力

※
１
 

１
 

０
～
10
M
Pa
［
ga
ge
］
 

最
大

値
：
 

9
.0
2
MP
a［

g
ag
e］

 

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
の

運
転

時
に

お
け

る
，

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
系

統
の

最
高

使
用

圧
力

（
9.
02
M
Pa

［
ga
ge

］
）

を
監

視
可

能
。
 

Ｓ
 

区
分
Ⅱ
 

直
流
電
源
 

②
 

弾
性
圧
力

検
出
器
 

可
 

⑲
 

高
圧

炉
心
ス

プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出
口
圧
力

※
１
 

１
 

０
～
12
M
Pa
［
ga
ge
］
 

最
大

値
：
 

8
.9
3
MP
a［

g
ag
e］

 

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
の

運
転

時
に

お
け

る
，

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
系

統
の

最
高

使
用

圧
力

（
8.
93
M
Pa

［
ga
ge

］
）

を
監

視

可
能

。
 

Ｓ
 

区
分
Ⅲ
 

直
流
電
源
 

弾
性
圧
力

検
出
器
 

可
 

○20
 

残
留

熱
除
去
ポ
ン
プ
出
口
圧
力

※
１
 

「
⑬

格
納
容

器
バ
イ

パ
ス
の

監
視
」

を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
 

低
圧

炉
心
ス

プ
レ
イ
ポ
ン
プ
出
口
圧
力

※
１
 

残
留

熱
代
替
除
去
ポ
ン
プ
出
口
圧
力

※
１
 

２
 

０
～

３
MP
a［

ga
ge
］
 

－
※

８
 

重
大

事
故

等
時

に
お

け
る

，
残

留
熱

代
替

除
去

ポ
ン

プ
の

最
高

使
用

圧
力

（
2.
5M
Pa

［
ga
ge
］
）

を
監

視
可
能

。
 

－
（
Ｓ
ｓ
）
 

Ｓ
Ａ
用
 

直
流
電
源
 

弾
性
圧
力

検
出
器
 

可
 

⑫
 

原
子

炉
水
位
（
広
帯
域
）

※
１
 

「
③

原
子
炉

圧
力
容

器
内
の

水
位
」

を
監
視
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
と
同
じ
 

原
子

炉
水
位
（
燃
料
域
）

※
１
 

原
子
炉
水
位
（
Ｓ
Ａ
）

※
１
 

※
１
：
重

要
代
替

監
視
パ

ラ
メ

ー
タ

※
２

：
重

要
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

及
び

重
要
代

替
監
視
パ
ラ

メ
ー
タ

※
３
：
基

準
点
は

気
水
分

離
器

下
端

（
原

子
炉

圧
力

容
器

零
レ

ベ
ル

よ
り

1
,
32

8c
m
）
。

 
※
４
：
基

準
点
は

サ
プ
レ

ッ
シ
ョ

ン
・
プ

ー
ル
通
常
水

位
（
EL

56
10

）
。

※
５
：
基

準
点
は

格
納
容

器
底

面
（

EL
10

10
0
）。

 
※

６
：

基
準

点
は

コ
リ

ウ
ム
シ
ー

ル
ド

上
表
面
（

EL
67

06
）。

※
７
：
局

部
出
力

領
域
計

装
の

検
出

器
は

12
4
個

で
あ

り
，

平
均

出
力

領
域
計
装

の
各
チ

ャ
ン
ネ
ル
に

は
14

個
又
は

17
個
の
信

号
が
入

力
さ
れ
る
。

※
８
：
重

大
事
故

等
時
に

使
用

す
る

設
備

の
た

め
，

設
計

基
準

事
故

時
は

値
な

し
。

※
９
：
炉

心
損
傷

は
原
子

炉
停

止
後

の
経

過
時

間
に

お
け

る
格

納
容

器
内

雰
囲

気
放
射

線
レ
ベ
ル
の

値
で
判

断
す
る

。
原
子

炉
停
止

直
後
に
炉
心

損
傷
し

た
場
合

の
判
断

値
は

約
10
S
v/
h
（

経
過

時
間

と
と

も
に

低
く

な
る

）
で

あ
り

設
計

基
準

で
は

炉
心

損
傷

し
な

い
こ

と
か

ら

こ
の
値
を

下
回
る

。
 

※
10

：
基

準
点
は

使
用
済

燃
料

貯
蔵

ラ
ッ

ク
上

端
（

E
L
35
51
8
）
。
 

※
1
1
：
検

出
点
は

７
箇
所
。

※
1
2：

所
内
常
設

蓄
電
式

直
流

電
源

設
備

及
び

常
設

代
替

直
流

電
源

設
備

か
ら

の
給
電

に
よ
り
計
測

可
能
な

計
器
は

，
Ｓ
Ａ

用
直
流

電
源
，
区
分

Ⅱ
直
流

電
源
及

び
区
分

Ⅱ
無

停
電

交
流

電
源

を
電

源
と

し
た

計
器

で
あ

る
。

※
1
3：

全
交
流
動

力
電
源

喪
失

時
に

蓄
電

池
(
非

常
用

)
か

ら
の

電
源

供
給

に
期

待
せ
ず

，
交

流
電
源
復

旧
後
に

充
電
器

を
介
し

て
直
流

電
源
を
供
給

す
る
。
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記載例 ○  ：操作手順番号を示す。 

○a※１～：aは交流電源が正常の手順，bは全交流動力電源が喪失した場合

を示す。同一操作手順番号内に複数の操作又は確認を実施する

対象弁がある場合，その実施順を示す。 

第 1.16－21図 非常用ガス処理系概要図（運転時） 

排
気
筒 

前置ガス処理装置（Ｂ） 後置ガス処理装置（Ｂ） 

排気ファン（Ａ） 

サプレッション・チェンバ

原
子
炉
圧
力
容
器 

原子炉格納容器 

ドライウェル 

排気ファン（Ｂ） 

原子炉棟 

換気系へ 

原子炉建物原子炉棟 

格納容器フィルタベント系へ 

AO 

MO 

MO 

AO 

AO MO 

MO MO 

MO 

AO 

MO MO 

MO 

MO 

MO 

MO 

AO 

AO 

原子炉建物 

２階より 

AO MO 

前置ガス処理装置（Ａ） 後置ガス処理装置（Ａ） 

原子炉建物燃料取替階 

ブローアウトパネル閉止装置 

②a※４②b※２ ②a※２②b※４ 

②a※１②b※３ 

②a※３②b※５ 

②a※５②b※１ 

操作手順 名称 

②a※１②b※３ 排気ファン 

②a※２②b※４ ＳＧＴ入口弁 

②a※３②b※５ ＳＧＴ出口弁 

②a※４②b※２ Ｒ／Ｂ連絡弁 

②a※５②b※１ Ｒ／Ｂ給排気隔離弁 

別紙10‑追1‑21
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添付書類十(追補２)の一部補正 

 

 

 

  



－10-追2-1－ 

追補２を以下のとおり補正する。 

頁 行 補正前 補正後 

（Ⅰ 事故シーケンスグループ及び重要事故シーケンス等の選定について） 

70  第2－3表 評価対象とする

プラント損傷状態の選定に

ついて（１／２） 

別紙10-追2-1に変更する。 

別紙1-64 上６ ・高圧炉心スプレイ ポンプ

… 

・高圧炉心スプレイ・ポンプ

… 

別紙2-17 下１ …計装用無停電交流電源

設備… 

…計装用無停電交流電源

装置… 

別紙2-18 上４ …計装用無停電交流電源

設備… 

…計装用無停電交流電源

装置… 

別紙2-23 下７ …津波が襲来した… …津波が来襲した… 

別紙5-30 下２～下１ …低圧炉心スプレイ ポン

プ 又は… 

…低圧炉心スプレイ・ポンプ

運転又は… 

別紙5-44 上13～上14 …重大事故 対処設備であ

る… 

…重大事故等対処設備であ

る… 

1.1.1-93  第1.1.1.e－1図 システム

信頼性の評価例 

別紙10-追2-2に変更する。 

1.1.2-36  第1.1.2.a－5表 緩和設備

の使用可能性 

別紙10-追2-3に変更する。 

1.1.2-52  第1.1.2.h－7表 重要度解

析結果（基事象別ＲＡＷ） 

別紙10-追2-4に変更する。 

1.1.2-60  第1.1.2.a－4図 燃料プー

ル補給水系系統概要図 

別紙10-追2-5に変更する。 

1.1.2-71  第1.1.2.h－6図 重要度解

析結果（基事象別） 

別紙10-追2-6に変更する。 

1.2.1-58  第1.2.1.a－3表 地震レベ

ル１ＰＲＡ評価対象建物・構

築物・機器リスト（１／７） 

別紙10-追2-7に変更する。 



－10-追2-2－ 

頁 行 補正前 補正後 

1.2.1-62  第1.2.1.a－3表 地震レベ

ル１ＰＲＡ評価対象建物・構

築物・機器リスト（５／７） 

別紙10-追2-8に変更する。 

1.2.2-3 上11 …津波が襲来… …津波が来襲… 

 上12 …津波襲来… …津波来襲… 

 上13 …津波襲来時… …津波来襲時… 

 下13 津波襲来時… 津波来襲時… 

1.2.2-12  第1.2.2.a－3表 プラント

ウォークダウン結果 

別紙10-追2-9に変更する。 

なお，頁は，令和３年５月10日付け，電安炉技第１号で一部補正した頁を示す。 
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イ
・

ポ
ン
プ
廻
り
故
障
 

高
圧
炉
心
ス

プ
レ
イ
・

ポ
ン
プ
起

動
失
敗
 

・
・

・

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
・

ポ
ン
プ
継
続
運
転
失
敗
 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
系

ポ
ン
プ
出
口
逆
止
弁
故
障
 

高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
・

ポ
ン
プ
運
転
失
敗
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和
設
備

の
使
用

可
能

性
 

Ｐ
Ｏ

Ｓ
 

 

緩
和
設
備

 

Ｓ
 

Ａ
 

Ｂ
－
１

 
Ｂ

－
２

 
Ｂ

－
３

 
Ｂ

－
４

 
Ｃ

 
Ｄ

 

残
留
熱
除

去
系

 
Ａ

 
○
 

○
○
 

○
×

 
×

 
△

 
△

Ｂ
 

△
 

△
×
 

×
 

○
 

○
○

 
○

燃
料
プ
ー

ル
冷

却
系

 
―

 
―
 

―
 

×
※
１
 

×
※
１
 

×
※
１
 

×
※
１
 

―
 

―
 

原
子
炉
浄

化
系

 
―

 
×
 

×
 

×
 

×
 

×
 

×
※
２
 

×
※
２
 

×
※
２
 

燃
料
プ
ー

ル
補

給
水

系
 

―
 

―
 

―
 

△
 

△
△

 
△

―
 

―
 

復
水
輸
送

ポ
ン

プ
 

Ａ
 

○
 

○
○
 

○
○

 
○

○
 

○

Ｂ
 

△
 

△
△
 

△
△

 
△

△
 

△

Ｃ
 

△
 

△
△
 

△
△

 
△

△
 

△

非
常
用
デ

ィ
ー
ゼ

ル
発

電
機

 
Ａ

 
△
 

△
△
 

△
×

 
×

 
△

 
△

Ｂ
 

△
 

△
×
 

×
 

△
 

△
△

 
△

非
常
用
交

流
電

源
 

区
分

Ⅰ
 

○
 

○
○
 

○
○

 
○

○
 

○

区
分

Ⅱ
 

○
 

○
○
 

○
○

 
○

○
 

○

直
流

電
源

 
区

分
Ⅰ

 
○
 

○
○
 

○
○

 
○

○
 

○

区
分

Ⅱ
 

○
 

○
○
 

○
○

 
○

○
 

○

原
子
炉
補

機
冷

却
系

 
Ａ

 
○
 

○
○
 

○
×

 
△

 
△

△
 

Ｂ
 

△
 

△
×
 

×
 

○
 

○
○

 
○

原
子
炉
補

機
海

水
系

 
Ａ

 
○
 

○
○
 

○
×

 
△

 
△

△
 

Ｂ
 

△
 

△
×
 

×
 

○
 

○
○

 
○

○
：
使
用

可
能
（

運
転

中
）

 
△

：
使

用
可

能
（

待
機
中

）
 
×

：
使
用

不
可

 
－
：
検

討
対
象

外

※
１
 

燃
料
プ
ー

ル
冷

却
系

は
，

１
系

統
運

転
の

場
合
に

は
成
功

基
準
を

満
足
し

な
い
こ

と
か
ら

緩
和
機

能
と
し

て
期
待

し
な

い
。

※
２
 

原
子
炉
浄

化
系

は
，

成
功

基
準

を
満

足
す

る
期
間

が
短
い

こ
と
か

ら
保
守

的
に
緩

和
機
能

と
し
て

期
待
し

な
い
。
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第 1.1.2.h－6 表 重要度解析結果（基事象別ＦＶ重要度） 

基事象 ＦＶ重要度 

非常用ディーゼル発電機Ａ継続運転失敗 2.9E-01 

非常用ディーゼル発電機Ａ起動失敗 2.0E-01 

非常用ディーゼル発電機Ｂ継続運転失敗 1.5E-01 

非常用ディーゼル発電機Ａメンテナンス 1.1E-01 

非常用ディーゼル発電機Ｂ起動失敗 1.0E-01 

非常用ディーゼル発電機Ｂメンテナンス 5.8E-02 

非常用ディーゼル発電機Ａ，Ｂ共通原因継続運転失敗 1.3E-02 

非常用ディーゼル発電機Ａ，Ｂ共通原因起動失敗 8.8E-03 

非常用ディーゼル発電機Ａ遮断器作動信号故障 6.3E-03 

燃料移送ポンプＡ起動失敗 6.1E-03 

第 1.1.2.h－7 表 重要度解析結果（基事象別ＲＡＷ） 

基事象 ＲＡＷ 

原子炉補機冷却海水ポンプＡ，Ｂ共通原因起動失敗 2.7E+02 

原子炉補機冷却水ポンプＡ，Ｂ共通原因継続運転失敗 2.7E+02 

原子炉補機冷却水ポンプＡ，Ｂ共通原因起動失敗 2.7E+02 

原子炉補機冷却海水ポンプＡ，Ｂ共通原因継続運転失敗 2.7E+02 

燃料移送ポンプＡ，Ｂ共通原因起動失敗 2.7E+02 

原子炉補機冷却系 非常用ディーゼル発電機冷却水出口弁 

ＭＶ２１４－１２Ａ，ＭＶ２１４－１３Ａ共通原因開失敗 
2.7E+02 

燃料移送ポンプＡ，Ｂ共通原因継続運転失敗 2.7E+02 

燃料移送タンク内逆止弁Ｖ２８０－９９Ａ，Ｂ共通原因開失敗 2.7E+02 

燃料移送ポンプ出口逆止弁Ｖ２８０－１０２Ａ，Ｂ 

共通原因開失敗 
2.7E+02 

蓄電池Ａ，Ｂ共通原因機能喪失 2.7E+02 

－10-追2-6－
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第1.2.1.a－3表 地震レベル１ＰＲＡ評価対象建物・構築物・機器リスト（１／７） 

中央値(G)
βr
βu

0.50
0.32
0.29
3.23
0.36
0.15
2.47
0.22
0.24
1.74
0.20
0.22
2.55
0.22
0.24
2.38
0.22
0.24
5.10
0.20
0.22
2.25
0.22
0.24
4.95
0.27
0.26
8.71
0.27
0.26
5.26
0.27
0.26
6.88
0.27
0.26
2.10
0.27
0.26
1.68
0.25
0.24
6.48
0.61
0.15
4.37
0.16
0.15
4.11
0.14
0.25
3.40
0.22
0.21
3.95
0.22
0.25
2.26
0.26
0.26

起因事象／
影響緩和機能

設　　備 損傷モード 評価部位 HCLPF(G)

外部電源喪失
セラミック
インシュレータ

構造損傷 セラミック 0.18

原子炉建物損傷 原子炉建物 構造損傷 － 1.39

原子炉格納容器損傷 原子炉格納容器 構造損傷 シヤラグ 1.16

原子炉格納容器損傷
原子炉格納容器
スタビライザ

構造損傷 フランジボルト 0.87

原子炉格納容器損傷
原子炉圧力容器
ペデスタル

構造損傷 円筒部 1.19

原子炉圧力容器損傷 原子炉圧力容器 構造損傷 ボルト 1.11

原子炉圧力容器損傷 ガンマ線遮蔽壁 構造損傷 胴 2.55

原子炉圧力容器損傷
原子炉圧力容器
スタビライザ

構造損傷 ロッド 1.05

格納容器バイパス 主蒸気隔離弁 機能損傷
－

(水平方向評価)
2.06

格納容器バイパス
原子炉隔離時冷却系
隔離弁

機能損傷
－

(水平方向評価)
3.63

格納容器バイパス 原子炉浄化系隔離弁 機能損傷
－

(水平方向評価)
2.19

格納容器バイパス 給水系逆止弁 機能損傷
－

(水平方向評価)
2.87

格納容器バイパス
原子炉隔離時冷却系
配管

構造損傷 サポート 0.88

Excessive
ＬＯＣＡ

原子炉格納容器内
配管（ＰＬＲ配管）

構造損傷 配管本体 0.75

制御室建物損傷 制御室建物 構造損傷 － 1.85

廃棄物処理建物損傷 廃棄物処理建物 構造損傷 － 2.62

計装・制御系喪失 制御盤 機能損傷
－

(鉛直方向評価)
2.16

計装・制御系喪失 計装ラック 機能損傷
－

(水平方向評価)
1.67

計装・制御系喪失
計装用無停電
交流電源装置

機能損傷
－

(水平方向評価)
1.82

計装・制御系喪失 ケーブル・トレイ 構造損傷 サポート 0.96
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第1.2.1.a－3表 地震レベル１ＰＲＡ評価対象建物・構築物・機器リスト（５／７） 

中央値(G)
βr
βu

2.33
0.27
0.26
2.92
0.14
0.18
2.22
0.27
0.26
1.41
0.25
0.24
1.68
0.22
0.24
8.04
0.20
0.17
2.10
0.27
0.26
3.77
0.20
0.17

6.32
0.20
0.17
1.39
0.20
0.17
1.52
0.25
0.25
2.33
0.27
0.26
1.53
0.14
0.18
5.13
0.22
0.21
13.51
0.20
0.17
5.49
0.22
0.21
3.80
0.14
0.21
2.66
0.14
0.21
1.99
0.29
0.15
2.33
0.27
0.26

起因事象／
影響緩和機能

設　　備 損傷モード 評価部位 HCLPF(G)

高圧炉心スプレイ系
高圧炉心スプレイ系
逆止弁

機能損傷
－

(水平方向評価)
0.97

高圧炉心スプレイ系
高圧炉心スプレイ・
ポンプ

機能損傷
－

(鉛直方向評価)
1.72

高圧炉心スプレイ系
高圧炉心スプレイ系
電動弁(ゲート)

機能損傷
－

(水平方向評価)
0.93

高圧炉心スプレイ系
高圧炉心スプレイ系
配管

構造損傷 配管本体 0.63

高圧炉心スプレイ系
サプレッション・
チェンバ

構造損傷 ベースプレート 0.79

高圧炉心スプレイ系
高圧炉心スプレイ系

ディーゼル発電設備

非常用ディーゼル室送風機
構造損傷 ボルト 4.37

高圧炉心スプレイ系
高圧炉心スプレイ系
非常用ディーゼル
発電設備

構造損傷 サポート 0.88

高圧炉心スプレイ系
高圧炉心スプレイ系
非常用ディーゼル
発電設備空気だめ

構造損傷 胴板 2.05

高圧炉心スプレイ系
高圧炉心スプレイ系

非常用ディーゼル発電設備

ディーゼル燃料デイタンク
構造損傷 ボルト 3.43

高圧炉心スプレイ系
高圧炉心スプレイ系

非常用ディーゼル発電設備燃

料貯蔵タンク
構造損傷 ボルト 0.75

高圧炉心スプレイ系
高圧炉心スプレイ系

非常用ディーゼル発電設備燃

料移送系配管
構造損傷 配管本体 0.67

高圧炉心スプレイ系
高圧炉心スプレイ系

非常用ディーゼル発電設備燃

料移送系逆止弁
機能損傷

－
(水平方向評価)

0.97

高圧炉心スプレイ系
高圧炉心スプレイ系

非常用ディーゼル発電設備燃

料移送ポンプ
機能損傷

－
(鉛直方向評価)

0.9

高圧炉心スプレイ系
高圧炉心スプレイ系
非常用母線メタクラ

機能損傷
－

(水平方向評価)
2.52

高圧炉心スプレイ系
高圧炉心スプレイ系
非常用母線変圧器

構造損傷 ボルト 7.34

高圧炉心スプレイ系
高圧炉心スプレイ系
非常用コントロール
センタ

機能損傷
－

(水平方向評価)
2.70

高圧炉心スプレイ系
屋外配管ダクト
（タービン建物～排
気筒）

構造損傷 － 2.13

高圧炉心スプレイ系 取水槽 構造損傷 － 1.49

高圧炉心スプレイ系 タービン建物 構造損傷 － 0.96

高圧炉心スプレイ系
高圧炉心スプレイ
補機冷却系逆止弁

機能損傷
－

(水平方向評価)
0.97
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・
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1
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築
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機
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密
部

 
な
し
 

な
し
 

な
し
 

問
題
な
し

 

防
波
壁

 
な
し
 

な
し
 

な
し
 

問
題
な
し

 

タ
ー
ビ
ン
建
物
外
壁

な
し
 

な
し
 

な
し
 

問
題
な
し

 

タ
ー
ビ
ン
建
物
水
密
扉

な
し
 

な
し
 

な
し
 

問
題
な
し

 

※
１
 

高
さ
Ｅ
Ｌ
15
.0
mま

で
の
範
囲
に
つ
い
て
確
認
し
た
。

※
２
 

間
接
的
な
被
害
の
可
能
性
に
つ
い
て
は
，
取
水
槽
か
ら
海
に
面
し
た
建
物
（

タ
ー
ビ
ン
建
物
）
外
壁
ま
で
の
範
囲
に
つ
い
て
確
認
し
た
。

別紙10-追2-9
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